





[image: ]













[image: ]













[image: ]











目次







プロローグ


一章　伯爵令嬢の難儀な魔法

二章　没落令嬢の望まぬ再会

三章　聖魔導士の一途な告白

四章　隣国王子には秘密の関係

五章　没落令嬢の魔法の真実

六章　聖魔導士へ二度目のさよなら

七章　セシリアの本当の気持ち



エピローグ







プロローグ







「聖なる力の祝福を受けし者に、聖魔導士の称号を冠す」

　司教の低く落ち着いた声が白亜の教会に響いた。

　神妙に頭を垂れる大臣達から誰ともなくため息が漏れる。建物内の空気は神聖な場にふさわしい荘厳さを通り越して重苦しいほどだった。

　祝福されるべき門出の儀式だというのにまるでお葬式みたい。内陣からその光景を見下ろしたセシリアはそんなことを考える。

　ここハイランズ王国の王都ダラムでは今、国王に次ぐ有力者である聖魔導士の戴冠式が行われていた。彼らの雰囲気が重いのは、建国以来はじめてとなる、平民出身の聖魔導士が誕生するからだった。

　内陣の中心に立つ司教の左右には、儀式の正装である薄絹のヴェールを纏ったシスター達が四人ずつ立っている。それぞれに与えられた役割にのっとり、これから聖魔導士となるその人へ与えられるローブや宝珠のあしらわれた職杖を胸の前で掲げている。

　セシリアが掲げるのは綿入りの台座の上に載せられた、まばゆい銀色に輝く冠だ。だがさっきから身体中の筋肉が強張っているのはなにもこの冠が重いからだけではない。

（だって、ただのメイドには荷が重すぎる……！）

　本来の仕事はシスターではなく、聖魔導士邸の掃除を担当するメイドなのだ。

　立っているだけでいいと言われたからって、安請け合いするんじゃなかった。失敗の許されない雰囲気に冷や汗が止まらない。

「ランドルフ・ウェイド。前へ」

　けれどその名を聞いて、余計な考えは頭から消え去ってしまう。

　内陣の正面で頭を垂れていた男が立ち上がり、悠然と階段を上ってくる。

　その姿を見て喉の奥が熱くなった。

　じわりと滲んだ涙を、何度も瞬きをしてこらえる。

（五年ぶりなんだ……）

　司教の前に立つ彼はまた少し背が伸びたようだった。あどけなさの残っていた横顔はすっかり精悍な青年に様変わりしている。

　けれど、誰にも媚びないまっすぐな瞳はかつてのままだ。

（ランドルフ……）

　声を掛けたい衝動に駆られ、それをぐっとこらえた。

　一目でいいからこちらを見てほしい──そんなの無理に決まっているけれど。

　薄絹で顔がすっかり覆われて、相手からは顔なんて見えないはずだ。

　だがランドルフはふいにこちらを向いた。

「では、ローブを進呈する」

　司教が純白のローブをうやうやしく掲げても、シスター達がそれをランドルフへ纏わせている間もずっとその視線は逸れずにこちらを向いている。

（目、合ってる……？）

　いや、そんな、まさか。相手からはこちらの輪郭すら判然としないはずだ。

　動揺し、直角を保っていた肘がふらつく。クッションに乗せていた白金のクラウンが落ちそうになって慌てて姿勢を正した。

「で、では次にクラウンの進呈を」

　注意力散漫な男の視線を自分へ向けようと司教が咳払いをする。だが、ランドルフはますます顔を近づけて目を眇めた。

「セシリア？」

「っ……！」

　発せられたのは紛れもなく自分の名で、驚きに肩が跳ねた。

「セシリアだな!?」

　内陣でのセシリアの役目はひたすらに冠を掲げることだけ。そのほか一切の言動は禁じられている。

　だからなんとか他のシスターのように平然としてやりすごそうとしたけれど、さらに近づいてくるランドルフの視線に耐えきれずふいと顔を背けた。

（完全に目が合ってる……！）

　つり目がちな漆黒の瞳がまっすぐに自分を射貫いていることは明白だった。

「クラウンの進呈を！」

「いらん」

　大きな手が冠をなぎ払う。大理石の階段を転げ落ちる金属の硬い音に、その場で頭を下げていた大臣達が弾かれたように顔を上げた。

　蝋燭の明かりを受けてキラキラと輝いていた白金が転がり落ちていくのを信じられない気持ちで見つめていると、力強い腕に腰をひかれた。

「この女は俺が娶る」

　男の明朗とした声は教会によく響いた。

「……はあ？」

　セシリアは思わず、一切の発声を禁ずるという自分の規則を破った。








一章　伯爵令嬢の難儀な魔法









　セシリア・アルダーソンはこの学園の異物である。

　公言するものはいないが、それは学園の誰もが感じていることだった。

「フローライトは完全なへき開性を持ち、一定方向から衝撃を与えると八面の立方体に割れる性質が見られます」

「その通り。セシリア、よく勉強していますね。座って結構です」

　教壇で笑みを深める教師に一礼し、ビロード張りの長椅子に腰掛けると、すぐさま隣に座っていた友人が話しかけてくる。

「すごい、セシリア。よくこんな授業まで予習してるわね」

　──こんな授業。

　本人に他意はないのかもしれないが、その言葉が胸にちくりと刺さる。所詮意味のない授業だと言われた気がして。

　屈託のない笑みに、曖昧に笑って返した。

　セシリアの通う王立セントラル魔法学園は、ハイランズ王国で最も歴史ある魔法学園として知られている。王都から少し離れた、広大なセントラル・パークの中にあり、周りを緑に囲まれた全寮制の学校だ。

　その名の通り、学園では魔法について学ぶ。

　国民の誰もが魔法を使うことのできるこの国で、特に魔力の強いものを受け入れる、いわば魔法のエリート校である。

「みなさん、フローライトの性質については理解しましたね。でははじめてください」

　生徒達が一斉に、目の前に置かれた石へ手をかざす。拳ほどの大きさの、ごつごつとしたミントグリーンの鉱石だ。講堂のあちこちで地割れのようなピシッという音が聞こえてくる。セシリアも気を集中させると、鉱石に微かなひびが入る。

　今日は調子がいいかも。さらに集中しようとしたとき、

「あら、ちょっと失敗しちゃったかしら」

　隣の友人がセシリアのより濃い碧色の石を手のひらに載せていた。まるでカッティングしたように美しい八面体だ。友人のなぞる一辺は確かに少しだけ欠けていたけれど、それでもこの短い時間で作ったなら充分に思えた。

　これが、魔法の力だ。

　硬い石を一瞬で割るような芸当を、同い年の女の子はこともなげにやってしまう。

「あまり力を入れすぎてはいけませんよ。石の持つ性質を生かすように軽く力を入れるのです」

「難しいわね、力を入れすぎないのって」

「そ、そうなの」

「大きな力で割ろうとしてはいけませんよ。あなたがたの魔力では毎年必ずといっていいほど石を爆発させる生徒がいるんですから」

　教師の言葉に教室中がくすくすと笑う。

　まるで異国の言葉を聞いているような気分だ。セシリアの石はどんなに力を込めても、もうどこにも傷一つつかなかった。

　セシリアはこのエリート校にふさわしくない微力な魔力しか持っていない。

　最初に魔力を授かったとされる、ハイランズの建国者モーリス一世は当時の有力貴族達にもその力を分け与えた。その血は脈々と受け継がれ、それらの話がすっかり過去のものとなった今も、大きな魔力を持って生まれてくる人物は貴族の家系ばかりだった。

　この学園に通うのも名のある上位貴族の子息令嬢ばかりだ。セントラル魔法学園出身というのは、彼らの一種のステータスとなっている。

　貴族でありながら石を割ることも、小さな火や風を起こすこともできない。そんな自分は学園の異物だ。それはセシリアが誰よりも強く感じていることだった。

　そのとき、後ろのほうでけたたましい爆発音がした。

「危ないっ」

　音に振り向いたのと、教師の鋭い声が響いたのが同時だった。

　セシリアの後列に座っていた男子生徒の石が破裂したのだ。

　細かく砕けた碧色の破片が飛んでくる。瞬時にそこまでは理解したが、身体の反応は目をつぶるだけで精一杯だった。

　──だが、そのつぶてはいつまでたっても降りかかってこない。

　恐る恐る目を開けると、石の破片はセシリアの足元にばらばらと転がっていた。

「えっと、もしかして助けてくれた？」

　隣の友人を振り返るが、彼女は首を横に振る。

「ご、ごめんなさい。自分のことで精一杯で」

　では、誰が。

　教室中が視線をさまよわせ、それは一点へ集まっていく。

　講堂の一番後ろ、窓際の席へ。

　机に足を乗せ、浅く腰掛けて寝ていた彼に。

「ミスターウェイド、あなたがやったのですか」

　戸惑った教師の声に、男は薄く目を開くと、再び眠りの世界へ旅立つ。

「ラ、ランドルフ・ウェイドッ！　なんですかその態度は！」

　教師の金切り声に今度はうっとうしそうに首を振ると、ゆっくりと立ち上がる。そして教室中が息をのんで見つめる中、岩を破裂させた男子生徒に視線を止めた。

「ど下手くそ」

「なっ、なんだよ。ふざけんなよ！」

　男子生徒が言い返す時にはもう、彼は後方の扉から出て行ったあとだった。

「驚きましたわ。どうしてアレが教室にいるのかしら」

　友人が髪の毛や制服をぱたぱたと叩いて、細かい石の破片を落としている。セシリアも合わせて自分の身体を払い、ふと気がついた。

　セシリアの周りはまるで壁があったかのように、大きな破片から砂のようなものまで、一定のラインを越えることなく綺麗に防がれていた。

　ランドルフ・ウェイド。貴族だらけの学園生の中でただひとり平民の彼は、この学園のもう一つの異物だった。

　生徒が宝石の原石だとしたら、彼はさしずめカットを施されて磨き上げられたダイヤモンドだ。それほどに強く洗練された魔力を有していた。




「さっきはありがとう」

　ドーム状の屋根を四本の柱で支えるガゼボの中で、彼は横になっていた。小高い丘の上にあるガゼボは、休み時間になってもこの主がいるせいでまったく人を寄せ付けない。

「そっち、行ってもいい？」

「だめだ」

　無視されるかと思っていたから返答があったことに少しだけ驚いた。

　つり目がちな漆黒の瞳は今は閉じられ、長いまつげが頬に影を落としている。そうしているとまだ少年らしいあどけなさがあって、ほっとした。

　教室で見た冷ややかな視線は迫力があって少し怖かったからだ。

　瞳の色と同じ艶やかな黒髪は長椅子の上に無造作に広がっていた。鎖骨くらいまである長い髪は、学園生なら結んでいるのが普通なので、さらさらと風に揺れるのが物珍しい。

　制服である紺色のブレザーは枕代わりにされてくしゃくしゃになっている。タイはどこかへやってしまったらしく、ボタンが三つほど外されたシャツのみの格好だった。

　白いカッターシャツから隆起した胸の筋肉がのぞいている。つい肌色から目が離せなくなっていたのに気づいて、慌てて目をそらした。

　言われたとおり中には入らず芝生に横座りする。

「ここ、風が通るから気持ちいいのね」

「なんで来た」

「お礼を言いたくて。さっきはどうもありがとう。助かった」

「用はそれだけか。じゃあさっさと戻れ」

「……あと、読書」

　膝の上に乗せていた本を持ち上げて見せると、ランドルフはちらりとこちらを見てうんざりしたように顔をしかめた。

「取り巻きにつるんでると思われていいのか」

「取り巻きって……お友達よ」

「お友達ねえ」

　ランドルフが小馬鹿にしたように鼻で笑う。

　友人が親しくしてくれているのはセシリア自身の魅力ではないことは、ほとんど授業へ出ていない彼にも分かっているようだった。

　セシリアは、代々宮廷勤めの国務大臣を輩出しているアルダーソン伯爵家の一人娘だ。今も父親は財務大臣として手腕を振るっている。

　父親がその家柄と財力でセシリアを学園に裏口入学させたことは、隠しようのない真実だった。

　格式高いアルダーソン家からまさか魔法のろくに使えない子供が生まれるなど、絶対に認めたくなかったのだろう。セシリアの意見など聞かれることはなく、気づけば自分はこの学園への入学が決まっていた。

　学園生はみな、議会への縁故を求めている。そういう意味で、上院出身の大臣である父を持つ自分は、彼らにとって魅力的な人物にうつるのだ。卒業後、議員に口を利いてくれれば、その秘書の肩書きをもらえるかもしれない。そうすればいずれ政治家になる道も明るい、というわけだ。

　ただしそれはあくまで希望の進路がかなわなかったときの保険だ。学園生の多くはエリートコースである宮廷勤めの魔導士を目指している。上院や下院の議員になるより、魔法院に所属する魔導士として政治に関わる方がより影響力も大きいからだ。

　さらなる野心を膨らませるものももちろんいる。

　彼らの野望は、宮廷魔導士の最高峰、聖魔導士となることだ。

　この学園にいれば誰だって一度は夢見るはずだ。自分が国王に次ぐ権力を持つ、その称号を得る未来を。

（ランドルフ……三つ紋って噂は本当なのかしら）

　魔力の大きさは身体に刻まれた魔紋の数でざっくりとわけることができる。

　多くの民は一つ。城下や地方の街に暮らす平民のほとんどがこれだ。

　そしてこの学園に通う生徒のように、一部のエリート階級に属するものには紋が二つ。魔力至上主義な価値観のこの国では、二つ紋は生まれついての将来有望な子供ということになる。与えられた魔力をコントロールするのはセンスと努力が必要であり、この学園で主に学ぶのは、大きすぎる魔力をいかに繊細にコントロールするかだった。

　そして、数十年に一度しか現れないとされる三つ紋。本来、三つで完全な形となる魔紋の全てが揃った人材。

　先の三つ紋は現聖魔導士のマルティネス卿だ。彼が聖魔導士となって四十年あまり、三つ紋が現れたという話は聞いていない。

　それが、このだらしなく寝そべっているランドルフにはあるというのだ。

　──平民出身で三つ紋なんてまさか。

　入学後、周りの嘲笑は彼の魔力を目の当たりにしてすぐ止むことになる。ランドルフの力は大きく、まるで自分の身体の一部のように軽々と魔法を操る様子は、噂を信じさせるには充分だった。

「なんだよ」

「えっ、あ、別に」

　不躾な視線を向けていたことに気づいてセシリアは慌てて本に視線を戻す。

（そういえばランドルフが魔法を使っているの久しぶりに見た……）

　入学直後、魔力で周りを圧倒させたかと思えば、その後彼は授業をサボってばかりいる。

「平民がそんなに珍しいか」

「ちがっ、……ただ三つ紋って本当かなって思って。う、疑ってるわけじゃないの。見たことがないから、すごいなって」

「あんたのほうがよほど『すごい』だろ」

　あ、嫌みだ。言い返すこともせず曖昧な笑みを顔に貼り付けた。

　セシリアはアルダーソン家はじまって以来の一つ紋だった。刻まれているのはとても小さな紋で、比例するように魔力も小さい。一つ紋でも普通は力を器用に使い、生活に役立てるものだが、セシリアの微細な魔力では使える魔法はなにもない。割れやすいはずの石ですら小さなひびを入れるので精一杯なのだ。

　そんな人間がなぜ魔法のエリート校にいる。そういう意味の嫌みだろう。

「笑うなよ」

「え？」

「怒れよ」

「どうして……？」

　ランドルフは答えなかった。

　セシリア自身、今の嫌みは甘んじて受け入れるものだと思っている。

　入学試験の筆記問題はよくできていた自信があったけれど、それで入学できる学園でないことはもちろん知っていた。

　だから合格通知を受け取ったとき、その裏で父親が巨額の金を積んだことは想像に難くなかった。

　セシリアは丘から校舎を見下ろす。

　赤茶けたレンガの壁は、数々の有力魔導士を輩出してきた歴史を感じさせるように、蔦に覆われている。錆色の建物も重く垂れるアイビーも、まるで牢獄のように見える。

　予鈴が鳴った。

　セシリアは重い腰を上げた。

「また来てもいい？」

　返事はない。それを肯定とみなして小さく微笑んだ。




「物好きだな」

　セシリアは声にはっとして顔をあげた。

　気づけば空には灰色の雲が垂れて込めている。どうりで手元の教本が読みにくいはずだ。

　ランドルフと初めてガゼボで会ってから、数日後。なんとなくここを訪れるのが習慣になっていた。

　ガゼボは彼の定番の場所らしい。中に入る許可はいまだにもらえないが、居眠りするランドルフの近くで読書をするのは不思議と心地よかった。

「なにが？」

「ここに来ることが、だよ。なんでわざわざ来るんだよ」

　横になっていたランドルフが起き上がる。

　ガゼボの中は屋根の影で更に薄暗かったけれど、彼がうんざり顔をしているのはすぐにわかった。

「……授業、出た方がいいわよ」

「答えになってねえ」

「もしかして授業が進みすぎてついて行けないの？　座学なら教えてあげましょうか」

「授業に出てどうする。珍獣扱いされるだけだ」

　そのときセシリアの手元にぽつんと大粒の雫が落ちた。

　一つ、二つ。雨粒はみるみる勢いを増して、紺色の制服をさらに濃く染めていく。

「お願いっ、本だけでも中に入れて」

　教本を差し出すと、腕ごとひかれてガゼボの中に引っ張り込まれた。

「馬鹿か！　突っ立ってんじゃねえ」

　髪の毛からポタポタと雫を垂らすセシリアを、ランドルフは枕代わりにしていた制服の上着でごしごしと拭う。

「ハンカチなんて上等なもんはねえぞ」

「待って、あなたの制服が濡れちゃう」

　身をよじって逃れようとすると、制服越しに頭をがしりと掴まれた。

「逃げんな。どこに気ぃまわしてんだ、馬鹿」

　馬鹿、なんてはじめて言われた。

　頭をがしがしと拭かれながら、そんなことをぼんやりと考える。

　口調こそぶっきらぼうだけれど、ランドルフの手つきは不器用ながら優しかった。

「私たち似てると思って」

「なんだよ急に」

「ここに来る理由、考えてみたのよ」

　頭を拭き終わり、ランドルフは上着を長椅子に放る。

「あんたみたいな上級貴族と貧民街出身の俺が似てるって？　どこが」

「そういう意味じゃなくて……はぐれもの同士っていうか」

　理由は正反対だけれど、この学園で確かに自分たちは浮いている。そのことに親近感を感じたのは事実だった。

　ランドルフは返事をせずに外の様子をうかがっていた。学園まで走って戻れるか確かめているようだった。

　あいにく雨脚はまだ強いままだ。手をガゼボから出して諦めたようにそれを引っ込める。

「聖魔導士になればいいのに」

　そんな言葉が口をついて出た。

　ランドルフは驚いたように目を見開く。

「なに言ってんだ。正気か」

　言葉には苛立ちが混じっている。

「あなた、なにに怒ってるの？　今だけじゃない。ずっとふてくされた態度で」

「んだと」

　睨みつけられても、視線をそらさなかった。

　この人は、挑むような目をする。怖いと思っていた漆黒の瞳は、正面から向き合うと怖さより美しさが勝っている。裏も表もない、ただむき出しの感情がそこにあらわれている。

　こういう目を見るのははじめてかもしれない。

　人には本音と建て前がある。巧妙に本音を隠す人の目はまっすぐにこちらを向いていてもどこかほの暗い。けれど彼の瞳にはそれがない。

　怒りを向けられて心地いいと感じるのははじめてだった。混じりけのない感情を向けられるのが新鮮で、ずっと見ていたくなる。

　しばらくそらさずにいると、ランドルフは困惑したように視線をさまよわせた。

「なれるわけねえだろ。俺は平民だ」

「聖魔導士様に必要なのはなにより魔力の大きさなのよ」

「そんなの知ってる。けど今まで平民でそこまで成り上がったやつなんて……」

「いない。でもそれは、平民で三つ紋の人がいなかったから」

　彼の元へ通っていたのは「わからなかった」からなのだと気づいた。

　なぜそんな力がありながら高みを目指さないのか。なぜ学園生の野望である聖魔導士になると言わないのか。

「なんだよその顔」

「え？」

「なんでそんな不思議そうな顔をする？　お前、まさかそれ……本気で言ってんのか」

「もちろん」

　そう問われる意味が分からなかった。

「あなた本当に三つ紋なんでしょう？　見てたらわかる。他の人の魔法と全然精度が違うもの」

「確かに俺は三つ紋だが……」

「だったらどうしてこんなところでいじけてるの。なぜ聖魔導士の道へ進まないのか、理由があるなら教えて欲しい」

　純粋な疑問をぶつけると、しばし呆気にとられていたランドルフはそのまま空を見あげる。

「俺に成り上がれなんて本気で言うやつはじめて見た……」

「な、なに？　私おかしいこと言ったかしら。この学園に通う人なら誰だって一度は夢見ることだと思うんだけど……」

「お前もか？」

「そりゃあ……もちろん。もし魔法が使えたら、だけど」

　もしもそんなすごい力が天から与えられたなら。それを国民の為に存分にふるえる立場になったなら。考えたことがないとは言わない。

「そんなに周りから色眼鏡で見られるのが嫌なんだったら、誰からも尊敬される立場になってみたらいいと思うの。そしたらきっとみんなの見る目も変わる。こんなところで腐ってないで、そうなるための努力をしてみればいいって思ったのよ。見返してやりたいなら」

　自分には到底できないことを、この人ならば叶えられる。そう思ったら言葉に熱が入った。

「私には絶対に無理だけど、あなたならできる。聖魔導士になったらあなたを見る目も変わるし、きっとあなたから見える世界も変わるわ」

「教師ですら恐れ多くて言わねえようなことを、まさかあんたみたいなお嬢さまの口から聞くとはな」

「え？」

「いいぜ、見てきてやる。聖魔導士になったらどんな景色が見えるのか、教えてやるよ」

「ほ、本当？　真面目にその道を目指すのね」

「あんたが本気で思ってくれるならな、セシリア」

　ランドルフがくしゃりと笑顔を見せた。初めて見る彼のそんな表情に、不意に胸が高鳴る。

　今まで一線を引かれていた関係が少し近づいたと思っていいだろうか。

「ほら」

「きゃあっ」

　不意に、身体がふわりと浮く感覚があった。

　気づいた時には彼の腕の中ですっぽりと横抱きにされていた。

「な、なに」

「待っててもらちがあかねえから」

　言うなりランドルフは走り出す。

　目指しているのは寮の方角だった。

　逞しい腕に抱かれて、全力疾走しているのに感じる衝撃は最小限だった。ぴたりと身体が密着して、シャツ越しに筋肉質な身体のぬくもりを感じる。

　芝生が雨に濡れて、青草の香りがした。

（この人こんなに綺麗な顔してたかしら）

　見上げれば少しだけ上気した彼の横顔に心臓の音が速くなった。

　すらりと通った鼻筋や、骨格の美しい顎のライン。形の良い薄い唇は少しだけ口角が上がっている。

　強い意志を宿した瞳がキラキラと輝き、まつげにとまった水滴が瞬きのたびに跳ねる。

　それに触れたい衝動を抑えるのに、必死だった。

　女子寮で下ろされるまでセシリアはずっとそれを見つめていた。





　◇






　入学して半年、今まで室内で行われていた魔法実技の授業がいよいよ本格化するとあって生徒達は浮き足立っている。

　学園の裏に広がる庭で、教師が訓練の内容を説明している。今日は数メートル先に吊り下げられたガラス玉を正確に割る、という授業だ。

「でははじめましょう」

　生徒が一人ずつ前に出てガラス玉を破壊していく。

　風の向きを読まないといけないだとか、設置台が軽すぎるのが注意だとか、評価に直結する授業なだけに生徒達の表情は真剣だった。

　いつも休み時間にはセシリアを取り囲んでおしゃべりをする令嬢達も、セシリア以外で輪を作り相談し合っている。

（先生は私のこと、いっそ忘れてくれないかしら）

　しかし無情にも、教諭の手にした名簿にはしっかり全員分の名前が刻まれていた。

「では次。セシリア・アルダーソン」

　名簿に書き込まれるバツ印を想像し、気持ちが重くなりながらも、セシリアは前へ進み出る。

（あれが割れたらさぞ爽快でしょうけど）

　どんよりと重い気持ちで、かざした手のひらに力を込める。

（割れろー！）

　念じた瞬間、並んでいた五つのガラスが右から順に全て粉々に砕け散った。

「へ……？」

　後ろに控えていた生徒達は気づけば静まりかえっている。

　振り向くと、生徒たちの塊が左右に分かれていた。彼らの視線は自分ではなく、背後に向けられている。

「さすがアルダーソン家のお嬢さまだなあ。評価はＡか？　Ａ＋か？」

　着崩した制服でけだるげに立っていたのはランドルフだった。生徒達が作った道をずかずかと歩いてくるとセシリアの横に並ぶ。

「あとはなにすりゃいい。あれを元通りにでもすればいいのか」

　遠くで光るガラスの破片を指さすランドルフにセシリアは慌てて首を横に振る。

「そういう授業じゃないから。壊すだけ」

「まだこんな低級なことやってんのか」

　きびすを返して去って行こうとする彼の上着をむんずと掴む。

「あなたの番はこれから！　私のを壊したって意味ないでしょ！」

「たりいなあ」

　口でそう言いつつもおとなしく言うことを聞いているランドルフに、生徒達、そして教師も唖然としている。

（ランドルフが授業に出るのなんて数ヶ月ぶりだものね）

「これからちゃんと出席してね。わからないことは教えてあげるから」

「ん」

　面倒くさそうに、けれど確かに頷いた。

　この日を境に、ランドルフは授業へ参加し始める。

　机の上に足を投げ出す姿勢の悪さやうたた寝など、教師陣からの評判は非常に悪かったが、実技魔法の点数が群を抜いているため、誰も彼を注意することはできなかった。

「ランドルフ様、休日はどんな風にお過ごしになるの？」

「わたくし、魔法の細かいコントロールが苦手なの。教えてくださらない？」

「ランドルフ様、お菓子は召し上がりますか？　今度、作って参りますわ」

　休み時間に女子生徒が教室の後ろで黄色い声を上げるのはすぐに日課になった。

　彼女達が壁になって、中心にいるであろう本人は見えないがそのうんざり顔は目に浮かぶようだった。

（ランドルフが、もてている……）

　彼の斜め前の席で、セシリアはその様子をひっそりと眺める。

　自分と親しくしてくれていた友人たちもすっかりランドルフに興味がうつったようで、こうして休み時間のたびに徒党を組んで押しかけている。

　彼女達の質問は嫌でも耳に入るのだが、返答は一度も聞こえてきたことがない。おそらくだんまりを決め込んでいるのだろう。

「セシリア、ちょっといいかい。聞きたいことがあって」

　聞かれたことくらい答えてあげればいいのに、とやきもきしていたところに話しかけてきたのは、二人組の男子生徒だった。

「座学、得意だろ？　ちょっと聞きたいことがあって」

「えっ、本当？　なんでも聞いて！」

「良かった。いつも女子に囲まれてるから話しかけにくくてさ」

「まあ、そうだったの。ごめんなさい。私にわかることだったらなんでも教えるわ」

　さあさあ！　と目を輝かせるセシリアだが、彼らの手には教本も羽ペンもない。

「放課後、寮を抜け出せないか？」

「どうして？　質問があるならすぐ答えられるわ」

「時間がかかりそうなんだよなあ。たとえば旧校舎とかに来られないかな」

「放課後は寮の規定があるから外に出られないわ。それに、旧校舎なんて薄暗くて文字が見えないし……」

「どうしても聞きたいことがあるんだよ。なっ」

「でも……」

　男子たちが意味ありげな目配せをしていることにセシリアは気づかなかった。

　どうしてもというなら少しだけ寮を抜け出してもいいだろうか。考えているとダンと鈍い音が響く。いつの間にか背後に立っていたランドルフが、机の天板を叩いた音だった。その迫力に男子生徒二人は肩をびくつかせる。

「旧校舎なら明かりが必要だなあ。俺が行ってやろうか。火なら任せろ。消し炭一つ残らねえくらいの威力を出せる」

「け、結構です」

「セシリア、忘れて！」

　ランドルフに気圧されて二人はそそくさと教室を出て行った。

「あんな誘い、さっさと断れ」

　不機嫌な声音につられて上を向けば、ランドルフと目が合った。

「あの、ありが……」

「ランドルフ様、お話ししましょうよ～」

「ちっ」

　先ほどまで彼を取り囲んでいた女生徒たちから黄色い声が飛ぶ。うっとうしそうに首を振ると、ランドルフはさっさと教室前方の扉から出て行った。

「お礼……」

　取り残されたセシリアはぽつりとつぶやく。

（もうそのくらいもゆっくり言えなくなっちゃったのね）

　彼がまわりから受け入れられることは喜ばしいことのはずなのに、なぜだか心が少しだけ陰った。

　珍しく夜中に目が覚めたのも、そんな気持ちのせいだろうか。

　女子寮の自室で、目をしばたたかせたセシリアは、まだ外が真っ暗なことに気づいた。すぐにまぶたを閉じてみるけれど、妙に目が冴えて寝付けそうにない。

　今宵は満月だ。窓から差しこむ白い光がまぶしく感じる。

　セシリアはベッドを抜け出すと、ナイトドレスの上からガウンを羽織ってそっと部屋を抜け出した。

　ひやりとした空気を感じながら、渡り廊下を抜けて中庭に出る。外の空気を吸えば少しは気分が変わるかと思ったのだ。

　頬を撫でる風を感じていると、庭の茂みががさりと動いた。

「だ、誰？」

　風ではなく明らかになにかの揺らした音だった。

　身体を硬くしていると、茂みは更にがさがさと大きく動く。

「……なにしてんだよ」

「ラ、ランドルフ？」

　顔をのぞかせたのは全く予想していなかった人物だった。

「あなたこそなにしてるのよ」

「別に」

「あのね、女子寮は男子禁制なの。入ってきちゃだめじゃない」

　ランドルフは答えることなく、セシリアに視線をやるとすぐにそらしてしまう。

「お前いつもそんな格好してんのか」

「そんな格好って？」

　自分の姿を見下ろすと、筋張った手が厚手のガウンの前をかき合わせた。

「無防備だって言ってんだよ」

「でも女の子しかいないし……」

　そのとき彼が手にしているものが目に入った。

「これ……」

　くしゃりと皺が寄っているが、それはシルクの靴下だった。オーダーメイドで作ってもらったので、イニシャルの刺繍が入っている。

「私の……」

　ランドルフはますます苦い顔をする。

「もしかして……私の靴下が欲しくて、寮へ入ったの？」

「ちげえよ！」

　きょとんとするセシリアに、ランドルフは大きくため息をつく。

「盗もうと計画してる奴らがいたんだよ。昼間お前に話しかけてきてた二人」

「えっ」

「だから無防備だって言ったんだ。もの盗まれるだけならまだしも、今みたいな格好で鉢合わせしてたら、なにされたかわかったもんじゃねえぞ」

「それで、取り返してくれたの？」

「まあな」

「ありがとう」

　ぱっと笑顔になると、ランドルフは顔を背けた。白い月明かりに照らされた横顔は赤く染まっている。

「二人はどうしてるの？　逃げた？」

「全裸で吊してある。男子寮の屋根に」

「ええ……ちょっとやりすぎじゃない？」

「いいんだよ。そのぐらいやらねえとまた入るだろ」

「ランドルフがそんなに女子寮のこと気に掛けてくれてたなんて知らなかった」

「女子寮のっていうか……」

　ランドルフはくしゃくしゃと髪をかき乱す。

「お前だから……」

「え？」

「なんでもねえよ。ほら」

　ずい、と目の前に靴下を突きつけられる。だが、受け取ろうとした瞬間にひょいと取り上げられてしまった。

「どうしたの？」

「知らねえけど、なんか……」

　ランドルフは忌々しげにそれを睨みつけたあと、いきなり犬歯で薄い絹地を引き裂いた。

「なんか、むかつくんだよ。お前、これ履くだろ？」

「そりゃあまあ……」

「履くなよ、こんな、他の男が触ったもの！」

　切羽詰まった声だった。呆気にとられたあと、セシリアは思わず吹き出す。

　必死の訴えと、ビリビリの靴下を握りしめるランドルフがなんだかちぐはぐでおかしかった。

「なっ」

「ご、ごめん。でも、なんだか……嬉しくって」

　不思議だった。昼間から続くもやもやとしていた気持ちが晴れていく。

「嬉しいってなんだよ」

「もしかして、嫉妬してくれたのかなって」

「……うるせえな」

　それきり彼はばつが悪そうに顔をそむけてしまった。

「ランドルフ、ありがとう」

「なにが」

「昼間、ちゃんとお礼を言えてなかったと思って。あのときも助けてくれてありがとう」

　やっと伝えられた言葉に、彼は「おう」とぶっきらぼうに応じる。──今なら誰にも邪魔されることはない。

　彼との心の距離がまた一つ縮まったように感じて、

「……ランドルフの魔紋、見てみたい」

　そんな言葉が口をついて出た。

　魔紋にはその人物の個人情報が詰まっている。力の大きさも、形によっておおまかな出自までわかることもある。だから自らひけらかすことはない。

　ランドルフが三つ紋だというのも噂だけで、実際には誰も見たことがないはずだ。

（三つ紋かどうかなんてどうでもいいけれど──）

　親しい人しか見ることのできないその印を、見たいと思ってしまったのだ。

　独占欲の塊みたいなことを言ってしまった。気づいて、慌てて首をぶんぶん振る。

「む、無理にとは言わないわ！　大切なものだし」

　だがランドルフは無言でシャツのボタンを外していく。

　躊躇のない行動にセシリアはさらに焦る。

「えっ、ちょっ、待って！　ごめんなさいっ、まさかそんなところにあると思わなくて──」

「ん」

　慌てふためくセシリアを意に介さず、シャツを芝生に脱ぎ捨てると、ランドルフは後ろを向く。

　眼前に現れた光景にセシリアは息をのんだ。

（なんて綺麗なの……）

　紋の形は人によって違う。

　魔力が大きくなるほど複雑な形が浮かび上がるというのが俗説だが、ランドルフのそれはいままで見たどの紋より繊細な形だった。

　左の肩甲骨のあたりに、夜闇に溶けるような黒い魚が三匹、輪になって泳いでいる。ひらめく長い尾に、跳ね散る水しぶきの一つ一つまで躍動感に溢れている。

　まるで今にも動き出しそうなほど生き生きとした精緻な紋だった。

　月に向かい合っていた彼が振り返る。輪郭が白く縁取られて、その姿すら美しい。

「どうだ。あったか？」

「すごく、綺麗な紋なのね」

「そんなところにあるから自分じゃよく見たことねえんだよ。なんの形だ」

「魚の形よ。三匹がお互いを追いかけるように輪になって泳いでるの」

　三つ紋が魔紋の完成形と言われる理由がよく分かる。三匹いないと輪は完成しないのだ。

「魚かよ。弱そうだな」

「真逆よ。こんな生命力に溢れた紋、はじめて見た……」

　教本で見たことがあるのは、花びらや炎の形だった。だがどれもここまで動きのある紋ではない。

「あなた、やっぱりすごい魔力の持ち主なのよ！」

「じゃ、聖魔導士になれそうか？」

「当たり前じゃない！」

　胸を張ると、ランドルフがおかしそうに背中を揺らす。

　はにかんだような笑みに、心臓が高鳴るのを感じる。

　気づけば、彼の魔紋にそっと指を沿わせていた。

「冷てえ」

「ごっ、ごめん！」

　家族だって軽々しく触れてはいけないものだ。慌てて手を引っ込めると、ランドルフは触れられたところを確認するように目を眇める。

「ああ、そこにいんのか。魚」

「うん……」

「どれ？　ちゃんと教えてくれよ」

「いいの？」

　そこに触れることを、許してくれるのだろうか。

　震える指先をさまよわせていると、早くしろとでもいいたげにランドルフが少しかがんでみせる。

「こ、ここ。それからこことここに一匹ずつ。追いかけっこするみたいに泳いでるわ」

「へえ」

「本当に知らなかったのね」

「当たり前だろ。こんなもん他の奴に見せねえんだから……なに笑ってんだ」

「ううん」

（だってそれって、私以外に見せたことないってことじゃない）

　自分だけは特別。そう言ってもらえたようで、心の中が温かいもので満たされていく。

「お前のも見せろよ」

「私のは小さくて恥ずかしいから……」

　セシリアの紋は足の裏にある。微かな魔力を示すようにしおれた小さな蕾の形で、生命力なんてかけらもない。

「私も魚が良かったな。ランドルフみたいな綺麗なの」

　自分の身体のどこかに、あの闇色の魚が鱗をきらめかせ、水しぶきを上げながら泳いでいたら、とても素敵だと思うのだ。

「そんな素敵な魔法を持ってるってどんな感じ？」

「別に普通だよ。でもそうだな……俺が聖魔導士になったらどんな世界が見えるか教えてやるから。そしたら少しは魔力の強いやつのことがわかるかもな」

「期待してる」

　ふと、この夜がずっと続けばいいと思った。

　この庭だけ時がとまって、穏やかな時間が永遠になればいいと。

　けれど夜は明け、朝が来てしまう。セシリアの父が失脚した知らせが学園に届いたのは翌日のことだった。
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　教室に入ると生徒達が不自然に静まり、彼らの視線がこちらに集中する。

　遠慮のない視線がざくざくと突き刺さり、セシリアは思わず後ずさりした。

　──異物を見る目だ。

　なぜここにお前がいる。ふさわしくない。

　今まで隠されていた本音がそのまま投げつけられる。

　セシリアはたまらず、元来た廊下を走って引き返した。

（ここに来るの久しぶりね）

　しばらくはランドルフの定位置になっていたガゼボに走り込むと、長椅子に腰を落ち着かせた。持っていた本を開いて目で追うけれど、内容は全く頭に入ってこなかった。

　父親である、ケネス・アルダーソンは多額の不正献金を受け取っていた。

　そのことが明るみになり、ケネスは財務大臣としての地位を失った。そればかりか、爵位を剥奪されることとなった。

　ゴシップ通の生徒がもたらしたこの知らせにより、教室の空気は一変した。

　誰もセシリアに対する感情を取り繕わなくなった。今や魔力の弱い平民となり、他の生徒が当てにしていた上院へのコネクションも望めない。自然と周りからは人が離れていった。

（場違いなのは最初からわかりきっていることじゃない）

　今までどおり振る舞えばいいだけだ。そう思うけれど、身体に突き刺さってくるようなあの冷たい視線を思い出すと足がすくんだ。

　本の文字をなぞる指が震えていることに気づき、ぎゅっと拳を握ったとき、手元に影がかかった。

「入っていいか、なんて聞くから断られる」

　ずかずかと遠慮なしにガゼボへ入ってきたのはランドルフだった。

「断ったりしないけれど……どうしたの」

「用がないのに来たら悪いのかよ。元々は俺の場所だ」

「みんなの場所よ」

　不遜な物言いにセシリアは思わずくすりと笑う。

「いいの？　私と一緒にいて」

「なにがだよ」

「だってせっかくお友達が増えたのに」

　ランドルフはクラスで居場所を見つけたのだ。自分といることでまた遠巻きにされたらと思って暗い気持ちになる。

「お前こそ、やっとうるさい取り巻きがいなくなったな」

「だから取り巻きじゃ……」

「なあ、学園やめんのか」

　その言葉に弱々しく首を振る。

「やめない。お父様が、もう卒業までの授業料を払っているから」

　けれど、迷っていた。

　ここにいてもしょうがない。魔法のほとんど使えないセシリアがこの学園を卒業したところで、将来に繋がるわけではないのは明白だった。

　もう貴族ではないのだ。卒業すれば働きに出ることになる。だったら一刻も早いほうがいいのではないだろうか──。

「良かった」

　ランドルフがほっとしたようにつぶやいて笑顔を見せた。

（でもランドルフと過ごせる学園生活は今しかない）

　気持ちはさらに揺らぐ。

「いいのかな。私、ここにいて」

「当たり前だろ、金払ってんだから。最後までいろよ」

「……そうだね」

「これでお前もやっと勉強に集中できるだろ。うるさい奴らがいなくなって」

「うるさいなんて……」

「うるさいだろ。休み時間になると集まってぎゃーぎゃー騒ぎやがって。俺の好きな食べ物なんか聞いてどうする」

「……ありがとう。ランドルフ」

　どんなにクラスで爪弾きにされていようと、セシリアが卒業までこの学園で耐えることができたのは、ランドルフが変わらぬ態度で接してくれていたからだった。

　そうして、セシリアの三年間の学園生活は過ぎていった。
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「花火あがってしまいましたね」

　遠くに聞こえる火薬の弾ける音に、侍女が気遣わしげな声をかけてくる。

　馬車に揺られながら、セシリアもぼんやりとその音を聞いていた。

「卒業式に出なくて本当によろしかったのですか？」

「いいのよ、もう」

　学園の講堂では今日、同級生達が卒業式を迎えている。

　花火が上がったということは、もう式も終わったのだろう。

　二週間程前から、セシリアは学園を休んで実家に帰っていた。生まれ育った王都の屋敷を売りに出す、その準備のためだ。父が糾弾された不正献金の賠償金は今までの蓄えだけではどうにもならない金額になっていた。これからは田舎の小さな部屋を借りて、新しく生活を始めるのだ。

「あなたともお別れね。ごめんなさい、最後がこんな終わりで」

「いいえ、お嬢さま……」

　昔から仕えてくれていた侍女が言葉を詰まらせる。

　目的地についたらしく、馬車がとまった。

「学園の方につけなくてよろしいのですか」

　降りていくセシリアに侍女は不安そうだ。

「ええ。少しこちらに用があるだけだから。じゃあ、さよなら」

　顔を見ていると別れがつらくなりそうで、スカートを翻して小走りで建物へ向かった。

　後ろで馬車が動き出す音がする。お抱えの馬車も世話を焼いてくれる侍女ももういない。貴族の生活が終わりを告げる。

　セシリアは静まりかえった建物を見あげた。

　王立セントラル魔法学園の男子寮は校舎とよく似たレンガ造りの建物だった。

　案の定、中は静まりかえっている。

　卒業式のあとはそのまま講堂でパーティーが開かれる。式よりそちらを楽しみにしている生徒の方が多いのだ。だから誰もいないと踏んでいた。──彼を除いては。

　セシリアは階段を駆け上がる。

　本当は戻って来る必要なんてなかった。二週間前にやめてしまって、そこから新しい生活を送っても良かった。

　けれど、最後に一度会いたかった。

　ランドルフの部屋は最上階の一番北側だ。一人部屋なので少し小さいが、二人部屋になるよりよほどマシだと以前彼が話していた。

　ドアをノックすると、いぶかしげな表情のランドルフが顔をのぞかせる。

「おまっ、セシリア!?」

「入ってもいい？」

　驚きの表情のまま、ランドルフはセシリアを中へ迎え入れる。

　彼の部屋にはほとんど物がなかった。マットがむき出しのベッドに、作り付けのランプが置かれたテーブル。教本を入れていたであろう棚も綺麗に片付けられている。

「……来るって先に言っとけよ。茶も出せない」

「ごめんね、突然来て」

　明日で寮も出て行くのだ。引っ越しの準備がすっかり済んだ部屋はもの寂しい。だが、家具の他にあるものは床に置かれた小さなボストンバッグ一つなので、彼の私物は元々かなり少ないらしかった。

「ずっと休んでどうしたんだよ。やめたのかと思った」

「ちょっと家のことで色々あって」

　本当なら卒業までの最後の時間、彼と過ごしたかった。気持ちが揺らぎそうで、ランドルフには何も言わずに休みを取ったのだ。

「大変だったな」

　気遣う言葉に、喉に熱いものがこみ上げてくる。

　──本当に、今日で最後なんだ。

「っ、ごめ……っ」

　じわりと視界が滲んで涙を拭っていると、戸惑いがちにランドルフの手が頭を撫でる。

「いい。泣けよ。気ぃ済むまで」

「……っ」

「よく頑張ったよ、お前」

　最後は笑顔で話そうって思っていたのに。

　涙が溢れて止まらなかった。

　ランドルフは卒業後、魔法院の下級魔導士として働くことが決まっている。学園の皆が憧れるエリートコースを勝ち取ったのだ。

「卒業式にもいねえから、もう戻ってこないのかと思ってた」

「そのつもりだったんだけど、最後にもう一度だけ……来たかったから」

　会いたかったから、とは言えなかった。

　この学園を出たら最後、ランドルフは雲の上のような存在になってしまう。

　財務大臣の娘として、もしくは伯爵令嬢としてなら接点もあっただろうが、平民となったセシリアにはもう彼と会うすべはなくなる。

　だから、ランドルフを目に焼き付けておこうと思った。

　何年先も、ずっと忘れないように。まぶたを閉じればすぐに会えるように。

　艶やかで濡れたような黒髪とか、つり目がちの瞳だとか。だらしなく着崩したシャツからはいつも厚い胸板がのぞいていたこととか。

　──頭を撫でてくれる手がとても優しいこととか。

「卒業したらしばらくは世間とおさらばだ」

「寮と仕事場を行き来するんだもんね。みっちり絞られて」

　この学生寮を出たあとも、魔法院の元に置かれた寮生活が待っている。その厳しさに脱落する卒業生も多いと聞いていた。

「ランドルフなら大丈夫だよ、きっと」

「……大丈夫な気がしねえ。朝は早えし、酒場にも行けねえ」

「ちょっとの我慢だってば」

「お前にも、会えない」

　節くれ立った指がそっとセシリアの髪を耳にかけた。

（ランドルフも、寂しいって思ってた？　会いたいのは私だけだと……）

　彼の顔が近づいてきて、思わず目をつぶった。

「……して、いいか」

　聞かれてはじめて、自分が相手のなにもかもを受け入れるつもりだったことに気づいた。

　目を薄く開くとランドルフは真剣なまなざしを向けていた。

「……悪い」

「待って」

　返事がないのを拒否されたと受け取ったのか、ランドルフが離れていく。とっさに彼のシャツを掴んでいた。

「どうした」

「い、いい。……いいよ、して」

　ランドルフが迷うように視線をさまよわせた。

　その逡巡に彼の優しさを感じて、胸が切なく高鳴る。

　学園の誰もこんなランドルフを知らない。

　一匹狼で粗野に振る舞う彼が、欲しいものは力尽くでも奪っていきそうな彼が、自分を大切に扱ってくれることを。

（そんなところが、好き。大好き）

　また薄ら涙が滲んだ。

　認めるのがつらくて、気づかないふりをしていたけれど、本当は彼のことが心から愛しい。──決して、その気持ちを伝えるつもりはないけれど。

　それでも、彼のぬくもりを本能が求めている。ランドルフに触れたくてたまらない。

「ランドルフ」

　背筋を伸ばして、自分の唇を押しつけた。一瞬触れ合っただけのキスだったけれど、ふいを突かれたランドルフは一拍遅れて顔を赤く染める。

「馬鹿、おま……こういうのは……」

「こういうのは、なに？」

「もっとちゃんとするだろ、はじめては」

　熱を帯びた瞳が近づいてきて、今度は目を閉じる間もなく、唇が相手のそれで塞がれる。

（熱い……）

　柔らかなものが角度を変えて何度も押しつけられる。

「セシリア」

　濡れた声で囁かれて、同時にベッドへ押し倒された。

　唇を割るように舌がそこをなぞる。

　受け入れるようにそっと口をひらくと、まるで別の生き物のような熱くぬめるものが口内へと侵入してくる。

　ランドルフの舌が自分のそれと絡み合い、歯列をなぞっていく。

　背筋をぞくぞくとしたものが駆け上がって、思わず彼の広い背中にしがみついた。

「なんか、身体が変……」

「痛いか？」

「そうじゃなくて……」

　言いよどむと、今度は首筋に緩く歯を立てられた。

「っ、ひあっ」

　知らないうちに肌は敏感になっていて、ほんのちょっとの刺激にも大げさに反応してしまう。

「声、我慢しなくていい。どうせ誰もいない」

　そう言われたって恥ずかしい。

　誰もいないということは、他になにも物音がしないということだ。広い寮内で自分の嬌声だけが響くことを考えて身体の熱が上がった。

　ちり、とわずかな痛みとともにランドルフが鎖骨に唇を寄せた。

　気づけば、ワンピースのボタンが外され前がくつろげられている。

　下着をずらされると柔らかな膨らみがまろびでて外気に晒された。

　ランドルフの大きく熱い手がそこへそっと触れる。

「あ……」

　白い膨らみをやわやわと揉まれているうちに、先端は赤く色づいて、つんと尖る。

「綺麗な色だ」

「ぁん……っ」

　硬くなった飾りをきゅっと摘ままれて、思わず声が出た。

　甘い声に恥ずかしくなってセシリアはきつく唇を噛む。

「噛むな。傷つくから」

　口づけを落とされて、下唇に舌を這わされる。じっとりなぞるように舐められ、そこを噛んでいた力が緩んだとき、再び胸の飾りを摘まみ上げられた。

「んっ、ふ……ぅ」

　甘い声は、今度はランドルフに飲み込まれてくぐもったものになる。

　ランドルフは口づけをやめると、摘まんでいるのと反対側の飾りをそっと口に含んだ。

「やっ、それだ、め……っ」

　乳暈の縁をじっとりなぞるように舐め上げられたかと思うと、主張している尖りを押しつぶすように舌を押しつけられる。そのまま白い丘へ埋めるように赤い突起を嬲られる。

「あんっ、や……ぁ」

　一方は舌でじっくりと舐められ、油断するともう一方の飾りを摘ままれ、電撃のようにぴりぴりとした刺激が身体に走る。

（熱い……おかしくなっちゃう……）

　お腹の奥でなにかが渦巻いている。じっとしているとまるでどこかへ飛んでいきそうな錯覚に陥り、セシリアは足の指に力を入れ、シーツを掴んだ。

「こっちも……」

　ランドルフが今度はスカートをたくし上げる。あっという間に足を割り開くと、下着の上からそっと秘裂に触れた。

　ぴたりと閉じたそこをなぞられると、湿った布が張りつく感覚があった。

「濡れてるな」

　ランドルフが安堵したようにつぶやき、下着を足から抜き去る。

　水分を含んだ布地が傍らに置かれているのを見て、布の色が変わるほどそこを濡らしていたことに気づいた。

「痛かったら、言えよ」

「ん……」

　節くれ立った指が第一関節ほどまで中に埋められると、少しずつそこを開くように上下する。

　湿った水音が鳴るたびに、お腹の奥がまた熱く疼いた。

「っ、はぁ……なんか、へん……っ」

「そのまま感じてろ」

　指は少しずつ奥へ進んでいき、セシリアの中に飲み込まれていく。

　中で指を鉤のように折り曲げられた感覚があった。お腹側をランドルフの指の腹が押している。

　はじめは探るようにこつこつと軽く叩いていたが、ある一点を掠めた時にセシリアの身体が跳ねた。

「っ、あぁっ……！」

「ここか？」

　同じところを何度も優しく押し上げられる。全身からぶわっと汗が噴き出して、セシリアは悩ましげに首を振った。

「な、なんかっ、だめ……っ、へんなの……」

　お腹の奥の熱いものがまた大きくなって全身を支配していく。

　ずくずくと身体中が疼いて苦しいぐらいだ。けれど、熱の発散の仕方がわからなくて、もどかしい。

「これは？」

　ランドルフのもう一方の手は、秘裂から溢れる蜜を掬い上げると、隠れていた秘玉に触れる。

「やあ……っ！」

　刺激が身体中を駆け巡った。

　硬くなって存在を主張していた芽を、円を描くように優しく触れられる。軽く触れられているだけなのに、刺激はさっきまでと比べものにならない。

「こっちだったらイけるか？」

「わ、かんな……っ、ああっ……」

　身体がどんどん熱くなっていく。勝手に高みに上らされていくような感覚に、セシリアはわけも分からずランドルフのシャツを握りしめた。

「あ、あ、あぁ……っ、だめえぇっ！」

　快感が頂点に達して、視界が白む。

　背中を大きくのけぞらせ、セシリアは足をピンと張ったまま身体を痙攣させた。

「っ、はぁ……っ、はぁ……」

　くたりとベッドに身体を沈めるセシリアをランドルフは愛おしげに目を細めて見つめる。

「イったな」

「え……？」

「綺麗だった」

　再びカッと身体が熱を帯びる。

　その言葉の破壊力で、また頂点へ上り詰められそうだった。

　ランドルフは着ていたシャツを性急に脱ぎ捨て、スラックスの前をくつろげる。

　ずらされた彼の下着からは鎌首をもたげた肉塊が頭をのぞかせる。はじめてみる男性の象徴を、ついじっと見つめてしまう。赤黒く膨れたそれは、グロテスクな形をしていた。

「怖いか？」

　聞かれてすぐに首を横に振った。

　禍々しい形をしているけれど、ランドルフの身体の一部だと思ったら恐怖なんて感じなかった。

　こめかみからつたう汗を拭うこともしない必死な彼を見ていたら、胸がきゅうっと締め付けられる。

「……いいか？」

　ランドルフは膨れ上がった欲望に手を添えると、そっとセシリアの秘部に押し当てる。

　耐えるのもきっと大変なのだろう。彼の汗がセシリアの胸元にぽたりと落ちる。それでもこちらの身体を気遣ってくれることに心が満たされていく。

　セシリアはこくんと頷いた。

「いいよ」

　ぐっ、と力が入り、隘路に赤黒い肉が侵入してくる。

　はじめて受け入れる質量に、身体がきしんだ。

「っ……！」

「セシ──」

　顔をしかめるのを見てランドルフは一度前へ進むのをやめる。彼の腰が引いて行きそうなのを感じて、思わず背中に回した腕の力を強めた。

「やめな、で……」

「……わかった」

　再び、狭い蜜路が割り開かれていく。

　熱い異物に身体は悲鳴を上げているが、セシリアは唇を引き結んでそれに耐えた。

「っ、全部入った」

　合図するように、奥にこつんと肉の先が当たった。

　痛みと熱さでじんじんと痺れる秘所に、確かに彼の存在を感じる。

　セシリアの視界がじわりと滲んだ。

「痛むか？」

　気遣わしげに顔をのぞき込んでくるランドルフに、微笑んで返した。

「違うの」

　──愛しい。

　痛みよりもなによりも、その感情で胸がいっぱいになる。

　最後に、彼の熱を感じることができた。自分のことを欲してくれた。そんなランドルフの全てが愛おしい。

「ランドルフ、もっと……」

　もっと、熱を感じさせて欲しい。この先ずっと忘れないように。なにがあっても今日のことを一番に思い出せるように。

　この身体に刻みつけてほしい。

　ランドルフを抱き寄せ、互いの胸をピタリと密着させる。

　汗ばんだ肌のむこうで、とくとくと心臓の鼓動を感じた。

「動くぞ」

　ランドルフは少しだけ腰をひくと、また奥にこつりと当てた。

「ん……」

　彼の欲望の大きさになじんできたそこは、もう痛みは感じなかった。

　今度は抜けそうなほど大きく腰を引くと、再び奥へ打ち付ける。

「あぁ……っ」

　セシリアの中でまた新しい快楽の火種がついた。それは奥へ肉の切っ先が突き当てられるたび、どんどん大きくなっていく。

「セシリアっ、セシリア──っ」

　ランドルフが欲で掠れた声を出す。余裕なく紡がれる自分の名前に、快感の火とはまた違う熱さがセシリアの中に生まれた。

　彼が自分を欲しがっている。名前を呼ばれるだけで、それが痛いほど伝わってくる。

　だから、全てをあげたくなってしまう。

「セシリア……っく！」

　引き絞るように名を呼ばれ、がつりと最奥を突き上げられる。

　彼の欲望が中で波打っているのを感じた。熱いものが腹の中に広がっていく。

　大きく息をつくとランドルフがそのまま覆い被さってきつく抱きしめられた。

「幸せにする」

　耳元で囁かれて、しばらくすると聞こえてきたのは規則的な彼の寝息だった。

「もう幸せだよ……」

　身体中をランドルフで満たしてくれたから。自分をこんなにも求めてくれたから。

　この瞬間、世界で一番幸せだった。

　広い背中に手を回し、満たされたような彼の寝顔に多幸感でいっぱいになる。

　けれど、ずっとこうしてはいられない。

　セシリアはそっと彼の下から抜け出した。

　身体を清め、乱れていた着衣を直す。その頃にはもうすっかり身体の熱は冷めていて、なにもない部屋特有の寒々しい空気に、つんと鼻の奥が痛くなった。

「セシリア……」

　つぶやかれた名前に慌てて振り返る。ランドルフは壁の方を向いて眠っていた。寝言だったらしい。セシリアはほっと息をつく。

（これで最後なんだ……）

　彼の横顔をのぞき込む。こんなに近くでランドルフを見られることはもう二度とないだろう。

　相変わらず整った顔は、安心したように眠っている。長いまつげが寝息に合わせて震えていた。

「だいす──」

　大好きよ、と。ふいに口に出しそうになった言葉を飲み込んだ。気持ちは伝えない。そう決めていたから。たとえ彼が聞いていなくても、そうするのが自分のけじめだ。

「……元気で」

　別れの言葉はそっけないものになった。

　部屋を出る直前、最後にもう一度振り返る。

　我ながら未練がましいと少し笑ってしまう。

　綺麗に筋肉の付いた背中が呼吸に合わせて上下している。ふとその姿に強烈な違和感を感じたけれど、これ以上ここにとどまっていると出て行く決心が揺らぎそうで、そっと部屋を出た。

　専用の馬車はもうないから、通りに出て辻馬車を拾わないといけない。

「大丈夫。できるわ」

　これから先、がらりと生活は変わってしまうけれど、ランドルフに愛された思い出があればきっとやっていける。セシリアは力強く走り出した。今から荷物を抱えて引っ越しをしないといけないし、働き先も探さないといけない。泣いている暇なんてないのだ。

　だから、セシリアが自分の身体の異変に気づいたのは田舎の新しい家についたその日だった。卒業式の日から実に三日は経っている。

　やっとじっくり身体を清める時間がとれ、湯を含ませた布で拭いていた時。

　右の内腿に黒いものがある。目の端に映ったそれに、はじめは痣でもできたのかと思った。改めて見てみると、そこには一匹の黒い魚が描かれていた。

「……は？」

　脱衣所で間抜けな声を上げる。

　見間違いだと思ったのだ。そんなことがあるはずないと。だが何度見てもそこにあったのはランドルフの背中にあった魚の魔紋だった。

　そこで、思い出す。

　別れ際、彼の背に違和感を覚えたことを。

（あのときランドルフの魔紋は二つだった……）

　輪になって泳いでいるはずの魚が一匹いなかった。他の感情で頭がいっぱいで、そのことに気づかなかったけれど。

　こんな珍しい魔紋、他にあるはずもない。つまり、自分の腿に刻まれた魚はランドルフのもので。

「私、ランドルフの魔紋を奪った……ってこと？」

　セシリアは服を着るのも忘れて呆然とつぶやいた。








二章　没落令嬢の望まぬ再会









　ブリキのバケツに雑巾、それから長柄のモップ。与えられたお決まりの道具を持って、いつもの集合場所へ向かう。

　毎日着ているはずのお仕着せが重く感じる。紺色のワンピースも白いエプロンも変わりないはずなのに。

　アーチ状の窓からは気持ちのいい朝日が差しこんでいるけれど、まるで戦場に赴くような暗い気持ちだった。

　セシリアは二年前からこの聖魔導士邸でメイドとして働いている。

　学園を卒業した後、しばらくは住み込みのガヴァネスとして貴族の屋敷で働いていたのだが、やっとこの仕事の求人にありつくことができたのだ。

　働くのはここでないと──歴代の聖魔導士が居住すると決まっているこの屋敷でないとだめだった。

　全てはランドルフともう一度会うという目的のために。

　どんなに早起きさせられても、一晩でお皿を千枚拭き上げなければいけないときでも弱音をはいたことはなかったけれど、今はじめて心が折れそうだった。

　朝の掃除の集合場所である中央階段の下には同僚のメイドがもうすでに集まっている。皆おそろいのお仕着せに、同じ道具を持ち寄っていた。

　その中の一人がこちらに気がつく。

「なにやってんのよ、とろいわね」

　赤毛のボブを揺らし、険しい視線を向けてくるのはミランダだ。その隣にはブルネットでポニーテールのカーラもいる。メイドは三人一組のチームで掃除を担当するが、セシリアと同じチームなのがこの二人だった。

「ごめん、遅れちゃって」

　集合時間には間に合っているが、わざわざ口答えしてさらに機嫌を悪くさせる必要もない。こういうときは笑顔で乗り切るに限る。

（よかった、いつも通りで）

　彼女たちの態度に棘があるのは今に始まったことではない。セシリアを無視して二人で話し込んでいるのを見るに、昨日の戴冠式のことは知れ渡ってはいないようだった。きっと箝口令がしかれたのだろう。噂好きのメイド達のことだ、そうでなきゃ話題は聖魔導士の発言の真意で持ちきりだったろう。──セシリアを娶ると言ったのは本当なのか、と。

　聖魔導士の戴冠式というおよそメイドには無縁な場にセシリアがいたのは、まったくの偶然だった。本来教会のシスターが八名、神父の周りで式の補助をするのだが、一人が直前に体調を崩してしまったのだ。

　あつらえられた衣装が体型に合っていないと、荘厳な雰囲気にも差し障る。そこで白羽の矢が立ったのがシスターと体型が似ているセシリアだった。

　一言も言葉を発してはいけないという注意はあったが、それ以外は特に難しいことも求められず、式は淡々と終わるはずだった。

　ランドルフがあんなことを言わなければ。

（聞き間違い……じゃないわよね）

　冠を払いのけたあげく、神聖な場であんな宣言をするなど、あり得ない所業である。

　──この女は俺が娶る。

　あの言葉が耳にこびりついている。脳裏には彼の勝ち誇ったような顔が思い出されて、おかげであまり眠れていない。

　いっそ夢なら良かったと何度思ったことか。

　しかしそう考えたのはセシリアだけではなかったらしい。あの出来事を知っているのは戴冠式にいた大臣達や神父、シスターだけ。内部の事情に詳しいもの達がそれを外に漏らしていない──つまり、なかったことにしようとしている。

　大きく一つ頷く。忘れよう、と気持ちを切り替える。

　あの場のお偉方がそう判断したなら従うことにやぶさかではない。

　なぜあんな暴挙に踏み切ったのかは定かではないが、彼だって、一夜経って己の行いを悔いているに決まっている。

　全員で見ない振りをするのだ。そうすればなかったことになる。

「セシリア、昨日どうだった？　新しい聖魔導士様は」

「えっ、ど、どうって……」

「戴冠式に出るなんてすごいじゃない。近くで見たランドルフ様はどうだったのよ」

　いつのまにか他のチームのメイド達が集まってきていた。好奇心できらきらと輝く瞳に囲まれてしまう。

「あんなに若い聖魔導士様なんてはじめてよね」

「まだチラリとしか見てないけど、容姿端麗な方だったわ」

「どこで見たのよ。ずるい！」

　あんなことはあったが対外的には無事に聖魔導士となったランドルフは今日からすでにこの邸に詰めている。

　邸の案内など詳しい話をしたのは大臣ばかりで、メイド達は運良くすれ違えたもの以外、彼の顔をまともに見ていないのだ。

「で、どうだったのよセシリア」

　メイド達の期待を込めた視線が一斉にこちらを向く。

「えっと……シスターの衣装は顔に布をかけるから、あんまり見えなくて……」

　曖昧に笑うと場の期待感がさっと引いて行くのがわかった。

「そうよねー。そういえばシスターって式典の時はそんな衣装だったかも」

「じろじろ見るわけにいかないものね」

（ごめんなさい、本当は結構見た……）

　薄い布越しなら、意外と周りの景色は見えるもので。

　──かっこよかった。

　本当はそう言いたい気持ちも少しだけある。

　五年ぶりに会った彼は、すっかり大人の男性になっていた。

　野性味溢れる美しさはそのままに、更に洗練された容姿には成熟した色気も漂っていた。

　昔から変わらない、誰にも媚びない瞳はまっすぐに自分を見つめていた。思い出して胸が高鳴る。

「そろそろ仕事をしないと。初日からこの邸のメイドはのろまだと思われたくないでしょう。みんな持ち場について」

　メイド長の一言でおしゃべりの輪が散っていく。セシリアはミランダ達と廊下の窓拭きに向かう。水の入ったバケツを魔法で浮かせながら運ぶミランダとカーラのあとを、セシリアだけは手で抱えて運んでいく。

「遅いんだけど！」

　カーラが忌々しげにこちらへ吐き捨てると、彼女の集中が途切れたのかバケツが揺らいだ。飛び散った水しぶきは気づかれないようにモップでさっと拭いておく。

（ひどい精度の魔法……）

　それでも、自分よりはましなのだ。バケツの水をこぼさないように運ぶことはセシリアにだってできるけれど、天井まである窓を拭き上げるのはどうしたって魔法が必要だ。それができないセシリアはこのチームのお荷物。人手が足りないチームを組まされた彼女たちの苛立ちもわかる。

　卒業してから五年間、セシリアの右の内腿にはずっと黒い魚の魔紋がある。

　だがランドルフの魔力を使えるようになったわけではなかった。身体にはなんの変化も訪れず、相変わらずこうして不便な生活を送っている。

　魔力を魔法に変える器官は普通、胎児のときから力に応じて成形される。

　紋がある以上、その魔力はセシリアの体内にあるはずだが、元々微弱な魔力しか持ち合わせていないセシリアには、それを使いこなすだけの身体機能が備わっていない。だからいくら大きな力を手に入れても、それを魔法として変換することができないのだ。

（私のことはまあどうでもいいんだけど……）

　ランドルフはどうしていたのだろう。突出した魔力は彼の最大の強みだったはずだ。五年間苦労することはなかったのだろうか。

　そんなことを考えながら自分の届く範囲の窓を拭いていると、手元にべしゃりと雑巾が落ちてくる。

「あら、失礼。ずっと集中して魔法を使うっていうのも大変で」

　どうやら窓の上部を拭いていたカーラの雑巾らしい。さっきから魔法で適当に窓を拭きつつおしゃべりに興じていたのは気づいていた。集中が切れたのもおおかた雑談に熱中しすぎたのだろう。

「ちょうどいいじゃない。セシリアに洗ってもらいましょ。そのくらいなら魔法がへっぽこでもできるでしょ」

　ミランダの提案に揃ってくすくすと笑っている。

　バケツの水は冷たいが、なんとか固く絞って渡すと、こんなびしょびしょの雑巾受け取れないとやり直しを命じられた。

　二人はわざわざ水に手をひたさなくても、魔法で雑巾絞りくらいできるのだ。無意味な嫌がらせだとは思うが、反抗するとさらにエスカレートすることはわかっている。

　こんな調子で時間内に掃除は終わるだろうかと遠い目をしたとき、ドタドタと廊下を駆けてくる足音がした。

　ずいぶん重い音に三人してそちらを向くと、血相を変えた大臣が走ってくる。

「セシっ、セシリアというメイドはいるかっ」

　恰幅のいい大臣が禿げ上がった頭から汗をだらだらと流し、肩で息をしている。ただ事でないのが一目で分かった。

「あの、セシリアは私ですが」

「そうか、おまえ──ぅぐっ」

　大臣の顔は一瞬安堵したあと、苦悶に歪む。襟元に手をやって、酸素を求めるようにあえいでいる。

「ど、どうされました!?」

「ぐ、ぐるじ……」

　見れば襟元のクラバットがきゅうきゅうと締め付けられている。もちろん大臣が自分でそうしているわけではない。誰かの魔法だ。

「誰か人を呼んで……」

「い、いいっ。それより、はやく、聖魔導士様の、部屋に、いけ」

　ランドルフの？　セシリアは首をひねる。

「お前が、いけば、ゆるまる」

　息も絶え絶えの大臣を助けるためには、言うことに従ったほうが良さそうだった。

　わけも分からぬまま、セシリアはランドルフの部屋へと向かった。




　聖魔導士の自室には城の北側にある塔の最上部が当てられていた。

　書斎や寝室、また家族と住む場合の私室など、居住のための空間は全てそこにある。

　先代の聖魔導士が住んでいたときも、本人の在否に関わらず、その塔だけはメイドたちのおしゃべりの声がなくなる。邸の中でも聖域のようなところだ。

　塔の最上部へたどり着いたセシリアはその異様な光景に息を飲んだ。

　緋毛氈が敷かれた廊下の最奥にランドルフの部屋があり、廊下の両端には鉄の燭台が作り付けられているのだが、手前側の半分ほどが壊れて、破片が床に散らばっていた。

　その惨状に恐る恐る歩みを進めると、セシリアのすぐ横にあった燭台が破裂した。

「ひっ」

　壁には傷一つついていない。燭台だけを狙って破壊したのだ。間違いなく魔法にしかできない技である。

　今度は反対側の燭台が割れて床には鉄の塊が粉々になって散らばった。

　つまり手前から順番に、一つずつ、燭台のみを破壊しているのだ。

　廊下にいるのはセシリア一人だけ。魔法の主は目視しないまま、正確に燭台を破壊している。

　それがどれだけ繊細なコントロールのいる高度な魔法なのか、セシリアにだってよくわかる。

　一体何が起こっているというのか。事態の異様さに気づいて全力疾走すると、扉に体当たりする勢いでノックをする。

「セシリア・アルダーソンです！　呼ばれて参りました！　開けてくだ──うわっ」

　内側から急に扉が開いて、セシリアはつんのめるようにして室内に迎え入れられた。

　中には左右にわかれて、ずらりと議会の重鎮達が揃っている。そうそうたる顔ぶれに、慌てて居住まいを正した。

　そして真正面、彼らの中心に構えているのがランドルフだった。

　大臣達を立たせて、ひとり肘掛けのついた背もたれの高い椅子に足を組んで座っている。

「燭台が半分、か。まあまあだな」

　ランドルフはつまらなそうにつぶやいた。

　呆気にとられていると、大臣達に向かって追い払うような仕草をする。

「もういい、二人で話す。出て行け」

　驚いたことに大臣達はおとなしく部屋を出て行った。ランドルフに恨みがましい視線を送るものや、セシリアをうさんくさそうに眺めていくものもいたが、議会を束ねる老獪な政治家たちが、聖魔導士とはいえ昨日就任したばかりの若造に、なにも言わずすごすごと引き下がるのが意外だった。

　最後の大臣が出て行って、重い扉が閉じられる。

　静まりかえった部屋に二人きりになった。

「さて、久しぶりだなセシリア」

　ぽかんと突っ立っていたセシリアは、はっとしてその場に両膝をつく。

「お久しぶりでございます」

「……なんの真似だ。顔を上げて立て」

「で、できません」

　平民が聖魔導士に謁見するときにはこうすると決まっている。

「お前を呼びに行かせた大臣の首はどうなっていた」

「どうとは……？」

「首が絞まってヒキガエルのような声でもあげているかと思ったんだがな」

「あっ、あれあなたが!?」

「お前を連れてくるように言ったら真っ先に反対した阿呆だ」

「お言葉ですが、用件を聞き入れなかっただけで首を絞めた、と……？」

「ただの用件じゃない。お前を呼べと言ったんだ。それをあいつは『二度と会うことはできない』などと言う。お前クビにされるところだったんだぞ」

　その可能性に気づいて、背筋がひやりとした。

　確かにあの一件を隠したいならセシリアのほうを消してしまえばいい。

　クビになるだけならまだしも、存在を消されることすらあり得る。議会がそういう冷酷さも持ち合わせていることくらいは知っていた。

「残ったもの達にも時間の大切さをわからせてやらないといけない。一分経つごとに燭台を割ってやったから、さぞ時間のありがたみを学べたことだろうよ」

　廊下の無残な様子はそういうことだったらしい。

　力でねじ伏せるようなやりかたで、大臣達は引かざるを得なくなったのだ。

（ランドルフ、なんだか性格が変わってない？）

　確かに学生の頃から傍若無人に振る舞うこともあった。それでもここまで私利私欲のために魔法を使う人ではなかったはずだ。セシリアの記憶の中の彼は、めちゃくちゃなところはあってもやっぱり優しかった。

　ちらりと上目遣いで盗み見ると、肘をついてこちらを見下ろしている彼と目が合った。

「なんだ。言いたいことがあるなら言ってみろ」

「……いいえ、私が申し上げることなど」

「つまらない女になったな、セシリア」

　大きなため息とともに吐き捨てられた言葉にチクリと胸が痛んだ。

　言いたいことはたくさんある。大臣にひどいことをしない、城の備品を壊さない、自分の意見が通らないからってかんしゃくを起こさない。どれも学生時代なら言えたことだ。あのときは対等だったのだから。ただの学生同士だったあの頃なら。

　──会いたかった。

　そんなことはなおさら口には出せない。国の魔力の象徴とも言えるランドルフと平民になったセシリアでは意見することなどできるはずもない。

　うなだれて押し黙っていると、腕にしゅるりと赤いシルクのリボンが絡みついた。

　抵抗する暇もなく、リボンは自分の意思があるかのように手首を何重にも縛り上げる。

「え、あの……？」

　リボンは天井のほうへすいすいと進み、シャンデリアの上を通ってランドルフの手の中へ収まった。

　ぐい、とひかれれば自然と腕はばんざいをするように上で固定される。絨毯に膝をついたまま上体を起こされて、ランドルフから視線を逸らすことができなくなる。

　ランドルフは肘掛けにリボンをくくりつけるとこちらへ近づいてくる。

「どうして俺から逃げた」

　顎を持ち上げられ、真剣な瞳と視線が絡み合う。

「に、逃げたわけじゃありません」

「逃げていない？　目が覚めたらいなくなっていたくせにか」

「それは」

「元の住所は夜逃げしたみたいに空っぽだったのにか」

「い、家に行ったんですか」

　そうまで探しているなどと考えてもみなかった。

（でも、そっか。そうだよね。私は魔力を持ち逃げした泥棒なわけで、そりゃあ探すよね）

「ごめんなさい。私の家、田舎へ引っ越したんです。父の賠償金が払えなくて。確かに夜逃げと言われてもおかしくない……周りのだれにも引っ越し先を告げずに行ったから」

　プライドの高い父親は落ちぶれていく自分の姿を周りに知られるのを嫌がった。もっとも、不正を働いて失脚した元貴族と今後も付き合いを持ちたいという奇特な家は周りになかっただろうが。

「でも、私もあなたと連絡をとろうとしたんです。手紙、見てませんか？」

「手紙？」

「寄宿舎宛てに何通も出したんですけど……」

　卒業後ランドルフが入ることになった下級魔導士の寄宿舎は、外部との接触を細かく制限している。その厳しさは有名で、直接行っても会えることはまずない。だから手紙を出したのだ。

　手紙も全て検閲されていることは知っていた。そこで魔力を奪ったなんて書いてはまずいので当たり障りのない内容を書き連ねた。

　体調に変わりはないか。一度会って話がしたい。要約するとそんなところだ。

（もしかして、ただのファンレターだと思って弾かれていた？）

　そんな手紙は後を絶たないのだろう。将来有望な魔導士につく悪い虫とみなされて、まとめてゴミ箱行きになっていた可能性は十分にあった。

「なんて書いたんだ、その手紙には」

「会いたい、と……」

「っ、そうか。セシリアも──」

「会って、謝りたくて」

「……謝る？」

「私と別れたあと、魔力が減りませんでしたか？　そのことをずっと確かめたくて」

「確かに卒業してから魔力の調子が悪い気はしていたが……」

「やっぱり！　そのことをずっと謝りたかったんです。私があなたの魔力を奪ってしま──」

「なにを言ってる」

　セシリアの言葉は遮られ、手首をまとめ上げているリボンがぐいっと上に引っ張られる。思わず中腰になって胸をのけぞらせた。

「謝る？　確かめる？　そんなことで俺に会いたかったのか。ここで働いていたのも、まさか……」

「そ、そうです。ここだったらいつか、あなたに会えるんじゃないかって」

　いつかランドルフなら聖魔導士になる。その希望にかけて。

　だがランドルフはさっきより不機嫌な顔になってしまう。

　パチン、と指を鳴らすとリボンがひとりでに椅子の肘掛けに巻き取られていく。

　どんどん短くなるリボンにセシリアは自然と立ち上がっていた。

「この五年、お前を想っていたのは俺だけだったのか？」

「え……」

「お前を娶ると言った」

　至近距離で目線を逸らすことも許されない。切なげに歪められた瞳に射貫かれて、胸が苦しくなった。

（そんな風に見られたら、本気みたいで……）

　思わずときめきかけて、無理矢理気持ちを落ち着かせた。

「冗談ですよね？」

「なんだと」

「冗談ということにしましょう。今ならまだ間に合います。良くないです、こういうの。私たちもうそういう身分じゃないんです。魔力を返す方法は探します。それまで逃げも隠れもしませんから、ランドルフ様はどうか、身の丈に合ったかたと結ばれてください」

　上位貴族の令嬢でも、他国の姫でも、結婚相手は引く手あまただろう。なによりセシリアではまわりが納得しない。

「せっかくこの地位についたんです。わざわざ波風を立てるようなことをせずに……」

「本当につまらない女になった」

　ランドルフはお仕着せの上から乱暴な手つきでセシリアの胸に触れた。

「や……っ」

「あの時、お前はそんな半端な気持ちで俺と寝たのか」

「ちが……っ！」

　半端なんてものじゃなかった。あの思い出を宝物にして、これから先、生きていこうと思った。あの時の熱情は確かに本物で、学園に戻ったのは人生を賭けた決断だった。

　本当に言いたいのは謝罪なんかじゃない。五年ぶりの再会に胸を高鳴らせたのはセシリアだって同じなのに。

　その気持ちすら、口にすることができない。卒業式の日、気持ちはずっとしまっておくと決めたのは中途半端な覚悟じゃない。

　リボンが引っ張られるせいでつんと前に突き出している胸をランドルフは無遠慮にまさぐっていく。

「私たちは身分が──」

「うるさい。もう黙っていろ」

　唇ごと塞ぐよう強引に口づけられる。

　中途半端に開いていた唇から舌が侵入してきて、セシリアの舌を絡め取る。根元からじっとりと嬲られ、どちらのものかわからない透明な液が顎を伝う。

「ん、ふ……ぅっ」

　漏れ出る吐息まで全て相手に食い尽くされそうな激しい口づけだった。

　その間にお仕着せの胸元はくつろげられてしまう。

「邪魔だな」

　白いエプロンを剥ぎ取られ、紺色のワンピースはみぞおちまでボタンを外される。

　ランドルフはその隙間から無骨な手を侵入させると、下着の上から膨らみを無遠慮に掴んだ。

「あっ、ん……」

　性急な手つきで揉みほぐされると甘い声が漏れる。ランドルフは満足げににやりと口角を上げた。

「そうだ。そうやって啼いていろ。つまらないことを喋るくらいだったら、そっちのほうがよほどいい」

　揉みほぐされていくと、胸の飾りが下着に擦れて、どんどん硬く敏感になっていく。

「下着の上からでも立っているのがわかるな」

　いじわるな笑みを浮かべたまま、主張を続ける胸の尖りをつつかれる。

「ひぁ、ん……っ」

　セシリアは天井から吊されたたまま腰をくねらせた。

「ああ、いい反応だ」

　かりかりと爪でひっかくように飾りをいじめられると、お腹の奥がじんじんと熱くなり、蜜口からじわっとなにかが溢れ出た。

「やめて……」

　か細い抵抗は無視された。

　胸を覆う下着を上にずらされ、真白い膨らみがふるりと外気に晒される。

「やあぁっ」

　まだ明るい室内で、見せつけるように突き出したまま、赤く色づいた胸の飾りを見られている。

　羞恥に身体をくねらせるが、しかし両腕を上に固定されたままでは隠すことも逃げることもできない。

「そのまま喘いでいろ。つまらないことを言おうなんて考え捨てさせてやる」

　熟れた飾りはパクリと口にくわえ込まれる。

「まっ……、あぁっ」

　飴玉を転がすように舌先で嬲られたかと思えば、ジュッと吸われ、快感を逃がすことも許されない状態でセシリアはただ腰をくねらせる。

　固定するように腰を抱かれ、もう一方の手はスカートをめくり上げると、中へと入ってくる。

　爪の先で腿の内側をなぞられ、指先は蜜口へと進んでいく。

　下着をずらされると、湿ったそこをなぞられた。

「拒否しながら感じていたか？」

「ぅ、や……ぁっ」

　中指の第一関節までが、つぷりと埋め込まれ、存在を主張するようにゆっくりと秘裂を上下にさすられる。

　蕾が花開くように、もっと奥へと求めて隘路がざわめく。

　気づけば、粘ついた水音が室内に響いていた。

「すごいことになってるぞ」

　喉の奥で笑われて、羞恥に目を固く閉じた。

　ランドルフの指が溢れ出した蜜をそっとすくった。そして、柔らかな茂みをかき分けると、存在を主張していた紅玉にぐり、とそれを塗りつけた。

「はあぁ……っ！」

　二本の指でかき回すように秘玉を撫でられる。

　全身の力が抜けるような、激しい快感が身体を支配して、なにも考えられなくなる。

「や、やめ……っ、それっ」

「ん？　やめて欲しいか？」

　秘玉を捏ねていた指先が動きを止めて、触れるだけの状態になる。

「ん、ふぅ……っ」

「やめて欲しいと言うわりには、自分から押しつけているようだが」

　知らないうちに、指先を求めるように腰を突き出していた。ランドルフの指はそのたびに離れて、けれど触れることはやめずに、肌の表面で秘玉へと触れ続ける。

「本当はさっきのようにぐちゃぐちゃにして欲しいんじゃないのか」

「ちが……っ」

　充血して膨れ上がった秘玉をピンと弾かれる。

「あああっ」

「否定の言葉はうんざりだな」

　二本の指がバラバラに動き、秘玉を押しつぶすように何度も激しく刺激される。

「ああっ、ふ、あぁっ」

　すぐにセシリアの腰はがくがくと揺れ、頂点が近いことを知らせる。

「身体の方がよほど正直だな？」

　からかうような言葉に、もう恥ずかしいと思う余裕もなかった。

「あ、あ、ああっ、だめ……い、やあぁぁ────っ！」

　秘玉を捏ねられ、立ったまま全身を痙攣させる。吐き出された蜜が、分厚い絨毯を濃く染めた。

「っ、はぁ、はぁっ」

　肩で息をしていると、急に身体が支えを失って宙に放り出される感覚があった。

　体重を預けていたリボンがなくなったのだ。次の瞬間にはセシリアはランドルフの腕に抱き留められていた。

「ラン──」

「まだ終わってない」

　乱れた着衣のセシリアを横抱きにしたまま、ランドルフは部屋の左右にもうけられた室内扉のうち、左側へと向かう。

　そこは聖魔導士の寝室だった。

　絨毯とカーテンは深い青で揃えてあり、ベッドは二人でもゆうに寝られる大きさだ。太い柱の天蓋にもシーツにも青い絹の織物が使われている。

　ランドルフが歩くたびに身体がふわふわと揺れた。

　そのことに気を取られていると、気づいた時にはもうベッドに身体を投げ出されていた。

　間髪を入れずに、その上にランドルフがのしかかってくる。

「ま、待って！」

　だらしなく胸元を開けて着ていたシャツを脱ぎ去ろうとしている彼に鋭く言い放つ。

「これ以上はだめっ」

「本当に否定しかしないな。……安心しろ、もっとヨくしてやるから」

　ポンポンと頭を軽く撫でられ、呆けているうちにランドルフはさっさとシャツを放り捨てた。

（ば、馬鹿っ、なに流されてるの……）

　頭を触る優しい手つきが懐かしかったなんて。今は思い出に浸っている場合じゃないのに。

「も、やめて……学生扱いしないで。もう昔のままじゃないの」

「知ってる。学生扱いなんてしているつもりはない」

　ランドルフの瞳はうっすらと潤み、劣情を孕んでいる。

「昔のお前だったら、もっと優しくした。五年だぞ、五年待ったんだ。もう、一秒も待てない」

　鍛え上げられたランドルフの身体がのしかかってくる。

　駄目だと思うのに、必死に拒否しないといけないのに、身体の奥はランドルフを欲しがっている。

　セシリアはぷつりと切れてしまいそうな理性を必死に奮い立たせて、自ら紺色のスカートをのろのろとめくり上げた。

「見て……」

「なんだ、急に積極的になったな」

「ここ」

　右の内腿を指し示す。そこには優雅に泳ぐ黒い魚の紋がある。

「これは魔紋か？　お前も魔法が使えるようになったのか」

「違うの。これ、きっとあなたの魔紋なのよ」

　意味がわからなかったようでランドルフは怪訝な顔をする。

　確かに、こんなことを急に言われて、はいそうですかと受け入れられるわけがない。

「この形、あなたならわかるでしょう？　私は人の魔紋を奪ってしまう体質みたいなの。し、信じられないのはわかる。私だってそんな馬鹿な事あるわけないって思ったもの。でもこんな特徴的な紋、他に知らないでしょう？」

　ランドルフはじっとセシリアの腿に視線を落とす。

「卒業式の日、あなたの魔紋は二つに減っていた。自分でもそれはすぐに気づいたでしょう？」

「知らん。俺の紋は自分じゃ見られない。それに興味もない」

　身体をひねると、背中をこちらに向けた。

「紋があるのはこちら側だったか。で、二つになっているのか？」

「……残念ながら」

　やはりランドルフの背中に泳ぐ魚は二匹だった。

「魚、とはこういうことか」

　ランドルフははじめてきちんと見た自分の紋を珍しそうに眺めている。

「お前の体質はわかったが、なぜ俺の魔紋が？」

「それは多分……あなたと身体を重ねたから……」

　ランドルフが目を見開く。

「き、きちんと調べたわけじゃないけれど、そうとしか思えないの。いくら考えても、あの日の特別なことと言ったら、あなたと……男女の関係になったことくらいだから。だから、それが条件なんじゃないかって」

「つまり、セックスをした相手の魔紋を奪う体質ということか？」

　セシリアはこくんと頷く。

「安心して。魔力を悪用なんてしてないから。そもそも、私の身体能力じゃあなたの魔力を使うことなんてできないもの。魔力って生まれついてのものでしょう？　それを使いこなせるだけの身体器官はお腹の中にいるときから成形されて──」

　話の途中だというのに、足を持ち上げられ、大きく開かされる。

「ちょっと！」

　足に力を入れてもびくともしない。スカートを引っ張って下着を隠すが、その手も取り払われて、再び大きくめくり上げられる。

　すみずみまで確認するようにじっとりと視線を這わされ、じわりと汗がにじんだ。

「なるほどな。正式には、挿入した相手の魔力を奪う、ということか」

　直接的な表現にセシリアは顔を真っ赤に染める。

「で、ほかには」

「ほか？」

「違う紋はないのか」

「なっ、あるわけないでしょ！」

「そうか」

　ランドルフの顔が上気し、ほころぶ。

「じゃあつまり、俺だけか。五年間、お前に他の男はいなかったんだな」

　噛みしめるようなつぶやきだった。

「いい体質だな」

「い、いいはずない」

　反論しようとすると柔らかく食まれる優しいキスで塞がれてしまう。

（なんで？　怒ってないの？）

　罵倒されることも覚悟していたのに。

　思考に気を取られていると、下着はするりと足から抜き去られ、秘所が外気に触れる。

　ランドルフは秘裂に指を少しだけ挿し入れると、さっきさんざん弄られて濡れた蜜を絡め、少しずつ解すように中へと指を進める。

「やっ、待って……！」

「もう待てないと言った」

　指を二本に増やされ、中でバラバラに動かされる。どろどろに熱くふやけていたそこは、自分以外の熱を喜ぶように指を締め付ける。

「ここだったな」

　腹側の内壁を二本の指で交互にひっかかれる。隘路は更にきつく、ねだるように指を締めあげる。

「あ、ああっ、そ……れ、やあぁっ」

　もどかしく腰をくねらせていると、指がずるりと引き抜かれた。質量を失った蜜路はなにかを誘うようにひくひくと震える。

　ランドルフが下衣をくつろげ、天を向く欲望を解放した。先端では透明なものが雫になっている。

　蜜口にそれがピタリとあてがわれる。喜ぶように内壁が震え、セシリアははっとして身体を捩った。

「だっ、だめなの！　だからっ、私、魔紋を」

　抵抗の声も虚しく腰を押さえつけられ、中まで一気に欲望を埋められた。

「あああぁ────っ」

「っく」

　ランドルフは眉をひそめる。

「っ、相変わらず、きついな」

「やっ、だめ、お願っ、抜いて……」

「挿入しただけじゃ紋は移らないのか」

　ランドルフは腿にある魔紋へ視線を向けた。確かに、そこに泳ぐのはまだ一匹の魚だった。

「ね、お願い……まだ間に合うから。私もう、あなたからなにも奪いたくないのよ……」

「またそんなこと言うなら口を塞ぐぞ」

「やあぁっ」

　中を押し上げられ、視界が白む。

「っ、はぁ、セシリア……」

　熱に浮かされたようにランドルフがつぶやき、抽送を開始する。肉の楔が中を行き来するともう何も考えられなくなった。頭の中は一瞬で快楽に支配されていく。

　熱いものが自分の中を何度も擦っていく。質量の大きさが苦しかったのは最初だけで、すぐにお腹の中を押し上げられる衝撃は快感に変わっていく。

「やあぁっ、そんな、されちゃ……っ」

「いいから集中しろ。お前はただ感じていればいい」

　欲情して掠れた声に、また身体の熱が上がっていく。

「しかし……っ、きついな。きゅうきゅう締め付けてくる。そんなにこれが欲しかったか」

「ちが……ぁっ」

　ぐりっ、と最奥を円を描くように擦り上げられ、さらに隘路は蠕動して中のランドルフを締め付けた。

　足ががくがくと震え、頂点が近いことを知らせる。

「っ、あ、なんか、へん……っ、だめっ、もう……っ」

「ああ、イけっ」

　がつんと最奥を突き上げられ、セシリアは深く落ちていくような快感の波に飲み込まれた。

　四肢をピンと張りつめ、自分の中に埋められた欲望を締め付ける。

「っ、う……」

　ランドルフが眉をひそめ腰を震わせた。

　どくどくと熱い肉が脈打っている。そして五年前と同じ、内部で温かなものが広がっていく感覚。

「魔紋を奪う条件は、射精か」

　ランドルフが満足げにセシリアの内腿を指先でなぞった。

　漆黒の魚がもう一匹そこに浮かび上がる。

　──やってしまった。

　徒労感と後悔でいっぱいになりながら、セシリアは意識を手放した。








三章　聖魔導士の一途な告白









　馬車が峠にさしかかり、ガタガタと音を立て始めた。

　セシリアは窓からそっと外の様子をうかがう。馬車がぎりぎりすれ違えるくらいの狭い山道で、右側はほとんど崖になっている。

　王都からはもうずいぶん走ったが、目的地まではまだしばらくかかりそうだった。お尻にハンカチを敷いて少しでも衝撃を和らげると、大きくため息をついた。

　戴冠式から一週間ほど経ったが、セシリアはその間、ずっと働くことを禁止されていた。

　首を絞められた大臣がメイドを呼びに来るというただならない様子は、すぐに使用人たちの間で噂になり、それ以上の噂の流出を避けるために長期の休暇を与えられたのだ。名目上は戴冠式をやり遂げたことによる報酬だが、素直に信じたものはいないだろう。

　この休暇がいつまで続くのかはわからない。

　大臣たちがセシリアをよく思っていないのは明らかで、このままさっさとクビにするべきという声も大きい。

　だが、すぐにそうならないのは、ランドルフがなにをしでかすかわからないからだ。クラバットで首を絞められるよりもっと酷い結果になったら。議会は警戒し、下手に動くことができないのだ。

　休みをもらって良かったこともあった。聖魔導士邸に併設された図書館に朝から晩までいられたことだ。

　平民には立ち入ることの許されない場所だが、ランドルフに許可をもらって、やっと入ることができたのだ。これで貴重な資料が見放題。自分のおかしな体質についても調べることができる。はじめはそう張り切っていたが、どんな古い専門書にもセシリアと同じ体質のことは書かれていなかった。

（早く魔紋を返さないといけないのに）

　心細さに街着のスカートをぎゅっと握りしめた。その下には返すどころか増えてしまった魔紋がある。

　馬車が向かうのは王都から遠く離れた田舎の図書館だ。蔵書リストによるとそこには奇特な体質についての古い本があるらしい。

　偶然にもそこはセシリア達が五年前に引っ越した村だった。

（しばらく家にも帰ってないし、顔を見せよう）

　本がなにか自分の助けになるものだったらいいのだが。そうすれば笑顔で両親に会えるのに。

　そんなことを考えていると、馬のいななきとともに馬車が急停止する。

　セシリアは弾みで床に倒れ込んだ。

「な、なにっ!?」

　荒っぽい足音がする。御者が誰かと言い争っている声が聞こえた。

　戸惑っていると、乱暴に扉が開かれる。

「出ろ」

　開けたのは体格のいい男だった。男がナイフをこちらに向けているのに気づいて、セシリアは息をのんだ。

「お金はほとんど持っていません」

　動揺を悟られないように、両手を挙げながら外に出る。言ったことは本当だ。今の手持ちなど微々たるものである。

　さっとあたりを見回すと、御者はいなくなっていた。どうやら逃げたらしい。

　男は二人組で、ナイフを向けている男の隣に痩身の男が控えていた。

「金を持ってないのは本当らしいが、まあいい」

　男達がじろじろと上から下までセシリアを眺め回す。

「あ、あの、このことは黙ってますから見逃してください。先を急ぐんです」

　なんとかこの場を脱しないと。しおらしく懇願してみるが、男達はこのまま返すつもりは毛頭ないらしい。

「あんた上玉だな。娼館はいつだって人手不足なんだ」

「高く売れそうっすねえ、兄貴」

　その言葉にセシリアの血の気が引いていく。

　このままでは人身売買にかけられてしまう。

　じりじりあとずさりしていると、ナイフの男がセシリアのケープをひっぱった。

「は、離してっ」

「体つきのほうもいいじゃねえか」

　リボンで前を止めるだけのケープはあっさりと剥ぎ取られてしまう。

「服を脱がさないとわかりませんよ、兄貴」

「だな」

　下卑た笑いを浮かべて、男達の手がワンピースに伸ばされる。

「ちょ、やっ」

　誰か助けて。願いが通じたのか、遠くから蹄と車輪の音がした。

　後続の馬車が来たのだ。

　カーブを曲がってきた白い馬車は猛スピードでこちらに向かってくる。セシリアの馬車があるのに速度を落とす気配がない。

「あ、兄貴……」

「いや、止まるだろ」

　唖然としているセシリア達の前で、馬は器用に前の馬車をかわした。横をすり抜けていくのかとホッとしたのもつかの間、白い馬車の角はセシリアが乗ってきた馬車とまともにぶつかる。

　木の砕ける耳障りな音とともに、セシリアの馬車は谷底へと落ちていく。

「きゃあっ」

「うわっ」

　セシリアも男達も思わず引きつった声を上げた。

　馬具に繋がれた馬が悲痛な鳴き声をあげ、車体と一緒に落ちていく。だが空中で馬具が切り離され、その身体はふわりと山道へ帰ってきた。再び地面を踏んだ馬は、キョロキョロとあたりを見回していたが、自分の命が繋がったことに気づくとそのまま駆けていってしまった。

　崖の下からは馬車が落ちた地鳴りが響く。

　セシリア達は呆然と立ち尽くしていた。

（ていうかこの馬車……）

　車体に国章が入った見覚えのあるデザインだ。

　鉄製の白い馬車は、傷一つなくその場に鎮座している。

　ガンと鈍い音がして扉が内側から開かれると、長い足が飛び出してくる。高貴な馬車を蹴破る人物をセシリアは一人しか知らない。

「セシリア！」

「ランドルフ……」

　やはり中から出てきたのはランドルフだった。

　白いローブをはためかせてこちらにずんずん近づいてくると、呆けていた男達ははっとして、その場に膝をつく。

「せ、聖魔導士様！　どうかお恵みを！」

　男は物騒な刃物をさっさとしまったらしい。あわれっぽい表情を浮かべてランドルフの足元にすがりついている。

「立て」

「えっ、はあ……」

　言われるがままに立った男の胸ぐらを掴むと、そのまま崖に男を宙吊りにしてしまった。

「ひいいっ」

「お前、ケチな物取りかなにかだろう。人を見る目がない。俺がお前のような人間に金を恵むと思うか？」

「だ、だって、聖魔導士……」

　聖魔導士といえば魔力の最高峰であると同時に、慈悲と情けの心を持ち合わせた清らかな人物、というのがこの国でのイメージだ。間違っても、理由も聞かずに国民を掴み上げたりしない。

「金よりよほど大切なものをやる。それはたかる人間を間違えると死ぬ、という教訓だ」

「こ、こいついかれてる……！」

　痩身の男が這うようにして逃げ出す。ランドルフがさっと手を上げると、そちらの男も宙に浮いた。そのまま崖へ投げ出されて泣きべそをかいている。

「お、おろしてください……！　どうか……！」

「いいぞ」

　ランドルフがパチンと指を鳴らすと、痩身の男は重力に従って谷底へ落ちていく。セシリアははっとして、ランドルフにしがみついた。

「だめっ、ランドルフだめっ!!　あの人を戻して!!」

「なんでだ」

「いいから早く!!」

　ランドルフが谷底へ手をかざす。すると泡を吹いて失神している男が浮き上がってきた。そのままぞんざいな動きで山道に転がされる。

「間に合った……」

「せ、聖魔導士様、どうかお許しを……！」

　ナイフの男もガクガクと震えながら懇願する。

「許せだぁ？　俺は怒っているわけじゃないんだがな。ただ、お前のような頭の悪い人間にもわかりやすいように、実践を交えて教示しているだけのこと」

　ランドルフが男を掴んだ腕を揺さぶる。その腕には血管が浮き上がっている。

（ま、魔法じゃない……）

　自らの腕力で男の巨躯をぶら下げているらしい。セシリアは思わずごくりと息をのんだ。

「なあ、セシリア。親切だよなあ、俺は」

「いや、うーん……」

「……待て、お前どうした、その格好は」

「え？」

　彼の視線を辿って自分の胸元に目をやると、ボタンが一つなくなって、胸元がだらしなく開いている。

「これは……」

　男達にやられた、と言えばランドルフが怒り狂うことは明らかだった。

「ちょっと転んで──」

「こいつらにやられたんだな。わかった、殺す」

　言い終わる前にランドルフが手を離す。

「うわあああぁぁぁ────っ」

　男の悲鳴が遠のいていく。セシリアはランドルフを激しく揺さぶった。

「だ、だめだめだめっ！　さすがにだめっ!!　あの人を助けて!!」

「さっきからなんだ。こいつらを助けることになんの得がある」

「得とかじゃなくて！　お願いだから!!」

「ちっ」

　けだるそうに谷底へ渋々手をかざすと、失神した男が浮かび上がって山道へ投げ出された。

　痩身の男がそれを見て再び泣き出しそうになっている。

「は、早く逃げてください！　あなたたちここにいたら死にますよ！」

「ひいっ」

　痩せた男はもう一人を引きずるようにして、山道を下りていった。

「おい、俺が悪者みたいな言い方はやめろ」

「え、あ、ごめ……」

　やっていることはほとんど悪役といっても過言ではなかったが、セシリアはその言葉をぐっと飲み込んだ。

　ランドルフは傍らに落ちていたボタンを摘まみ上げる。

「ん」

　胸にそれを押しつけられ、次の瞬間には元通りのところにボタンがついていた。

「あ、ありがとう」

「なにもされてないんだな」

「も、もちろん！　この通り、元気──」

　両手を広げて笑顔をつくると、ふわりと彼の香りに包まれていた。目の前に広がるのは白いシャツ。大きな胸からとくとくと心臓の音が聞こえてきて、引き締まった身体のぬくもりを感じる。

　抱きしめられている。そう気づいて、心臓が跳ねた。

「なっ、なに!?」

「震えてる」

「あ……」

　言われてはじめて気がついた。気を張っていたのか、身体は小刻みに震えていた。

　全身から力が抜けていくセシリアをランドルフはそっと横抱きにすると、自らの馬車に連れていく。

「やっぱりあいつら殺すか……」

「だ、だめだから！　聖魔導士が魔力を市井の人に使うなんて許されないんだから！」

　もう結構使ってしまったのは目をつぶることにする。彼が来なかったら自分は酷いことをされていたに違いない。

「本当にありがとうランドルフ。あなたが来てくれたから助かった……あ、いや、助かりました」

「その話し方やめろ」

「できかねます」

「ちっ」

　忌々しげに舌打ちされるが、できないものはできない。

　いつになったら自分たちの立場を理解してくれるのだろうか。

「あの、それより今日はどのようなご用事で？」

「用事だあ？　お前がいないから探しに来たんだろうが。外出するならどうして俺に一言言わない」

「そんな理由で抜け出してきたの!?　……ですか？」

「またどこに行くかわからんからな」

「……どこにも行きませんよ」

「信用ならんな。五年待たされたんだ」

「そう、ですよね……」

　力を持ち逃げすることなんて考えていない。

　けれどこの不信感も元はと言えば自分のせいだ。セシリアはしゅんとうなだれる。

「で、本当はどこに行くところだったんだ」

「ロジアス村の図書館です。そこに私の体質に関する本があるかもしれなくて、ついでに両親に顔を見せようかなと。ちゃんと魔紋を返すために調べてますから、帰るって信じてほしい……です」

「わかった。──ロジアス村だ。すぐに向かえ」

　ホッと胸をなで下ろしたのもつかの間、ランドルフが御者に告げた言葉にぎょっと身を引いた。

「い、いいです、いいです。自分で新しい馬車を拾いますから。聖魔導士様専用の馬車を使うわけには」

「俺も行くんだからいいだろう」

「えっ」

「手伝ってやる」

　ランドルフがにやりと笑うと、馬車が進み始めた。

「それより、お願いを聞いてやったんだ。それなりのお返しはあるんだろうな」

「お願い、とは……？」

「さっき物取りを助けてやったとき言っただろう。お願いだから、と」

「い、言いましたっけ？　聞き間違いじゃ」

「いや言った」

　あのときはただ必死で、とっさの言葉なんて覚えていない。

「お返しってあの……私から返せるものは、申し訳ないんですがなにもなくて……」

「そうだな、じゃあ返事でも聞かせてもらおうか」

「返事っていうのは……」

「無論、求婚の返事だ」

　手を取られ、そっと握られる。

　冗談でも言っているのかと思ったら、ランドルフの顔は案外真剣なものだった。

「きゅ、求婚ってあれは……なかったことにしたんじゃ？」

「誰がそんなことを言った。俺は本気だ」

「でも、その……」

　体質のことも告げた。また魔紋を取り上げてしまった。

　それでもなお自分を求めているというのか。

　心臓がばくばくとうるさくて、返す言葉がなにも出てこない。

「でも、私はただのメイドです……」

　これが彼の望む答えでないことはわかっている。

　自分でもなんてつまらない返事だろうと思った。

　ランドルフの手が離れていく。失望されただろうか。縋りそうになって、拳をぎゅっと握った。

「……そもそも結婚って、大臣達は反対してるんじゃ」

「それがなんだ。俺はイエスの返事しか聞かないぞ」

「そんな……っ」

「とりあえず敬語やめろ。今はそれでいい」

「む、無理です」

「お前はなんだったら俺の言うことを聞くんだ」

「ただの平民が聖魔導士様に失礼な口をきくことは──」

　ぐい、と顎を固定されて無理矢理視線を絡ませられる。

「これ以上つまらないことを言ったらその口をキスで塞ぐ。キスされたいならわめいてろ」

「っ」

　慌てて言葉を飲み込むと、軽く触れるだけのキスが唇に落とされる。

　ちゅっとリップ音を立ててすぐに柔らかな感触は離れていった。

「さすがセシリアは利口だな」

（結局するんじゃない）

　反論をせずにうつむいたのは、キスがいやだったわけじゃなくて、真っ赤になった顔を見られたくなかったからだ。




　しばらく峠を走っていた馬車がやっと平地に着く。

　聖魔導士様が乗る馬車はさすがに椅子がふかふかだと感動していると、馬車が止まった。

　どうやら御者は図書館の真ん前につけてくれたようだった。

　クリーム色の小さな家が建ち並ぶ中に、レンガ造りの大きな建物がある。これが図書館だ。

　高貴な雰囲気を漂わせた馬車が珍しいのか、村の人々が集まってきている。

「では私はここで降ります。騒ぎになってもまずいので、ランドルフ様はどこか目立たない場所に馬車を止めていただいて──」

　ランドルフがさっと手を振る。馬車の扉が開き、ついでに図書館の扉が奥まで一気に開いた。

「行くか」

　魔法の大盤振る舞いだ。群衆が呆気にとられている。

　何食わぬ顔で出て行くランドルフがまた手をかざしたのを見て、セシリアはそれにしがみつく。

「あああっ、聖魔導士様っ、申し訳ございません！　私の気が利かないばっかりに！　どうか私になんなりとご命令をっ！」

「いてえ……」

　魔法へ集中が向かないようにランドルフの指を反対側にぐいぐいとそらす。

「軽々しく魔法を使わないでくださいよっ」

「なんでだ」

「聖魔導士様の魔力は国力と同義なんです。有事の際にその威力を目一杯発揮できるよう、普段は使ってはいけないことになっているではありませんか！　というか私利私欲のために聖魔導士様が自らの魔力を使うことも禁止されてるんですよっ！」

「小うるさいな。教本の一ページ目に書いてあるようなことをくどくどと……」

　耳元で囁くが、ランドルフはうんざり顔でずかずかと中へ入っていった。

「し、視察ですか……？」

　騒ぎを聞きつけた職員が戸惑いながら応対に出てくる。

　無理もない。聖魔導士が急に田舎の村に来るなど、本来ならあり得ないこと。視察であれば何日も前から知らせがくるはずだ。

「本を探している」

　ぶっきらぼうなランドルフの言葉に職員は戸惑っている。目の前の男が、まるで聖魔導士らしくない振る舞いだからだろう。セシリアは二人の間に割って入った。

「い、いきなり申し訳ございません！　今日は視察ではなく、公務に必要な本を探しに来たのです」

「わざわざご本人が……？　言ってもらえれば王都まで運びましたのに……」

「いいえっ、市井の方の手を煩わせるわけにはっ。ランドルフ様のご意向です」

　そこまで言うとやっと職員の男性は表情を緩めた。

「それはお気遣いありがとうございます。どうぞこちらへ」

　男性のあとをついていこうとするが、振り返るとランドルフはその場に立ち尽くしている。

　見れば、足元には五歳くらいの男の子がしがみついていた。

「ひいっ」

　さきほど盗賊達が宙に浮いていた映像が脳裏によみがえる。天井の高い図書館の中、この小さな男の子を縦横無尽に放り投げる、悪魔のような笑顔を貼り付けたランドルフがすぐに想像できて、セシリアの背を冷たいものが流れる。

　ランドルフは男の子を見下ろしたままにやりと片方の口角を上げた。

（あ、悪魔のような笑顔……！）

「馬鹿め。そこに金目のものは入っていない。見誤ったな」

　男の子はきょとんとしたままランドルフを見上げている。

「お前は勘が悪いから、スリで生計をたてていくことはできまいよ」

　セシリアは飛んでいくと、さっと男の子を抱き上げた。

「ランドルフ様は、どうか人の道を外さず生きていって欲しいと、そうおっしゃってるんですよ。ちょっとボクには難しかったかなー？」

　ざわついていた町民が納得したように頷いている。なんとかごまかせただろうか。

「ランドルフ様は本当にご冗談がお好きでいらっしゃるんだから」

　芝居がかったセシリアの言動にランドルフはしらけたように半眼になる。

「さあ、ランドルフ様、こちらへ。文献を探しにまいりましょう！」

　周りから見えないように純白のマントを引っ張ると、先を行っていた職員を追った。

「俺が冗談が好きなんて、本当に思ってんのか」

「あのときはああ言わないと収拾がつかないと思ったから……」

　地下へ通じる階段を下りながら、耳元で囁かれた声に、同じく小さな声で返した。

「こちらです」

　職員が地下の倉の扉を開ける。壁に作り付けてあるランプに明かりがともされ、ぼんやりと中の様子が浮かび上がる。

　壁一面が書棚になっているのは地上と同じだが、ここにあるのはどれも年季の入った本のようだった。

「なにぶん、普段使わないものですから」

　職員は棚を探り「あった！」と明るい声を出す。

「これですよ」

　差し出された本はセシリアが手にする前に、ひょいとランドルフが受け取ってしまう。

「では、私は一度戻ります」

「あ、ありがとうございました」

　職員の背中を見送って、セシリアはランドルフに向き直った。

　ランドルフはパラパラとページをめくっている。そして嘲るような笑みを浮かべた。

「なんて書いてあるの!?」

「読みたいか？」

「読みたい！　……です」

　突き出された本を受け取ろうとすると、さっと上に避けられてしまう。

「やっぱり敬語やめろ。二人きりの時は」

「で、できません。だって私は」

「平民だから、か？」

　ランドルフはふいとそっぽを向いてしまう。

　拗ねたような瞳に、申し訳ないことをした気になった。

「ごめんなさ……ごめん。二人きりの時だけなら、普通に話すから……」

「そうしろ。敬語なんか使われると気持ち悪い」

　今度こそ本を受け取ると、セシリアはそれをめくった。

「な、なにこれ」

　中はおそらく羽ペンかなにかで直接書かれている。紙の質が悪いのか、ペン先が引っかかってにじんだインク染みがあちこちにある。そして酷い悪筆だ。全ページにわたって書き殴ったような大ぶりの文字が並んでいる。読みにくいことこの上ない。

　しかも、どうやらこれは自国の文字ではない。それどころか文法も今のものではなさそうだ。おそらく隣国の古典文法で書かれている。

　これをすぐに読むのは無理だ。セシリアは天を仰いだ。

「読んでやろうか」

「えっ読めるの!?」

　ランドルフは肯定するようにあっさり本を受け取る。

「──女は豊満な白い膨らみで男のみなぎった欲望を挟み込み、ゆっくりと上下させる。『これが私の身体の秘密よ。誰も逆らうことはできないわ』。蠱惑的な女の笑みに男はすぐに限界が近いことを知り──」

「ちょ、ちょ、ちょっと待って！　なに読んでるの!?」

「これ」

　ランドルフが本をくいっと上げて見せる。

　今、聞くに堪えない卑猥な文章を読み上げていた気がするが──。

「隣の国の古典だな。これ」

「や、やっぱりそうよね」

「おそらく内容の過激さで検閲をくらったんだろう。で、あっちの国で発禁になったと。真面目くさった国柄だからな。これは燃やすのを免れてたまたまここに収蔵されてた一冊らしいな。ただのスケベな小説だ」

「そんな……」

　がくん、とセシリアはうなだれた。




「どうでしたか、お役に立ちましたか」

　地上に戻ると案内をしてくれた職員がにこやかに出迎えてくれる。セシリアは曖昧に笑って返した。

「ええ、それはもう」

「なかなかいい趣味の本を入れているな」

　意味ありげに笑うランドルフに男性はきょとんとしている。

「で、ではランドルフ様、参りましょう。このあとも予定が詰まっていますからね！」

　噂を聞きつけた町民たちが集まってきている。これ以上ランドルフのぼろが出る前に、一刻も早くここを立ち去りたかった。

「人をじろじろと見やがって」

　人垣に気づくと、ランドルフは口を真一文字に結んで、眉をひそめる。

　見世物にされるのがきらいなのは知っているが、町民たちのまなざしには敬意があふれている。

「少しくらい愛想よくしたら？」

「悪かったな、元々こういう顔だ」

　いや、そんなはずはない。あなたはもっとかわいげのある笑い方だってできるじゃない。

　さらにたしなめようとしたとき、ランドルフが唐突に足を止めた。

「……またお前か」

　見れば、彼の足元にはさっきと同じ小さな男の子がしがみついている。

　ランドルフはさらに眉間の皺を深くする。身長一九五センチの男に鋭いまなざしで睨めつけられているというのに、男の子はにこにこと笑顔を浮かべていた。

　さすがにランドルフが呆れ顔を浮かべる。

「せーまどーしさま」

「おい、こいつの親はどこだ。誰にでもついて行くなと教えていないのか」

「も、申し訳ありません。この子は村で母親と二人暮らしをしているのですが、昼間だけここで預かっているのです」

　図書館の職員が青い顔で額の汗を拭く。

「その母親は何をしている」

「普段は家で内職を。今は怪我で動くことができません」

「医者には」

「いえ……」

「医者に診せないと治らんだろう」

「そんなあてはないのかと……」

「それで、こいつも放り出されているのか」

「職員もなかなか手がまわりませんで……」

「まったく」

　ランドルフはごそごそと自分の着衣のポケットを探っている。

「ちょ、ちょっと!?　なにするつもり──」

　男の子を払いのけるんじゃないかとハラハラしていると、ランドルフは金貨を取り出した。

「本当に勘が悪いな」

　そして、それを三枚男の子に押しつける。

「母親の治療に使え。お前とろいからな。落とすなよ」

「きらきらだ！」

　金貨をはじめて見たらしい男の子はピカピカと光る硬貨に目を輝かせる。

　セシリアがぽかんとしている間にランドルフはさっさと図書館を出て行った。

「待って！　……ください」

　歩幅の大きな彼のあとをセシリアは慌てて追いかける。

「あの、ありがとう」

「なにがだ」

　レンガ造りの正門の前で足を止めていたランドルフに並ぶ。待っていた御者が裏手に止めていた馬車をとりにいこうと駆けていく。

「聖魔導士らしい立派な振る舞いで」

「お前が礼を言うことじゃない」

「そうだけど……」

　けれど、なにか声を掛けたかったのだ。

「ううん、やっぱり言わせて。国民の一人として。ありがとうランドルフ。素晴らしい行いだったわ」

「別に。気が向いただけだ。親がいるならさっさと怪我を治してそいつに面倒を見させるべきだからな」

　セシリアはそっとランドルフの横顔を盗み見る。

（親、か……）

　彼の出生の話は噂で聞いたことがあった。生まれたときから母親と二人暮らしで、その母も幼いときに亡くしているのだと。

　真偽は定かではない。あくまで学園にいた頃、風の噂で聞いた話だ。

「なんだ。言いたいことがあるなら言え」

「あ、えっと……」

「俺の生まれの話なら大体お前が知ってる通りだ」

「噂、知ってたの？」

「母親が娼婦で、父親はどこのどいつかわからないというあれだろう。それは事実だ。母親は俺が十歳のときに性病で死に、そのあとは遠縁の親戚に預けられて、まあ、貴族様が顔を青くするような素行であったことも認める。もし魔力が人並みだったら、今もスリでもやって暮らしていたかもしれないな」

　ランドルフは吐き捨てるように笑う。

「盗みなどやらないならそれに越したことはない」

　さっきの男の子が女性職員の手をひいて出てくる。楽しそうに笑って、ランドルフの横を通り過ぎていった。

「せーまどーしさま、ありがと！」

　ポケットの中で金貨がちゃりちゃりと鳴っている。

　それを見つめるランドルフの瞳は穏やかだった。

「学園に入ったのはどうして……？」

「俺が三つ紋だと、どこかで聞いた領主が手をまわしたらしい」

「いい人ね」

「どうだか。パトロンを気取って、才能を見出したとかほざいていたが、貴族の集まりに連れていかれて、珍しい紋を見せろと人前で剥かれそうになったことは忘れられんな」

「ひどい……」

「会場をめちゃくちゃにして逃げてやったから心配するな。それからは音沙汰もないしな。まあ、だから、貴族の施しがただの良心からくる行いだとは信じられんな」

「ご、ごめんなさい。そこまで知らなくて……無神経なことを聞いたわね」

「別にいい。今さらそんなこと気にしていない」

　学園で彼が周りから一線を引いていた理由がなんとなくわかった気がした。直接なにかされたわけじゃなくても、珍しいものを見るその視線だけで、貴族の特権意識はじゅうぶん伝わってしまったのだろう。

「……私の父はもともと歴史ある伯爵家の長男だったの。そして上院出身の財務大臣だった。でも、裏で不正なお金を受け取っていたことがわかって、大臣の地位と一緒に爵位を剥奪されたの」

「知っている」

「でも、ちゃんと話したことはなかったわよね」

　あのころの自分は現実がつらくて、ランドルフにすら身に起こった事実を説明することができなかった。

　だから、事情はきっと噂で知ったのだろう。

　平民出身の彼ならば、貴族の不正は余計に腹も立っただろう。

　それでもなにも言わずに側にいてくれた。

　あの時、ただ寄り添ってくれたことがどれほど心強かったことか。

「私だけ言わないのも変かなって。……お互い学園では浮いた存在だったけど、こういう事情を噂で把握し合ってるのってなんだか可笑しいわね」

「説明の手間が省ける。便利なことだな」

「ふふっ」

　小さく笑っていると、先ほどの御者が馬車をセシリアたちの前につけた。

「じゃ、行くか」

「そうね。王都に帰りましょう」

「なにを言ってる。お前の両親に会っていくんだろう」

「へ……」

　セシリアはぽかんとしたあと、ぶんぶんと両手を振った。

「い、いい、いいっ！　今回は必要ないわ！　また別の機会に帰るから──」

「さっき寄ると言っていただろう」

「それは一人でってことで」

「俺がいたらまずいことでもあるのか」

「いや、自分の親が頭掴まれて放り投げられるのを見たくないっていうか……」

「するか！　お前は俺をなんだと思ってるんだ」

　そうは言うものの、盗賊が目の前で谷底に落とされそうになっている図は軽いトラウマになっている。元はといえば彼らの方が悪人なのだが、あそこまでされているのを見るとつい同情してしまう。

「乗れ。親はいるうちに孝行しておけ」

「う……」

　正論に返す言葉が見つからず、不安な気持ちを抱えて馬車に乗り込んだ。

　目指すのは図書館のある町の中心から、さらに北へ進んだところ。木造建てのこぢんまりとしたアパートメントが立ち並ぶ区画だ。その中の一室がセシリアの今の実家である。

　建物が密集して道路も狭い住宅街ではあまりに目立ちすぎる馬車なので、手前で下ろしてもらうと二人は歩いて家へと向かう。

　聖魔導士邸で働くことになってから一度も帰っていないので、ここに来るのは実に二年ぶりだった。

「ちょっと、先に様子を見てくるから待っていてほしいの」

「聖魔導士を待たせるのか。いい身分だな」

　それでもランドルフは玄関の前でおとなしく壁にもたれた。

　玄関を開けると、小さなキッチンのあるダイニングを抜けて寝室へと向かう。王都の屋敷とは比べものにならないほど質素な暮らしぶりだが、窓際には母の好きな花が飾ってあり、ここでの生活も楽しんでいるのかと少し安心する。

「お母様、お久しぶりです」

「まあっ、セシリア？」

「お前帰ってきていたのか」

「お父様？」

　小ぶりな寝台が二つ並んだ部屋で、ぜんそく持ちで身体の弱い母は、窓側のベッドに身体を起こして座っていた。

　驚いたのは働きに出ているはずの父がその隣で果物を剥いていたことだった。

「お父様はね、お昼の休憩になると戻ってきてくださるのよ」

「休憩って、農家の？」

　父は現在、町の地主の元で働いているはずだ。

　セシリアがきょとんとすると、父親は苦虫をかみつぶしたような顔になる。

「余計なことを言うな」

「とてもいい地主さんでね、果物を分けてくださるの。私の病気のことを知って休憩も多く取らせてもらっているのよ」

「お前──」

「お父様、果物を剥くことなんてできたんですか……」

「地主さんのところの娘さんに教わったのよね」

　更に苦い顔をする父と、幸せそうに笑う母を見て、セシリアの心はじんわりと温かくなっていく。

（良かった、二人とも昔よりもなんだか幸せそうかも）

　プライドが高く多忙な父が母親のことをこんなに気に掛けているなんて、王都にいたときにはありえないことだった。

　平民として暮らしてから得たものもあるのだと嬉しくなる。

「それにしても、急にこっちへ来るなんてどうしたの」

　首を傾げる母に、はっと我に返った。

（ど、どうしよう。ランドルフを待たせているんだった）

　すっかり忘れてしまっていた。彼の性格上、本来なら一秒だって待たされたくないはずなのに。

　部屋に入ってくるなり、魔法を使って大暴れされたら──。

　嫌な想像が脳裏に浮かぶ。

「実はある人と一緒に来ていて、絶対にその人の神経を逆なでしないで欲しいんだけど──」

　怪訝そうな顔を浮かべる両親にどう説明したものか迷っていると、玄関の扉が開く音がした。

　ついに我慢しきれずに入ってきたのだろうか。

　振り向きざまに、魔法が部屋の中を、台風のようにめちゃくちゃにしていくのを覚悟したセシリアは、しかし別の意味で呆気にとられることになる。

「はじめてお目にかかります」

　入ってきたのはランドルフだった。しかし頭のどこかでそれを認められない自分がいる。

　目の前にいる人物と自分の知っている彼がうまく結びつかないのだ。

　いつもは鎖骨のあたりでさらさらとなびいている艶やかな黒髪は、首の後ろで一つに結ばれている。常時開衿されている胸元は、第一ボタンまで閉じられているばかりか、クラバットまでしっかりと締められている。

「せっ、聖魔導士ランドルフ様っ」

　父親が崩れ落ちるようにして板の床に膝をつく。母親がベッドから起き上がろうとしているのをランドルフが手で制した。

「いえ、そのままで結構です。突然お邪魔したのはこちらなのですから。どうか顔をあげてください」

　にっこり。まさにそんな擬音がつきそうな柔らかな笑みまで浮かべている。

　母親はその心遣いに涙を浮かべて感じ入っていた。

（……いや、誰）

　こんなランドルフは知らない。まるで別人のようだ。

「セシリア、お前もしかして聖魔導士様のお付きで来たのか？」

「あ、いや……」

「こちらに用があるという彼女に同行させてもらったのです」

「こんな狭いところでお恥ずかしい……」

「構いません。無理を言ったのは私なのですから」

（わ、私……？）

「セシリアがなにかご迷惑を……？」

　突っ立っているセシリアを見て、母親が心配そうに顔を曇らせる。

「いいえ、彼女はよくやってくれています」

「セシリア、お前聖魔導士邸のメイドじゃなかったのか。いつから聖魔導士様と直接お話し出来る立場になったのだ」

「い、今もメイド──」

　耳を寄せる父親に反論しようとすると、ランドルフがそれを遮った。

「私が先日就任してから、女官として側についてもらっているのです。彼女には私を近くで支えてほしいと、昔から考えておりましたので。ええ、昔から」

　重ねられた言葉は恨みがましかった。セシリアはこちらに向けられているであろう怨嗟のこもった視線を無視する。

「たしかランドルフ様はセントラル魔法学園のご出身で、セシリアとは同窓だったと聞いています。もしやその頃から目を掛けていただいて……？」

「ええ、それはもう。彼女は学園の頃から優秀でしたから」

　でかした、父親の口が確かにそう動いた。そして、視線は下卑たものに変わる。宮廷で政治に関わっていたときと同じ目だ。

「ランドルフ様は公私ともにお忙しいことでしょう。いかがですか、私生活のほうでもセシリアはよく働くと思うのですが」

「お父様なに言ってるの!?」

「お前は黙っていなさい」

　鋭い声だった。

（お父様、ずっとこうだった……）

　王都にいたころを思い出して、セシリアは気持ちがすっと冷えていくのを感じた。

　反論を許さない独善的な態度。自分が決めた道しか許さない頑固さ。自分を育て上げてくれたことにはもちろん感謝しているけれど、家族の言葉にも耳を貸さない父の態度には辟易していたのだった。

（ランドルフも父のことを軽蔑したかしら……）

　権力にすり寄ってくる人物なんて、彼が一番嫌いそうな種類の人間だ。

　やはり、頭を持って部屋中引きずり回すのだろうか。

　恐る恐る見やるが、彼は態度を崩さない。

「セシリアを是非、妻にされてはいかがでしょう」

「それは素敵な提案ですね」

「ちょっと！」

　柔和な笑みの奥で、ランドルフの瞳がギラリと輝くのをみた。

　行儀良くしていたのは、父の言葉に乗るためか。

　自分の意見も聞かずに決めようとするなんて。ふつふつと怒りがこみ上げてくる。

「セシリア、もっと愛想良くしろ。お前のことを思って言ってるんだ。こんな玉の輿、もう二度と用意してやれん」

「そんなの頼んでないっ」

「ランドルフ様は平民の出身だったな。もしや、学園時代からお前に惚れていたんじゃないのか。手の届かないはずの貴族の令嬢がそばにいて舞い上がっていたんだろう。高嶺の花だったお前が、今度は自分よりも下の身分になって気が大きくなったのではないか？　可愛いことじゃないか。本来ならこんな下賤のものにお前を嫁がせるつもりはなかったんだがな」

　ぶつり、とこらえていたものが切れる音がした。

「……勝手なこと言わないで」

「セシリア？」

「ランドルフのことを知らないで失礼なこと言わないでよっ!!　お父様にランドルフのことなんて分からないでしょう!?　なにもかも自分の思い通りになるなんて思わないでっ!!」

「わ、私はお前のことを思って言ってるんだぞ」

「私、自分でなんでも決められるわ。学園を卒業してからずっとそうしてきた。だから余計な気を回さないで。……お母様を大事にしてるってわかって嬉しかった。王都にいたときのお父様より今のほうがずっと好きよ。どうか、私のことは気にしないで、もう貴族だった時のことは忘れて」

「セシリア……」

　呆然とする父親に、セシリアはふいと背中を向けた。

「ランドルフ、行きましょう」

「……そうだな」

　振り返らずに進むセシリアの背中を見て、ランドルフは眩しそうな笑みを浮かべていたのだが、セシリアはそれに気づかなかった。




「口に合わないのか」

　向かい合って座っていたランドルフに問われて、セシリアははっと我に返ると、持っていたナイフとフォークを動かし始めた。

　柔らかな鴨のローストを小さく切って口に運ぶ。

「美味しい……」

　思わずこぼすと、ランドルフは満足げに自分の食事を再開する。

（本当に、こんな料理食べたのいつぶりだろう）

　町で一番上等な宿の、最上級の部屋だ。当然出てくる料理も一級品である。

　広い部屋は二人だけに用意された物で、テラスの窓からは魔法でライトアップされた噴水が見える。ピカピカに磨かれた銀食器や、細かい地模様が織り込まれたテーブルクロス。職人が繊細な飾りを一つずつ手作りしている調度品に囲まれた部屋は、伯爵令嬢だったころの自分を思い出しそうになる。

　そして、向かいにいるのは今やこの国の誰もがお近づきになりたい、権力と富を持った男性なのだ。

　相変わらずランドルフは一つにくくった髪に、着崩すことのない服装で黙々と食事を進めている。

「──なんだ、やはり口に合わないか」

「ち、ちがっ、ちょっと疲れちゃって。お、美味しいわあ、この料理。鴨って大好き！」

「そうか」

（う……）

　邪気のない微笑みを向けられて、心臓がぎゅっと握られたような気分になる。

　疲れた、というのは半分嘘だ。今日はいろいろなことがあって確かに疲れていたが、食事の手が止まっていたのはランドルフに見とれていたからで。

（だって、やっぱり、ランドルフが別の人みたいで……）

　野性味に溢れた男性的な魅力は規律正しい着こなしに押し込められ、それが反対に色っぽく見える。露出されていないぶん、かえってなんでもない手首の骨張ったところや首筋なんかに目がいってしまう。

　余計なところに目をやらないように彼の顔を見れば、真正面からその端正な容姿と向き合うことになってしまう。

　背筋をピンと伸ばして、ソースの小さなしみひとつ飛ばさず食事する彼の姿は美しかった。

「っていうか、本当にランドルフ……？」

　思わず口に出すと、怪訝な顔をされる。

「他の誰に見えるんだ」

　ぶっきらぼうな物言いはやっぱり彼のもので、少し安心した。

「だって服装もだけど……学生時代はそんなふうに座ってるところ見たことがなかったし。食事だって……」

　授業中は机の上に足を投げ出していたし、立ち姿はやや猫背気味。そして意味なくまわりを睨みつけていた彼が。食べ物と言えばフォークで串刺しだった彼が。恐ろしいほどの変貌を遂げている。

　呆れたようにランドルフは半眼になる。

「なに言ってる。学生の時のような態度のまま聖魔導士になんか、なれるわけないだろう」

「でもすごい魔力を持ってたし……」

「まわり全部貴族なんだぞ。平民丸出しで、力があるからって登り詰めることなんてできるか」

　努力したのだ、全て。

　自分を高貴に見せる服装に、言葉遣い。姿勢に立ち居振る舞い。食事のマナー。それらは貴族の子息であれば生まれたときから徐々に身につけていくものだ。それを彼は一人の力で習得していったのだ。

「もしかして古典も……」

「ああ、あんなもん卒業前には覚えた」

「うそっ。だってあなた、古典の授業の前にいつも私のノート見に来てたじゃない」

「一年の頃だろ」

　確かに、言われてみれば卒業の直前にはそんなことはほとんどなかった気がする。

「それに仕事でああいう書類も読むからな」

「下級魔導士の仕事？」

「一年目なんかほとんど資料読みだぞ」

　自分の預かり知らないところできっと血の滲むような努力をしたのだろう。

　セシリアは心のどこかで自分ばかりが大変だと思っていたことに気づいた。

　爵位の剥奪に、やっかいな体質。慣れた仕事もランドルフと会うために変えた。そんな苦労は自分だけだと思っていたことが恥ずかしくなる。

　ランドルフは自分以上に頑張っていたのだ。

　つんと鼻の奥が痛くなった。

「別にそのくらい普通だ。聖魔導士になるって約束したから、当たり前のことだ」

「うん……」

「それにしてもお前の親父、相変わらずだったな」

　ランドルフが吹き出して、セシリアははっとする。

「いや会ったのははじめてだったが、噂通りだった。宮廷ではまだ武勇伝が残ってるぞ。抜け目ない狸親父だって」

「ご、ごめんっ。ごめんなさい、本当に……あそこで勝手に縁談を持ちかけるなんて、父も高位の人と話すのが久しぶりで舞い上がったんだと思う」

「別に父親が娘の縁談を勝手に進めるのなんか普通だろ。特に貴族出身なら」

「そうじゃなくて、すごく……失礼なことを言ったから」

　あの小さな部屋で、興奮した父親の声はよく響いていた。

「むしろ得したけどな。セシリアのあんなところが見られて」

「え？」

「お前、父親に反論したことなんて今までにあったのか？」

「ない……」

「じゃあ今日がはじめて口答えした日だな。あの啖呵良かったぞ」

「だ、だからあれはランドルフに失礼だから……」

「ああ。意外とかばわれるのは気分がよかった。それにお前は結婚したくないとは言わなかったな。俺の事が嫌いだからそんな話は進めるな、と。そういうふうな言い分ではなかった」

　にやりとランドルフの口元が歪む。

「そっ、それはっ、あそこでそんなこと言う必要ないからっ。私が怒っていたのは父がランドルフに対して失礼なことを言ったことであって」

「俺は別に怒ってない。お前の親父、話がわかるな。結構好きだぞ」

「なっ」

「外堀から埋めるってのは外交のいい戦略だよな。俺は意外と、お前の親父とうまくやる自信がある」

　上機嫌にワインをあおるランドルフを見てセシリアは大きくため息をついた。




　食事を終え、通された客室はちょっと迷いそうなくらいの広さだった。

　この階はまるごと一部屋のために使われているらしい。

　寝支度を終えて歩き回っているが、さっきから開けた扉はクローゼットに掃除用具入れ、裏階段に繋がる出入り口と、なかなか寝室にたどり着かない。

　今度こそはと豪奢な作りの扉を開けると、そこには大げさなくらい立派な天蓋付きの寝台があった。

「来たな」

「間違えましたー……」

　不本意だったのはランドルフがいたことだった。

　なぜたくさんある部屋の中から彼のいる部屋を当ててしまうのか。他にも寝室は用意されているだろうに。

　何も見なかったことにしてそのまま扉を閉めようとすると、扉はぴくりとも動かなくなる。魔法か、と気づいた時にはふわりと身体が浮いていた。

「早く来い」

　逃げる暇なんかもちろんなくて、身体はベッドの上に投げ出されていた。

「だから魔法をそんなふうに使っちゃだめなんだってば」

「逃げるからだろうが」

「それは」

「何度も何度も」

「ごめん……」

　セシリアは小さくつぶやく。

「ごめんなさい、本当に……」

「わかればいい。そんなにしょげかえるな」

　頭をぽんぽんと優しく撫でられて、押し寄せてくるのは罪悪感だった。

「……やっぱり、ちゃんと謝りたい。五年前、本当にごめんなさい」

　シーツにつくほど深く頭を下げる。

「あなたを見ててわかった。聖魔導士になるために、あなたはとんでもない努力をしたってこと。私がその足を引っ張ったことが改めてわかったの……」

　ランドルフの一番の武器は、他の追随を許さない魔力だったはずだ。ただでさえ立ち居振る舞いなどで差がつけられているのに、それすらを自分が奪ってしまった。

「顔をあげろ。そんなことを聞きたいわけじゃない」

「でも……」

「そういえば、言ってなかったな。聖魔導士になった景色がどんなだったか」

「あ……」

　──じゃあ俺が見てきてやる。聖魔導士になったらどんな景色が見えるのか。

　学生時代に約束した言葉が、まるで昨日のことのように呼び起こされた。

　ランドルフの横顔と、まだ少年らしかったあの頃の彼の顔が重なって見える。

「覚えてないか」

「まさか……！　ちゃんと覚えてるよ」

　その約束があったから自分は聖魔導士邸に来たのだ。きっと果たされると信じて。

「どうだった？　やっぱりいい気分……だったかしら」

「ああ、最高だった」

　ランドルフはふっと笑みをこぼす。

「お前がいた」

「え？」

「五年間ずっと探していた女が現れた。お前は聖魔導士になったらなんでも手に入ると言ったな。その通りになったと思った」

「ランドルフ……」

「努力とか苦労とか、あの瞬間どうでもよくなった。だからもう謝るな。俺が欲しい言葉はそれじゃないことくらいわかるだろう」

「な、なに？」

「返事だ。求婚の」

「え……」

「お前を娶ると言った。イエスと言え」

「イ、イエスは強制するものじゃないのでは……」

　適当にはぐらかさないと。けれどランドルフの瞳はまっすぐにセシリアを捉えていて、その真摯なまなざしになにも言えなくなってしまう。

「好きだ、セシリア」

「ほ、本気で言ってるの？」

「当たり前だろう。五年前、帰さなければ良かったと思った。──ずっと好きだった。お前だけが、俺を信じたからだ。腐っていた俺を、お前がここまで押し上げたんだろう」

「ちがっ、それはランドルフの努力で──」

「なあセシリア、お前が俺を好きだと思うのは自惚れか？　肌を合わせたのは、愛しいと思ったからじゃないのか」

「それは……」

「あのとき触れることを許されたのは勘違いなんかじゃないよな。そうじゃないとお前に触れることなんて俺にはできない……お前の父親の言うとおりだ」

「え？」

「高嶺の花だとか、俺が舞い上がっているだとか……あんまり的を射ていたから、正直むずがゆい気分だった」

　居心地悪そうに目をそらすランドルフに、ぽかんと口を開けて驚いてしまう。

「え、え？　ランドルフ、そんな風に思っていたの？　私が貴族だから？」

「違う……好きだから、触れられなかった。盗みもやった、ケンカもした。そんな俺の手でお前を汚すことはしたくなかった。だから、触れるのが怖かった」

「そんなこと一度も……」

「同時に、ずっと触れたかった。だからセシリアが俺の肌を受け入れてくれて……嬉しかった」

　いつものように下ろした黒髪からのぞく耳が赤く色づいていた。

　胸がいっぱいになって、苦しい。

（私はそんな美しい気持ちじゃなかったのに）

　もう二度と会えないランドルフを自分に刻みつけたかった。

　忘れないように、なんて独りよがりな考えで。ランドルフはこんなに自分のことを考えてくれているのに。

　五年前、彼の手は優しかった。

「ごめんね、ランドルフ……」

　そっと、温かな手に自分のそれを重ねる。

「またそれか」

「違うのっ……いなくなって、ごめん。なにも言わずに消えてごめん。あなたの気持ちを全然分かってなかった」

「セシリア……」

「私ね、五年間支えられてたの、あなたに」

　考えてみれば、卒業後はずっとランドルフが心の中心にいた。

　過ぎ去った思い出ではなく、いつか再会するという目標として。

「環境がたくさん変わって、つらいこともあった。けどね、いつかあなたに会うって、会わなきゃって思ったら、一生懸命になれた。あなたが私の新しい目標だったんだね」

　どんな苦労も、それまでの通過点だと思っていたから。

「そんなこと言ったら俺だって、一年の時からずっとお前との約束が目標だったんだぞ」

「うん……」

「馬鹿みたいだな。五年離れてたのに、ずっとお互い会いたかったなんて」

　ベッドに優しく押し倒されると、ランドルフが覆い被さってくる。

「好きだ、セシリア。お前が愛おしい。一生俺の側にいろ」

　熱をはらんだ瞳が近づいてくる。セシリアは目を閉じた。

　柔らかなものが自分の唇を塞ぐ。性急に唇を割られ、中にランドルフの舌が入ってくる。

　うごめく舌が自分のそれを絡め取っていく。抵抗せずにそれに応じた。

「んっ、ふ……っ」

　たどたどしく舌を動かすと、どちらのものかわからない唾液が口の端からこぼれた。

「……んんっ」

　大きな手が胸に触れる。布越しにやわやわと力を加えられ、柔らかな膨らみが形を変える。

　優しい動きに、胸の中心が擦れて硬さを増していった。

　身体の芯が徐々に熱くなっていく。

　お腹の奥がひくりとうごめき、気づけば何かを期待するように足をすりあわせていた。

「なんだ、もう欲しいのか？」

　喉の奥で笑いながら、ランドルフはセシリアのナイトドレスに手をかける。すっぽりと被るだけの絹地は簡単に脱がされてしまった。

　ランプの明かりに照らされ、セシリアは慌てて白い膨らみを手で隠した。

「隠されると余計に見たくなる」

「は、恥ずかしいから……」

「じゃあこっちだな」

　ゆるくすりあわせていた片足をあっさりと持ち上げられてしまった。

　下着越しとはいえ、秘めた部分がさらけ出されてしまい、慌てて足を閉じようと力を入れる。

「ちょっと……！」

「いい眺めだ」

　もちろんそんな抵抗は無意味で、ランドルフの力の前では足を閉じるどころか少しも動かすことができない。

（魔法使ってない……のよね？　なんて馬鹿力……）

　ランドルフは持ち上げた足を肩に掛けると真っ白な内ももへと視線を落とした。

　彼の視線の先には二匹の黒い魚が泳いでいる。

　その魚たちを愛でるようにそっと指先でそこをなぞった。

「俺との証が、お前の身体に刻まれている」

「あ……」

　皮膚のギリギリをなぞる微かな感覚に、セシリアの中がじわりと熱くなる。

「お前の白い肌にこそ、この紋は似合う」

「っ、そんなこと、ない……」

　ランドルフは下着に手を掛けると、一気にそれを脱がせてしまう。今度こそ遮るもののない秘所がランドルフの目の前にさらけ出される。

「期待していたな？」

　秘裂を二本の指がそっとなぞっていく。くち、と粘ついた音がした。

　薄らと蜜が滲んでいるそこを指が何度も往復する。

　閉じていた花びらが摩擦によってぷっくりと赤く色づいていった。

「っ、ふ……っ」

　わずかな刺激を悦ぶように身体がふるふると小さく震える。

　お腹の奥が疼いて、そのたびに秘所からは蜜が溢れる。

　それを指先に絡めると、ランドルフは柔らかな茂みのあたりをそっと上に引っ張り上げた。

　ランドルフは紅玉にそっと触れると、わざとくちくちと音を出すようにして、丸く捏ねていく。

「んっ、……はぁ……っ、んんっ」

　全身に痺れるような快感が広がり、隘路が絞り取るように収縮する。中からじわりと蜜が溢れ、外へ垂れていくのが分かった。

　ランドルフはしとどに濡れる秘裂から透明な蜜をたっぷりすくいとると、魔紋へと塗りつける。

「ん……」

「こうしていると本当に水の中にいるようだな」

　粘つく蜜の下には反射で少し歪んで見える魚がいた。

　自分が恥ずかしいところをこんなに濡らしていたことに、耳までかっと熱くする。

「や、やめて、そんなこと……は、恥ずかしい」

「お前が溺れそうなくらい濡らしているのが悪い」

　言うなり、ランドルフは濡れた腿へ口づける。

　空気を含ませ、わざと音をたてながら、そこへ塗りたくられていた蜜を舐め取っていく。

「やっ、やめて……！」

「やめてほしいことだらけだな、お前は」

　からかうように笑いながら、しかし舌をそこに這わすのをやめようとはしない。

　視線だけはセシリアの顔をしっかり見つめたままで、その光景から目を離すことができなくなる。

　濡れた腿に吸い付く彼はとても扇情的で、柔らかな肌をきつく吸われるとまた秘裂から蜜の溢れる気配がした。

「今度はこっちか。いつまで舐めてやればいい？」

「頼んでな──ぅぁんっ」

　大きな嬌声が漏れたのは、ランドルフがいきなり秘裂へと舌を這わせたからだ。

　秘裂に絡まる蜜を掬い上げるようになぞったあと、紅玉へと舌を進める。

　神経の集中したところに柔らかく湿った感覚がくることを覚悟していたのだが、いきなりそこへ歯を立てられて、思わず身体を震わせた。

「い、や──ぁっ！」

　かり、と軽く噛まれ、刺激を期待していた秘玉から全身へ過剰な快感が駆け巡る。

　身体をピンと張り詰めていると、今度はそこを優しく唇で挟み込まれ、じゅっと吸われる。

「は、ああぁぁぁ────っ！」

　身体が痙攣して、寝台の上で何度も跳ねた。

「やっ、ま、まって……ぇ、身体……だめ……っ」

　そのまま秘玉に触れようとするランドルフを力の入らない腕で制した。

　痙攣が治まらないまま触れられたら、おかしくなってしまいそうだった。

「……わかった。この間は性急過ぎたから、今日はゆっくりしてやろうと思ったんだが、すまなかった。まあこっちはじっくりほぐしてやる」

　下腹部をとんとんと指先で示される。

　ここに彼のものを受け入れたことを思い出して、中がひくりと一度収縮した。

　ランドルフはセシリアを横向きに寝かせると、自分はその後ろにぴったりと寄り添うように横になる。背中全体に彼の体温を感じる。すっぽり抱きしめられている感覚に、胸が高鳴った。

「お前の心臓の音がこっちにも響いてくる」

　耳元で低い声が響く。ぞくぞくと背中が粟立ち、シーツをぎゅっと握った。

　ランドルフは脇から手を前に回すと、立ち上がっていた胸の尖りをぴんと弾いた。

「あんっ」

「いい声だ」

　触れられないまま神経が集中してたそこには刺激が強すぎて、セシリアは身体を丸めて身悶える。

「そ、それっ、やあ……っ」

「イイんだろう」

　胸の飾りは刺激を喜ぶように真っ赤に熟れている。

　今度はそこを擦り合わせるように指先で摘ままれた。

「っ、ふ……ぅっ、ん……っ」

「声を我慢するな」

　ピリピリと痺れるような快感に唇を噛んでいると、無理矢理、口へ指を突っ込まれる。

　それを噛みそうになって慌てて口を開いた。

「んあっ、ふ、……ぁあっ！」

　くぐもった甘い声が響く。そのことに満足したのか、ランドルフは口内から指を引き抜く。透明な唾液がふつりと切れるとその指で胸から下へと一直線に辿っていく。

　みぞおちから臍へ、臍から下腹部へとなぞられるたびに背中をぞくぞくとしたものが走る。

　指は下生えをかき分け、秘裂にたどり着いた。

「やっぱり、舐め取ってやらないからすごいことになっているな」

　浅く指を入れてかき混ぜられると、ぐちゅぐちゅと粘ついた音が聞こえた。

　第一関節までしか入っていない指を欲しがるように中が蠕動している。

「急かすな」

　背後でランドルフが軽く笑った気配がした。

　そして、狭い肉壁を押し分けて指が二本入ってくる。

　離すまいとするように隘路はきつく締まる。

「急かすなと言っているのに。本当に素直な身体だな？」

「ちが……」

　否定するものの、中は指の形を感じるほどに締まっている。

　ランドルフはくいと軽く指を折り曲げた。内壁のざらついたところが押し上げられて、また身体がそわそわと快感を拾い始める。

「んっ、ふぅ……っ」

「ここにお前のいいところがあるんだ。五年前から」

　そこを優しく撫でていたかと思えば、かき混ぜるように円状に刺激される。

　そのたびに神経が研ぎ澄まされ、内壁の一部が快感を受け取る器官へと作り替えられていくようだった。

　セシリアはランドルフの腕の中で打ち震えながら、身体の変化に耐える。

「なっ、なんか変、へんなの……」

「変じゃない。よくなっているだけだ。今日はここでイくことを覚えろ」

　ぐ、とざらついたところを押し上げられる。

　お腹の奥のほうが熱く収縮した。

「はあぁぁっ！」

　視界が飛びそうになって知らずに足をばたつかせていた。

「やっ、怖い……！」

「怖くない」

　足をランドルフのそれで絡め取られ、快感を逃がせないよう固定される。

　耳に生暖かいものが触れたと思った瞬間、耳孔に舌が挿し入れられた。

「ふぁぁ──っ」

　じゅぶじゅぶと空気と水の混ざった音が頭の中いっぱいに響く。耳の中を犯されているような倒錯的な気分に、身体がぞくりと震えた。

　指の動きは止まらず、セシリアを快感の先へ連れて行こうと中をかき混ぜる。

「ら、ランドルフ、顔っ、見たい……！」

　首を後ろにひねってそう言うと、一瞬きょとんとしたあとランドルフが優しく口元を緩めた。

「好きなだけ見ていろ」

　くるりと反対側を向かされて、互いの胸がぴたりとくっつく。

　欲情してギラギラと輝く瞳がこちらを見ている。食べられてしまいそう、なんて思っていると唇を優しく食まれた。舌が差し入れられ、くぐもった声が漏れる。

　油断していると内壁を押し上げられ、目の前がちかちかと白む。思わず夢中で、広く硬い背にしがみついた。

「んんん────っ!!」

　深くまで沈んでいくような激しい快感が身体中を支配して、セシリアは思わず彼の背中に爪を立てた。

　身体が一度ぴんと張り詰めたあと、全身の力が抜けて行く。

「っ、はあっ、はあ……っ」

　酸素をかき集めるように肩で息をしながらぼんやりしていると、仰向けにされた身体にランドルフの重みを感じた。

　シャツを脱ぎ捨て、筋肉のしっかりとついた上半身が目の前にある。

「セシリア……」

　切なげに名前を呼ばれ、くつろげられた下衣からは、天を向く赤黒い欲望があらわになっている。

　まだ霞がかかったようにぼんやりとした頭でセシリアは必死に考える。

「まっ、て……」

　かろうじて出てきたのは弱々しく掠れた声だった。

　ランドルフは、欲望の先端で玉になっている雫と蜜を絡めるように、秘裂へそれを押しつける。

　さっき達したばかりだというのに、新しい快感を受け入れる悦びに隘路はまたひくひくと痙攣する。

「だ、め……」

　セシリアは機械的に拒否の言葉を吐き続ける。

　どうして拒まなきゃいけないのか、思い出せない。

　ただ、このまま流されてはいけない。

　ぼんやりとした頭がそれだけは警告してくる。

「お前が──セシリアが欲しい」

　余裕なくつぶやくと、ランドルフは一気に腰を押し進める。

　──私は欲しくない。

　──もうなにもあなたから奪いたくない。

　一瞬、理性で導き出した答えが頭によぎるが、熱杭が隘路を押し開く感覚にそれはすぐに打ち消される。

　代わりに快感が頭の中を支配する。

「あああぁぁぁっ!!」

　がつり、と肉の切っ先が奥へ当たる。内臓を押し上げられるような感覚すら、気持ちいい。

　蜜壁は今度こそ受け入れるべきものを迎え入れた悦びに、なかの熱いものをぴったりと締め付ける。

「動くぞ」

　最奥を何度も押し上げられるように突かれ、そのたび腰が溶けていくような強い刺激を感じる。

「はぁっ、やっ、あ、ああ……ぁっ」

　セシリアは首を振り、髪を乱れさせる。

「っはあ、っ、セシリア、そんなに、締め付けるな……っ」

「やっ、だって……ぇ、わかんな……っ」

　身体のコントロールなんてとっくに利かなくなっている。ただ与えられた快感に反応することしかできない。

「ずっと、お前の、ナカに……っ、居たいんだが、な……っ」

「あ、ああ……っ、はぁっ！」

「そうっ、締め付けられたら、かなわん……！」

　ランドルフの額から流れる汗が、セシリアの胸で跳ねた。その口調に段々と余裕がなくなっていく。

「っ、もう……っ」

　ランドルフが大きく腰を引いた。

　中を穿つものがなくなってしまう寂しさに、気づけば彼の腰に足を巻き付けていた。

「だめっ、行かないでっ！」

「どこにも、行くか……！」

　引き抜かれるギリギリで、熱杭は再び隘路に打ち戻される。一気に最奥まで貫かれて、一番深いところを押し上げられる。

「や、あああぁぁぁ──────っ!!」

　再び高みに登らされて、セシリアは大きく痙攣する。

　蜜路がきつく収縮し、ランドルフ自身を絞り上げた。

「っ、ぐ……」

　ランドルフが眉根を寄せ歯を食いしばると、中に埋まっていた肉が大きく脈打った。

　お腹の中に熱いものが広がっていく。

　──やってしまった。

　薄れゆく意識の中で、最後にそう思った。

　視界がブラックアウトする前に見たのは、自分の腿に泳ぐ三匹の魚だった。








四章　隣国王子には秘密の関係









　クローゼットルームを開けて、すぐに違和感に気づいたセシリアは大きくため息をついた。

　また誰かが勝手に中身を持ち出している。ばれていないつもりだろうが、いくら膨大な衣類が仕舞われているとはいえ、毎日使う部屋の配置が変わっていれば気づくものだ。

　犯人はわかっているけれど、わざわざ指摘する気にはならなかった。それより、今は自分に与えられた新たな役割をこなすのに必死だった。

　セシリアを聖魔導士付きの筆頭女官にする。

　父親の前で宣言したことを、ランドルフは王都に戻ってきてから、議会に無理矢理認めさせてしまった。最初は大反対していた議会側も、結婚を押し切られるよりはマシだと思ったらしく、最後には渋々許可したのだった。

　メイドから女官へ。大出世だが、セシリアはそんなことは望んでいなかった。自分が目立つ要職に就くなんて、ますますランドルフの立場を悪くさせるだけだ。

　他人が側をうろつくことを嫌うランドルフは、元々侍女や秘書をほとんど置いていない。セシリアが女官となり、彼の身支度から仕事の管理まで一手に引き受けることで、周りで世話をする人間がさらに減る。そう言われて仕方なくこの仕事を引き受けたのだった。

　彼の側から人を遠ざけられれば、それだけランドルフの秘密についてばれる危険が減るということだ。国一番の魔力の持ち主である聖魔導士が、今や紋なしになってしまったなんて誰にも知られるわけにはいかない。

　この任に就いて二週間ほどが過ぎた。簡単な仕事は覚えられたが、心労のほうにはまだまだ慣れない。

「なにをぼーっとしている」

「ランドルフ!?　勝手に入ってこないでよ」

　小花柄のドレスを手についぼんやりしていると、入り口にもたれて立っていたのはランドルフだった。

　執務室左側の続き部屋は彼の寝室だが、反対の扉はこの部屋へと繋がっている。本来ここは聖魔導士の妻に与えられる部屋で、だから廊下に出ずとも行き来できるようなつくりになっているのだ。

　天蓋つきの広々としたベッドも、ふかふかな織りの絨毯も、大きな鏡のついたドレッサーに揃いの椅子も。そして、室内にしつらえられた広いクローゼットルームもまるで貴族時代に戻ったようだ。

　これらの調度品が身の丈にあっていないことはよくわかっている。だからクローゼットの中身が少しくらい減ろうが、追求する気にはならなかった。

「ここは俺の生活空間だ。どこに入ろうが俺の自由だ」

「ああそう……」

　これ以上問答を続けていてもらちがあかない。セシリアは自分が起きたままのナイトドレス姿だったことに気づいて、慌てて手近にあった分厚い中綿のガウンを羽織った。

「隠す必要はないぞ？　悪くない眺めだった」

「昔はもっと紳士だったのに……」

「なんだって？」

「が、学生の時はランドルフのほうから身体を隠せって言ってくれたじゃない。あーあー、あの時のランドルフ可愛かったなあ！」

　やけになってそう言うと、ランドルフの太い腕がガウンに伸ばされる。

「ちょっ、掴まないでよ！」

「あの頃の自分に言ってやりたいものだな。硬派ぶって格好つけていないで、欲しいものには手を伸ばせと」

「な、なんの話!?」

「セシリアの寝間着姿が見たい」

「私は見せたくない、のっ！」

　本当に剥ぎ取ろうと思えばすぐできるだろうに、そうしないのはこの戯れを楽しんでいるからか。不躾な手を追い払って、なんとかガウンの前をかき合わせる。

「それより、髪！　あなた寝癖だらけじゃない」

　いつも艶やかなストレートヘアは今はかき乱したようにくしゃくしゃで、ところどころ重力に逆らって跳ねている。ランドルフはどうでもよさそうにそれをなでつけた。

「魔法がないとどうもいうことをきかなくて参る」

「髪のセットまで魔法でやっていたの？　お願いだからそんなことで魔力を無駄遣いしないで」

「別にいいだろう。減るものじゃない」

「減るのよ、普通の人は……」

　魔力というのは体力と同じで、使い続ければバテて枯渇してしまう。魔力の耐久テストで後半死にそうになっていたクラスメイト達をこの目で見てきた。魔法エリートの彼らだってそうなのだ。普通はここ一番で最大の魔力を使えるよう、温存して暮らすはずだ。

　けれど考えてみれば、ランドルフがテストでバテているところなど見たことがなかった。そもそもの魔力量が他の人とは違うのだろう。

「まあ、いいわ。どうせ今言ったって意味ないし……座って？　髪やってあげる」

「いやに親切だな」

「あなたが侍女をつけないから、私がやるしかないの。こんな頭であなたを議会に出すわけにはいかないもの」

　ドレッサーにランドルフを座らせると、ブラシをそっと髪にあてた。

「あら、とかしたらすぐ綺麗になるじゃない。素直な髪質なのね」

　いつものランドルフのように艶やかでまっすぐな黒髪が戻ってくる。

「……中身もこの髪質ぐらい素直だと、議会も喜ぶでしょうね」

「面白い冗談だな」

「いや、冗談じゃなくて……」

　そのとき、ブラシの先がランドルフのうなじにあたった。

「っふ」

「あ、ごめ……」

　痛かったろうかと、鏡越しに彼を見やると、ランドルフは笑っていた。

　眉を寄せ、肩をすくめながら吹き出している。それが子供のように屈託のない笑顔で、ふいに胸が高鳴る。

「くすぐったい」

「ご、ごめんなさい」

「いや、いい。……これなら魔法なんか、ずっとなくていい」

「なに馬鹿なこと言ってるの……」

「お前の手が心地いいんだよ」

　鏡越しに目が合い、ブラシを持つ手にランドルフのそれがそっと重ねられる。

　瞬間、なにか熱いものが爆ぜたように身体が一瞬で熱を帯びた。

「っ……」

　心臓の音が早い。身体中からぶわりと汗が噴き出してくる。──そして、お腹の奥がじんじんとけだるく疼く。

　足元がふらついて、セシリアは目の前のランドルフにしなだれかかる。

「セシリア？」

「ごめ、もうちょっと……こうさせて……」

　貧血とは違う。貧血特有の視界が狭くなる感じはなく、目の前はクリアに見えている。鏡の中で双眸を見開いているランドルフの様子も、顔を赤らめて後ろから抱きついている自分の顔も。

「セシリア……」

「なんか身体が変……だったんだけど、うん、もう……平気」

　沸騰して暴れ回っていた熱が引いていく。さっきまでの異変が嘘のようにいつも通りの身体に戻った。

　一体何だったんだろう。呆然としていると、ふわりと身体が浮き上がる。

「えっ、ちょ、なにっ」

　横抱きにされてランドルフが大股で歩き始める。事態を把握したときには、柔らかなベッドの上に下ろされていた。

「まどろっこしい誘い方だな。嫌いじゃないが」

「ちがっ」

　口元を緩めたランドルフがのしかかってくる。

　セシリアは腕を突っ張ってどけようとするが、そのままシーツに縫い止められてしまう。

「本当にそういう意味じゃないの！　なんだか身体が熱くて、立っていられなくて……」

「わかっている」

　ナイトドレスがだらしなくめくれ上がり、あらわになっていた足を持ち上げられる。頼りないシルクは腰のあたりまでめくれてしまい、足も下着も丸見えになってしまう。

「わかってない！」

「意地を張るな。──もう濡れている」

「っ！　……うそ」

　下着の上から秘裂をなぞられると、ぐちゅと湿った水音がする。

　つまりさっきのは──発情？

　そう思い至って、恥ずかしさに顔を赤く染めた。

「な、なんで、なんでこんな……」

「独り寝が寂しかったんだろう」

「違うっ、そんな、そんなわけない……」

　羞恥で瞳が潤んでくる。まさか、触れられてもいないのに恥ずかしいところを濡らすだなんて。

　ランドルフが下着をするりと足から抜き取ると、透明な蜜が糸を引いている。セシリアは目を閉じて顔を背けた。

「綺麗だ」

　ランドルフは指先でそっと腿に触れる。そこには三匹揃い、輪になって泳ぐ魚の紋があった。彼の魔力を全て奪った証だ。

　満足げに口元を緩めたあと、隘路に指が二本つぷりと挿し入れられた。

「ああ、このくらいならすぐに飲み込むな」

　触れられてもいないのに中は準備ができていて、早くそこに質量のあるものを受け入れたいと指を締め付ける。

　準備不足なのはセシリアの気持ちのほうだった。

「も、抜いて……。朝からこんなこと、してる場合じゃ……」

「いいのか？　こんなになってるのに」

　ぐりっ、と指をかき回される。

　最奥がきゅんと痺れてじれったい。

「抜いてもいいのか？」

　笑い混じりの声が降ってくる。

（わかってるくせに）

　理性の細い糸はふつりと途切れそうだった。本当はめちゃくちゃにかき回してほしい。けれど女官として役割をまっとうしなければ。二つの感情がせめぎ合っている。

「こら、集中しろ」

　ナイトドレスの上から胸の飾りに軽く歯を立てられ、腰が大きく跳ねた。

「あぁ……っ」

　身体の芯が痺れ、隘路がまた蜜を吐き出す。理性の糸は今度こそ切れてしまった。

「どんどん濡れてくるな。……もう入れてもいいか？」

「早く……」

　かすかに頷くと、ランドルフが下衣をくつろげる。赤黒い肉竿はふるりと天を向いて立ち上がっている。

「行くぞ」

　肉の切っ先をあてがわれ、中へとそれが割入ってくる。

　行為を重ね、すっかりその形を覚えた蜜路は、熱い塊を締め付けながら易々と熱を受け入れる。

「っ、セシリア……！」

「ランドルフっ」

　あとはもう拒む必要なんてない。夢中で彼の背中に手を回すと、シャツが皺を作った。

　ランドルフの腰が揺れて、一瞬のあと、熱杭が脈動した。

　自分の中に広がる熱いものを受け入れても、これ以上の『最悪』はない。そのことに安堵する。

　もう彼からは全て奪った。つまりこれ以上なにも奪わなくて済む。

　こうして身体を重ねても、公務時間が近づいている気まずさこそあれど、彼を受け入れた罪悪感はなかった。

　胸の中にはただ幸せな気持ちが広がっていく。

　ずっとこうしていたい、なんて思うのは罪だろうか。セシリアはぼんやりとした頭で思った。




　議会が始まる時間には完全に遅刻だった。

　ランドルフはそんなことお構いなしに出かけていったが、迎えの下級魔導士が扉の向こうでやきもきしているのを見てセシリアのほうは反省しきりである。

（今度からは気をつけよう……）

　とは言っても、押し倒されてしまえば力でかなうはずがないのは事実だ。

「……もしかしてあんまり嫌がってないのがばれてる？」

　魔紋が三つ揃ってしまった今なら仕方ない、と甘い考えを持っているのが透けて見えているのではないだろうか。

　少し気を引き締めないといけない。そう思いつつ、まだ幸福なけだるさが残る身体に、口元は緩んでしまう。

「さて、片付けでもしておきますか」

　両手で顔をぺちりと叩いて、午前用のドレスに着替え終わったセシリアは執務室へと移動した。

　ランドルフの就任直後にセシリアが呼び出しを受けたまさにその部屋だ。あのときは大臣がずらりと勢揃いしていて気づかなかったが、大人が十人ほどいてもまだ余裕があるくらい広い。

　さすがにここの掃除を一人でやるのは骨が折れるのでメイドが掃除に入っており、セシリアが片付けを請け負っているのは執務机の周りだった。

　背後に書棚の並ぶ机は、木目の美しいマホガニーの一枚板でできており、代々の聖魔導士がここで仕事をしてきた。

　メイドのなかでも入って日の浅いセシリアは、呼び出されるまでこの部屋に入ったことすらなかったが、今はなにが片付けるべきものでなにがそのままにしておくものなのか一目瞭然である。

　机周りは雑然としていて書物や書類がそこかしこに積まれている。インクの蓋は開けっぱなしだし羽ペンもぞんざいに転がっているが、その雑然さこそがランドルフがきちんと仕事をしている証なのだ。

（議会からはよく思われてないんでしょうけど、ランドルフはちゃんとやっているわ）

　執務は滞りなく進んでいるはずだ。なのにまったく関係のないところで株を下げているのが心苦しかった。

　本を閉じて書棚に戻しているとき、ふと、椅子の背もたれを見てぎょっとした。そこにかかっていたのは聖魔導士のためにあつらえられた白いローブだ。光沢のある生地の縁には金糸で精緻な刺繍が施してある。

　議会に出席するときは正装が鉄則だ。ただでさえ胸元を着崩したランドルフはいい顔をされないというのに、ローブまで忘れていったらひんしゅくを買う。

　セシリアはローブを小脇に抱えると部屋を飛び出した。

（まだ議事堂まではついていないはず）

　議会は聖魔導士邸の敷地内にある議事堂で開かれる。先回りして待ち受けていれば誰にも気づかれずローブを渡せるだろう。

　セシリアは表の道ではなく、屋敷沿いをぐるりと回って裏道へ進んだ。

　日当たりの悪いこちらの道を、主たる聖魔導士が使うことはないが、メイドたちは近道としてよく通る。

　小走りで木陰の道を駆けていると、その先に悠々と歩く広い背中が見えた。遅刻している素振りを感じさせないランドルフだ。どうやら彼も裏道を選んでいたようだ。迎えの下級魔導士はどこかへ追いやったらしい。つくづく単独行動を好む彼らしかった。

「ランドルフー！」

　議事堂のだいぶ手前で合流できたことに安心して弾んだ声を出す。

　ランドルフは振り向いて、はっと驚愕の表情になった。

「セシリアっ！」

　鋭い声にびくりとして思わず足が止まった。

　ランドルフがこちらに向かって走り寄ってくる。そのまま包み込むように全身を抱きすくめられ、同時に陶器の割れるけたたましい音がした。

「なっ、なに……」

　割れた陶器の中から、布きれのようなものが散乱し、あたりに舞い散る。

　反射的に上を向くと、アーチ窓が中途半端に開いているのが見えた。

「っ……」

「セシリア、大丈夫か!?」

　へたり込むセシリアの身体を抱き寄せたまま、ランドルフが顔をのぞき込んでくる。

「う、うん……」

「その返事は大丈夫じゃなさそうだな」

「ち、違うの。本当に平気。ちょっとぼんやりしちゃって」

「どこか怪我したんじゃないのか」

「ランドルフが来てくれたから、大丈夫」

「まったく、どこの馬鹿だ。あんなところに花瓶を置いたのは」

　ランドルフはアーチ窓を見上げたあと、あたりに散らばる陶器の破片に目をやった。

　聖魔導士邸でよく使われている、白地に青い花の絵付けがある花瓶だ。ほとんど粉々になっているが、一部残る特徴的な模様は確かにセシリアにも見覚えがあった。

「ちょっ、あなたのほうがケガしてるじゃない」

　おもむろにその破片を摘まみ上げる手の甲に、幾筋か赤い線が走っている。ランドルフは興味なさそうにそれを確認した。

「破片が飛んだようだな」

「大丈夫なの!?」

「ただのかすり傷だ。それより、お前今までよく生きてこられたな」

「え？」

「魔法があればこんなものかわすなり浮かすなり造作もないが、ただ落ちてくるものから身を守るだけで精一杯ではないか。よく死ななかったものだ」

　自分が今まで当たり前に見てきた世界は、彼にとってはものすごく危険な世界らしかった。

「魔法が使えないというのも困りものだな」

　独り言のようにつぶやかれた言葉に、胸がチクリと痛くなる。

　セシリアにとっては普通すぎて気づかなかったけれど、魔法を奪うというのは、彼の安全をも奪うということなのだ。

「おい、なにかあったらすぐに言え。魔法がないなりに、今の立場ならお前を守るくらいはできる」

「え、あ、私？」

「当たり前だろう。結構トロいところがあるからな、セシリアは。魔法も使えないんじゃなにがあるかわからん」

「自分の心配をしてよ……」

「馬鹿言え。俺は鍛えてる。少しくらい魔法が使えないからなんだ」

「魔法と筋肉を比べない！」

　呆れつつも、それでもなおこちらを当たり前のように気遣ってくれるのが嬉しかった。

「それにしても」と、ランドルフは花瓶と一緒に舞い散った布の端を拾い上げた。

「ぞうきんでも捨てようとしてたのか？　花瓶に入れておく意味が分からんな」

「そう、だね……」

　セシリアは見覚えのある布の正体に気づいていた。クローゼットから消えていたドレスにあしらわれていたレースだ。

　窓の向こうに見えたのは、ひらめく紺色のスカートと笑い声。あれは確かにミランダとカーラだった。少し前まで一緒に働いていた彼女たちを見間違うはずもない。

（やっぱり、ね……）

　予想が当たってしまったことに落胆と納得の気持ちが混じる。

「どうした？」

「……ううん、なんでもない。ほら、ランドルフはもういかないと。ちゃんとローブを着て」

「いや、こんなことをしたやつを探すのが先だ。下手したらこっちは死んでたんだ」

「それなんだけど……私に任せてくれないかな？」

「当てはあるのか？」

　問いかけに頷くとランドルフは渋い顔をする。

「犯人さえわかればこちらでなんとかする。お前がわざわざ危険に首を突っ込むこともないだろう」

「お願い、ランドルフ。ちゃんと解決するから」

　これは自分の問題だ。だからランドルフの力を借りたくない。

「本当に、平気か？」

　頷くと、ランドルフは渋々認めてくれたようだった。

「わかった。この件はお前に一任する。ただし手に負えないと思ったらすぐに俺を頼れ」

　彼の譲歩に感謝しつつ、頼るようなことはしないと心に誓った。





　◇






　セシリアが女官の任について一ヶ月ほどが過ぎた。メイドのときとまるきり内容は変わってしまったけれど、少しずつ複雑な仕事にも慣れ始めてきた頃。

　ランドルフが口にした隣国の王子の名に、思わずそれを聞き返した。

「ラトローズ王国のロジェ王子……が、どうしたの？」

「予定通り、明日中にはこちらへ着くと知らせがあった。一応伝えたまでだ」

「ちょ、ちょっと待って。ロジェ様がこちらに向かっている？　どういうこと？」

　ラトローズはここハイランズ王国の西側に位置する小さな国だ。ロジェはその第三王子である。そんな高貴な人物がいきなりこっちに向かっているなどと言われて、驚かないはずがない。

「どうして急にそんなことに……」

「急ではない。ラトローズとは昔から交流があり、使者の行き来も多い。節目の行事には来賓として王族を招くこともつねだ。今回は新しい聖魔導士の就任挨拶という名目で、議会が場を設けると取り計らった。ずいぶん前に国書も出しているはずだ」

　ラトローズとの親交が深いことは、かつて貴族階級にいたセシリアもよく知っている。

「でも聖魔導士就任の挨拶って……ロジェ様と直接会うってこと!?」

「面倒だがな」

　こともなげに言われて、セシリアは天を仰いだ。

「ど、どうしよう。下手なことしたら外交問題になるんじゃ……」

　彼の不遜な態度も気掛かりではあるが、一番の問題は今ランドルフに魔力が一つもないことだ。もしそれがバレたら──。

（なにもかも、終わりだ……）

　国一番の魔力の持ち主が、実は紋なしでした、などと知れたら大騒ぎになる。

　ランドルフはその地位から引きずり下ろされるのはもちろん、彼の事をよく思っていない議会から、国中を騙したと見なされて罰を与えられるかもしれない。それに、他国へ流出した情報を制御することも不可能だろう。ハイランズは落ちぶれたと噂になり、下手をすれば国力の薄さを狙われて他国から攻撃を受ける可能性だってある。

　真っ青になって狼狽えるセシリアに、ランドルフは呆れたようにため息をついた。

「そうパニックを起こすな。大丈夫だ」

「大丈夫って？」

「俺は別に議会がお膳立てした場がどうなろうとどうでもいいが、お前が困るなら協力する。気にしているのはおおかた、俺の振るまいと魔法のことだろう」

「そうだけど……」

「外交の場では行儀良く振る舞ってやる」

　その言葉は信用に足るものだ。聖魔導士に相応しい高貴な振る舞いをこの目で見た。

「で、魔法のほうは……？」

「そっちは……魔法を使わないようにするしかないな」

　思わずがくりと肩を落とす。それは対策とは呼べない。

「聖魔導士の力は国民の財だ。軽々しく見せるわけにはいかない、で問題ないだろう。相手とて無理に見せろとは言ってこないはずだ」

「確かに、我が国の聖魔導士様の力はそうあるべきだけど……」

　上手くいくだろうか。手放しで安心はできない。

「二週間もそんな生活かと思うと今から肩が凝りそうだがな」

「ん？」

「ロジェには西の客人用のスペースを丸々使わせる手はずになっている。それは議会のほうで整えてあるから、まあお前はなにも気にするな」

「ま、待って。ロジェ王子はこの屋敷に滞在するの？　二週間も!?」

「前任のときもそうだったと記録にあるが」

　さも当たり前のように言われて、セシリアは再び卒倒しそうになった。




　翌日、ロジェは予定通り、ラトローズ王国の国章がついた馬車に乗って屋敷へと現れた。

「ロジェ・ディ・ティエゾと申します。お招きありがとうございます。この歴史ある聖魔導士邸にてお目にかかれたこと、嬉しく思います」

　応接室のビロード張りのソファでロジェが柔らかく微笑む。細い金髪がさらりと揺れ、碧色の瞳が細められる。人当たりの良さそうな笑みと優雅な物腰はまさに王子だった。

　後方に控えていたセシリアも一瞬目を奪われた。生まれながらのものだろうか、彼の立ち居振る舞いには人の目を惹く優雅さがある。

「ランドルフ・ウェイドです。ロジェ殿のお噂はかねがね。ハイランズも是非ラトローズ王国の知力にあやかりたいものです」

「嬉しいな……研究所のことはご存じで？」

「もちろん」

　落ち着いたランドルフの声にセシリアの緊張は徐々にほぐれていく。こちらからは背中しか見えないが、彼が上手くやっていることは伝わってきた。

　ラトローズ王国は、国を挙げて魔力の研究を行っている。その分野では周辺諸国から一歩抜きんでた存在だ。

　その魔力研究の最先端である、国立魔法研究所の所長というのがロジェのもう一つの顔だ。そのことをしっかり抑えていたランドルフに感心していた。

（ちゃんと公務にいそしんでるランドルフって頼りになるわ）

　二人の話は弾んでいて、屈託なく笑うロジェの姿がよく見えた。少しだけ幼い印象になった彼を見て、ふとどこか懐かしいものを感じた。

（私、ロジェ様に会ったことある……？）

　引っかかりを覚えて記憶を辿ろうとしたとき、ランドルフがこちらを振り向いた。

「セシリア、ハイランズの研究所で一番古いものはどこだったかな」

「あ、ええと……南のティリッジかと。今は建物が新しくなりましたが、設立は一番昔のはずです」

　研究所の成り立ちについての話をしていたらしい。急に話題を振られて内心焦ったが、筆記テストではよく出る場所だ。学生時代の勉強が役に立ったと、ほっと胸をなでおろす。

「セシリア？　やっぱりセシリアだよね？」

　信じられないという顔で口を開いたのはロジェだった。

「うわ、嘘だろ……また会えるなんて」

「あの……？」

「僕だよ。覚えてない？　ロジェお兄様」

「おに……あ」

　その呼び名で過去の記憶がぶわりと脳裏によみがえる。

「お兄様……！」

　怪訝な顔でこちらを見るランドルフに慌てて弁解した。

「こ、これはあだ名っていうか。昔、パーティーで何度かお会いしたことがあって……」

　まだ父が失脚する前、上流階級の集うパーティーに参加した経験は一度や二度ではない。

　社交界デビューも済ませていない子供だったけれど、そんなときから顔を売れと父に連れられて、煌びやかな場によくいったものだ。

　幸いにも同じような境遇の子供はたくさんいて、いつも話し相手には困らなかった。ロジェもそんな中の一人だ。

（はじめて会ったのは七つのときだったかしら）

　二つ年上だから、お兄様。あだ名の通り、妹のように接してもらった。

　会った回数は多くないけれど、穏やかに話を聞いてくれるロジェはお気に入りの遊び相手の一人だった。

　そんな大切なことをなぜ忘れていたのだろう。

　ひとつはあだ名のせいだ。それで名前をすっかり忘れていた。それに、社交場での教育を受けていたといえどまだ子供。相手の立場の重さを理解していなかったことも理由のひとつか。

　呆れたようなランドルフの視線が痛い。

（どうしよ……せっかくランドルフが真面目にやってくれたのに。し、失礼なことしちゃったよね。気を悪くしたら……）

　だがロジェは、そんなことを気にする素振りもなく懐かしそうに目を細める。

「そっか、君はここまで上り詰めたんだね」

　その瞳は涙の膜でしっとりと潤んでいた。

　ロジェの両手に自分の手を取られ、がっちりと包み込まれる。まるで努力をたたえるような力強い握手だった。

　再会を心から喜んでくれるロジェに、セシリアの心もじんと熱くなる。

「あの、ありがとうございま……」

「失礼、このあとも予定が。屋敷の案内など詳しいことは従者をつけます」

　だが会話に割って入ってきたランドルフが繋がれた手をやんわりと払ってしまう。

「それは失礼しました。また明日から改めて交流を深められたら……セシリア、君とも仕事の後にでもゆっくり話したいな」

　目配せされて、セシリアは曖昧に頷くことしかできなかった。




「なんなんだあいつは。知り合いなのか!?」

　執務室に戻るなり、革張りの椅子に浅く腰掛けたランドルフは机の天板に足を投げ出す。さっきまでと打って変わって優雅さのかけらもない態度だ。苛立ちだけははっきりと伝わってくる。

「知り合いっていっても子供の時に数回会っただけよ。そのことすら忘れていたくらいだし……」

　説明しても、ランドルフの眉間の皺は取れない。

「それにしてはずいぶん親しそうだった。お前のこともすぐにわかったようだし」

「私も驚いた。ロジェ様って記憶力がとてもいいのね」

「十年以上会ってなかったのに急に手を握るのか!?」

「ただの握手じゃない。それに会ったのは子供の時だから、童心に返っただけじゃないかしら。元々気さくな方だったし」

　なにを言ってもランドルフの機嫌は直らなそうだった。

「どんな想像してるか知らないけど、本当になにもないんだからね」

「特別な友人ではあったんだろう。社交界で数度会っただけで泣くほど喜ぶものか」

　確かにロジェの喜び方は、たまたま知り合いに会っただけにしては大げさだ。だがそれにも理由がある。伝えるか迷ったが、少し調べればわかることだと話すのを決めた。

「あのね、ロジェ様も一つ紋なのよ」

　ランドルフは意外そうな顔をする。

「王族なのにか」

「正真正銘のね。なのに、一つ紋。だから私たち話が合ったの」

　有力貴族の一人娘セシリア。王家の血をひくロジェ。由緒正しい家系なのに、魔力は平民以下。それが二人の共通事項だった。

「ロジェ様は私ほど魔力が小さいわけじゃないけど、ご家族のなかではもちろん一つ紋の人なんかいなくて、とても苦労されてた」

　子供ながらにこれからの行く末が不安だった。周りに他の子供たちがいれば無邪気なふりをして遊んだけれど、二人きりになると自分の置かれた境遇についての話をした。

　解決する力は持ち合わせていなかったけれど、同じ悩みを抱えているのは自分だけじゃないとわかっただけでも貴重な経験だった。

　そんなロジェも今や魔法研究所の所長という地位を得ている。若くして智の最高峰を統べる責任者へ到達したのは、決して王族という肩書きだからだけではないはずだ。

「私のことあんなに喜んでくれたのもきっと……仲間意識、みたいなものだと思う」

　セシリアだってロジェが活躍しているのが嬉しい。それと一緒だ。同じような悩みを抱えていた友人がそれを乗り越えたのだ。喜ばないはずがない。

　本来は強い魔力の持ち主にしか与えられない、聖魔導士の筆頭女官という役職。その地位にセシリアが就いたことを喜んでくれたのだろう。

「仲間意識……ねえ」

　ランドルフはそれでもまだ腑に落ちない様子で腕組みをしている。

「それだけには見えなかったが」

「あなたが色眼鏡で見るからでしょう。これ以上なにを説明すれば納得してくれるのよ」

「お前は昔から鈍いところがあるからなあ」

「なっ、失礼ね。これでも結構周りの空気とか読むほうよ！」

「学生時代のこと覚えてないのか。お前に手を出そうとしたやつを何人も追い払った。お前は無防備すぎる」

「あ、あの時とは違うでしょ！　ロジェ様は王族だし、人格者でいらっしゃるわ」

「どうしてそんなことがわかる。十年以上会っていないのに」

「そりゃあ、評判の良さは聞いているし……」

　ラトローズ王国の第三王子ロジェは国民から慕われる素晴らしい王子だと、ハイランズでも評判は高い。その王子が昔の「お兄様」と結びつかなかっただけで、彼のことはちゃんと知っている。

「とにかく、不用意にロジェに近づくな」

「ご安心を。ロジェ様のことは両国の衛兵がしっかりお守りしてますから、近づきたくても近づけないわよ」

　まだなにか言いたげなランドルフの視線をあえて無視する。

　確かに、学生時代は彼が言うように下心を持って近づいてくる級友もいた。だがそれは王子であるロジェとは比ぶべくもない。

　行き過ぎた嫉妬が公務に支障をきたさないか、それだけが心配だった。




　明くる日の早朝、まだ女官としての仕事が始まる前にセシリアはそっと自室を抜け出した。

　ランドルフをはじめ、魔導士たちはまだ寝ているが、メイドたちはすでに活動を始めている時間だ。

　掃除や食事の支度で使用人たちが動き回る屋敷を、セシリアは小走りで目的の人物を探す。

（……いた）

　廊下の大きな窓を拭き上げる二人組。ミランダとカーラだ。

　二人は手慣れた魔法でクロスを絞ると、上部のアーチ窓へそれを滑らせる。雑談が盛り上がると雑巾の動きが乱雑になるのも、以前と変わらない。

　奥にいたカーラがこちらに気づいて、びくりと肩を震わせた。ミランダもその様子でセシリアに気づいた。一瞬、気まずそうに視線をさまよわせたが、すぐにいつもの勝ち気なまなざしを向けてくる。挑むような目つきにこちらのほうがひるみそうになるが、ぐっとこらえた。

「なによ、女官はもうクビになったわけ？　そうよね、ろくに魔法も使えないんだから」

「あんたみたいなのでも抜けたら大変なんだから。さっさと手伝いなさいよ」

　ミランダとカーラが口々に責め立てる。

　メイドだった頃なら曖昧に笑ってやり過ごしたかもしれない。でも、もうそんな態度でいるわけにはいかない。

「女官はクビになってないわ。メイドが足りないなら求人を出すよう伝えておく」

　毅然とした態度に相手は興を削がれた様子だった。

「なによいい気になって。ゴミクズみたいな魔力のくせに」

「あんたが聖魔導士様の女官なんて、なにかの間違いに決まってるのに」

　やはり、不満はそこだったのか。

　自分が身の丈に合わない立場を得たから。彼女たちが嫌がらせをしてくる理由は、想像していた通りだった。

　学生の時から散々理解していたことだ。立場にふさわしくない人間は、それだけで周囲の反感を買う。

　昔なら逃げ出していた。教室から走って、どこか人のいないところへと。けれど今は弱虫の学生じゃない。彼女たちからさらに嫌われようと、聖魔導士の女官として見逃すわけにはいかない。

「これ、わかるでしょ」

　ハンカチに包んでいたものを手の中で広げた。ミランダとカーラは顔を見合わせる。

「さ、さあね」

「知らないわよ……」

　持ってきたのは花瓶のかけらとレースの切れ端だ。ともすればセシリアたちの頭を割っていたかもしれない凶器。

　証拠を見せてもとぼける二人に怒りがわき上がってくる。

「とぼけないで！　窓からこれを落とすあなたたちの姿を見たの！」

　セシリアのクローゼットからドレスを盗んだことも、それを切り刻んだことも不問にするつもりだった。

　けれど花瓶を故意に落としたことは許せなかった。ランドルフは自分を守ろうとして怪我をしたのだ。

「……もう二度とこんなことはしないって言って」

　ミランダたちのしたことは決して許されるものではないが、すぐに屋敷を追い出すという選択肢は選べなかった。自分もメイドをしていた身だ。使用人たちは決して裕福な家系ではないことを知っている。聖魔導士邸をクビになった人間が、次に好条件の仕事に就ける確率は高くない。

　だからとにかく反省してくれれば。そしたら今回だけは見逃す。

　二人を問い詰めながら、祈るような気持ちだった。

「なによ……」

「え？」

「なによ、偉そうに！」

　祈りは届かず、ミランダがこちらにくってかかる。

「なんであんたみたいなのが聖魔導士様の側近になるのよ！　あんたみたいな足手まといが！　そんなのって……ずるいじゃない!!」

　ミランダが大きく平手を振りかぶる。

　呼応するように、壁に立てかけてあったモップが宙に浮いた。そして柄の先がぴたりとセシリアを狙う。

「ま、待って……そんなことしちゃ……」

　思わず腰がひけるが、ここで逃げ出しては駄目だという気持ちが、その場に足を張りつかせた。

　ミランダが腕を振り下ろそうとした、そのとき。

「取り込み中にすまないね」

　柔らかな声音に、張り詰めていたその場の空気がゆるんだ。

「セシリアに用があったんだけど……」

　微笑みをたたえて近づいてくるのは、ロジェだった。

　魔法の集中が切れたのか、モップは乾いた音を立ててその場に転がる。

「先約かい？」

　ロジェはミランダたちに声をかける。少し高めの穏やかな声には、しかし有無を言わせない迫力があった。

　笑顔の圧にセシリアまで居住まいを正してしまう。

「あ、あの、いえっ」

「しっ、失礼しましたっ。行こ、ミランダ」

　失態を見られて唇をわななかせるミランダを、カーラが引っ張るようにして去って行く。

　二人の姿が見えなくなって、やっとロジェの圧がゆるりと柔らかなものになった。

「大丈夫？　ちょっと雰囲気が危うい気がして声を掛けたんだけど」

「あ、ありがとうございます……助かりました」

　深々と頭を下げる。

　あのままだときっとミランダは魔法を使って攻撃していた。

　気持ちが高ぶれば魔法のコントロールは簡単に失われる。モップが飛んできていたらただでは済まなかっただろう。

　今さら震えが来て、スカートをぎゅっと握りしめた。

「……少し、話せる？」

「え、ええ」

　誘われるままに頷くと、ロジェがほっとしたように笑みを浮かべた。




　連れられてきたのはロジェに与えられた西棟の客間だった。

　その中でもプライベートな部屋として使われている一室に通される。

　空だった棚には本がほとんど隙間なく収納されていた。背表紙はどれもラトローズの文字で書かれている。自国から持ってきた本らしい。

　窓際に置かれた揺り椅子にはしおりのはさまれた本が一冊置いてある。サイドテーブルでは半分ほど減ったティーカップからまだ薄く湯気が立っていた。ロジェはこの部屋を書斎として使うことに決めたらしい。

　テーブルを挟んでソファに腰掛けると、ロジェ付きの侍女が紅茶を用意してくれる。茶葉もラトローズから持参したもののようで、ハイランズ製とは少し香りが違った。

「良かったら飲んでみて」

　勧められるまま口をつけると、紅茶の香ばしさと一緒に爽やかな香りが鼻腔を抜ける。

「おいしいです」

「紅茶とハーブをブレンドしたものなんだ。気に入ってくれたなら良かった」

「ラトローズではよく飲まれているブレンドなんですか？」

「そうだね。僕も朝、眠気覚ましに毎日飲んでる」

　幼少期は物腰の柔らかさが中性的に思えて、お兄様と呼びつつ姉のようでもあると感じていたが、改めて見るとロジェはすっかり大人の男性へと成長していた。当時は同じくらいだった背も、セシリアより頭一つ分大きくなっているし、カップを持つ手はしなやかだが筋張っている。

（女の子みたいに綺麗な子から、綺麗な男性になった……って感じ）

　不躾だとわかっていても、華やかな容姿をつい視線で追ってしまう。

「さっき、なにがあったか聞いてもいい？」

「え、えっと……」

　助けてもらった手前、事情を説明しなければと思うものの気が進まなかった。

　親身になってくれているとはいえロジェは隣国の要人だ。セシリアが抱えている問題はひどく内輪のもので、国の恥をさらすような居心地の悪さに思わず言いよどんだ。

「……ごめん。楽しい話をしようか。改めて、女官への登用おめでとうセシリア」

「あ、ありがとうございます。ロジェ様のご活躍もこちらまで届いております」

「嬉しいな。君とこうして仕事の場で会うことになるなんて」

「本当に……昔は考えもしませんでした」

「覚えてる？　僕ら会うたび悲観的なこと言っていたよね」

「置かれていた環境が環境でしたから……」

　他の子供たちと一緒にカードゲームや外遊びに興じた思い出はおぼろげだけれど、二人で話したことはどんどん鮮明な記憶がよみがえってくる。

　特にロジェの記憶力には驚いた。まるで、昨日のことのように口調まで再現してみせるからだ。

「魔法を使いこなす感覚、ですか。確かにそんなことも話しましたね。私は特に魔力が低かったから」

「誰も僕の魔法になんか期待してなかったから、尊敬のまなざしが少し心苦しかったな。君ぐらいだよ、トランプを二、三枚浮かせてすごいなんて言ってくれたの」

「本音ですもの」

　ロジェは照れたように小さく笑う。

「ところで、君の父君がその……失脚されたという噂を聞いたよ。その後大変だったんじゃないのかい？」

「そんなことまでご存じなんですか!?」

「ハイランズとは親交が深いからね。主立った政治の動きには関心を持つようにしてる。それに君にも関係のある話だ。気にならないはずがない」

「ご心配おかけします……その、大丈夫です。色々ありましたけど、今はこうして元気にしているので」

「君の家が爵位を返上することになったと聞いて、もうこうして会うことはないと思っていたんだ。本当に頑張ったね」

　まっすぐにたたえる言葉に胸が熱くなる。

　異国の地で自分の身を案じてくれていた人がいた。それだけで勇気がわいてくる気がした。

「ロジェ様は社交界で会ったかたのことはみんな覚えているんですか？　私なんかもうずっと会っていないのに」

「まさか！　君は特別だよ。だって僕の気持ちをわかってくれるのは、ずっと君だけだったんだから」

　彼はあれから、内面を晒け出せる人を見つけることができなかったのだろうか。それとも王族として、さらには研究所を統べる人物として、弱みを見せないようにしてきたのだろうか。

　息苦しい彼の生活を思うと胸が締め付けられた。

「君は昔から前向きだったよね。こんな力しかないけど頑張ってみるって、泣き言ばかりで終わらなかった」

「そう……でしたか？」

「だから僕の励みにもなっていた。隣の国の女の子も、僕と同じような気持ちで頑張っているんだって思えたから」

　それはきっと自分なりの強がりだったろうけど、ロジェへのエールになっていたのなら喜ばしいことだ。

「今度は僕が君を助けたい。だから困ったことがあったらなんでも言って。君の力になりたいんだ」

「そんな……」

　ロジェの手がそっと自分のそれに重ねられる。瞬間、ぞわりと総毛立って思わず振り払うようにして手を引っ込めていた。

「あ、ごめん」

「いえ……」

　どうしてそんな態度を取ったのかわからない。昨日だって握手をされたのに。

（でもなんだか今のは……嫌だった）

　ロジェは善意のつもりだったろうに失礼なことをしてしまった。それでも本能的な危機感を感じてしまったのは事実だ。

（意識しすぎよね。ランドルフがあんまりしつこく関係を聞くから）

　そうに違いないと無理矢理自分を納得させる。

「それにしても、どうやって女官の地位を手に入れたの？　ランドルフ殿は聖魔導士の任に就いたばかりだというのに、思い切った登用だよね」

「え、ええ……」

　仕事の話に戻ったのはロジェなりの気遣いだろう。けれどランドルフとの関係を正直に言うわけにもいかない。適当にはぐらかそうとするが、集中が途切れて上手く考えがまとまらなかった。

（この部屋、なんだか熱くない……？）

　全身にじとりと嫌な汗が噴き出る。頭の芯が痺れたようになって、身体の力が抜けていく。

　そのときになってやっと、部屋ではなく自分の身体が熱くなっているのだと気づいた。

　浅い呼吸を繰り返して、一瞬意識が遠のく。

「セシリア!?」

　陶器のぶつかる耳障りな音で、意識が戻る。

　気づけば身体は絨毯に横たわっていた。どうやらソファから倒れてそのまま床に寝そべっているらしい。

　ロジェの慌てた声がぼんやりとした意識の向こうに聞こえてくる。

「ひどい熱だ……！」

　抱き起こされて、ロジェの手が額に当てられる。そのままブラウスのボタンに手が伸ばされて、セシリアは小さく首を振った。

（いや……そんなことしないで……）

　抵抗したくても身体が自由に動かない。さっきまでお茶を飲んでいたはずなのに、喉もカラカラに渇いて上手く声が出なかった。

　そのとき、廊下に荒々しい足音が聞こえて、人の気配が強くなる。

「セシリア！」

　ノックもなしに扉が開け放たれる。

　声の主は険しい顔をしたランドルフで、こちらを見るとさらに視線を厳しくする。

「なにをしている」

「セシリアが倒れたんです。熱があるらしい。今医者を呼ぼうと……」

「触るな」

　うなるような声を上げて、セシリアの身体は逞しい腕の中に奪取される。

（ランドルフの匂いだ……）

　横抱きのままランドルフは歩き始める。微かな揺れが心地いい。

　よく知った香りに安心して、気づけばまた意識を手放していた。




「ん……」

　次にセシリアが目を覚ましたのは、ランドルフの寝室だった。自分の身体は彼の大きな寝台に横たえられている。

「気づいたか」

　傍らに座っていたランドルフがほっとしたように口元を緩めた。

「どうして、私……あ」

「ロジェの部屋で倒れていた」

　よく絞ったタオルでそっと汗を拭われる。いつもの荒っぽい彼からは想像できないくらい繊細な手つきだった。

「また急に身体が熱くなって……」

「そんなことだろうと思った。医者を呼ぼうか？」

「ううん、もう平気。休んだら元通りになったみたい」

　さっきまでの気が遠くなるような灼熱感はまったくなくなっている。

（頭の中まで熱くなるような不思議な感じだった……それに、ランドルフと身体を重ねるときのような、こ、興奮する感じもあったのよね）

　足をもぞりと動かせば、秘めた場所が微かに濡れている気配がした。

　今は高ぶった欲を感じないが、蜜だけがまだまとわりついて残っている。

　恥ずかしさに思わず鼻の上まで掛布を引っ張り上げた。

「どうした。今度は寒いか？」

「う、ううん。なんでもない」

　症状が出たのはこれで二度目だ。以前はランドルフの髪を梳かしているとき。今回は意識を失うくらいだから、さらにひどくなっている。

「本当なら医者に診せるべきなんだろうが……」

「そしたら魔紋のことがばれちゃうものね。ありがとう、お医者様を呼ばないでくれて良かったわ」

「無理はするなよ。別に俺はばれたって……」

「本当に大丈夫だってば！　今はぴんぴんしてるんだし」

　顔色の良くなったセシリアを見て、やっとその言葉を信じてくれたらしい。

　安堵の表情は、しかしすぐに険しいものになる。

「それよりどうしてロジェの部屋にいた。近づくなとあれほど言ったのに」

「ご、ごめん。流れで」

「まさかあいつになにかされて発作が出たんじゃ……」

「ち、違うわ。ただ昔の話をしてただけ。発作とは関係ない」

「昔の話、ねえ……そんなに思い出話が大切か」

「ロジェ様はそう思ってくれているみたい」

　自分の存在が励みになっていたのだと、ロジェはそう言った。

　大げさだと軽く笑われるかと思えば、ランドルフは意外にも真剣なまなざしで頷く。シーツの上でそっと手を重ねられ、そのまま形を確かめるように何度も軽く握られる。

（ランドルフに触られるのは全然いやじゃない。むしろ、落ち着く）

　ロジェのしなやかな手とは違い、節の目立つ無骨な手なのに、なぜだかとても心地いい。

「ロジェもお前に会って考え方が……言ってしまえば人生が変わったんだな」

「も？」

「俺ももし人生を二つに分けるなら、お前に会う前と出会ってからだ。お前に会って俺は変わった」

「ランドルフ……」

　自分を見つめるランドルフのまなざしはとても優しげで、急に愛おしさがこみ上げる。

「それって、いいほうに？」

「どっちだと思う」

「いいほうだったら、嬉しい」

「良かったな。当たりだ」

「どんな風に変わったか、教えて？」

「それも当ててみろ」

「そうね……」

　彼のいいところならたくさん知っているけれど、自分との出会いで人生を変えるほどの好転があったかというと、自信がない。

「わからない。あなたは私と会う前からきっと素晴らしい人だったもの。でもね……ランドルフが私と会って、それが自分にとって良かったって思えるなら、こんなに嬉しいことはないわ」

　ロジェに言われたときも、とても嬉しかった。感動すらした。

　けれどランドルフにそう言われると、心の中をなんて形容すればいいのかわからなくなる。嬉しいなんて言葉じゃ足りなくて、胸がいっぱいになって苦しいくらいだ。

　溢れた気持ちを表すかのように、いつの間にか彼の指をきつく握り返していた。

「俺は……セシリアの小さい頃を知らない」

　拗ねた声色に顔を上げる。

「だからもうあいつに近づくな」

「どういうこと？」

「俺の知らないセシリアを知って、二人だけの思い出を持ってるのがなんか……腹が立つんだよ。俺の方が先に出会いたかった！」

　予想していなかった言葉にぽかんとしたあと、つい吹き出してしまう。

「なっ、なにそれ……っ」

「笑うな！」

「ごめ、でも……」

　居心地が悪そうに視線をそらすランドルフが可愛いと思ってしまう。

「ねえ、子供みたいなこと言ってるって気づいてる？」

「うるさい」

　先に出会ったほうが勝ちだなんてルール、存在するはずもないのに。幼稚なやきもちが、今は心地よかった。








五章　没落令嬢の魔法の真実









　屋敷のロングギャラリーには、歴代の聖魔導士が収集したとされる美術品がずらりと揃えられている。大切な客人が来たときにはこの部屋を紹介するのがつねとなっており、もちろんロジェも例外ではない。

　いにしえの悪魔を封じ込めたとされる小箱など、真偽の定かでない迷品から、かつての聖魔導士が、学生時代に遊学先で要人を助けて送られた大きなサファイアなど、歴史的価値の高いものまで年代も様々な品が並ぶ。

　ランドルフの説明はよどみなく正確だ。

　だが、暖炉の上に飾られた大きな絵画のあたりで、うんざりしているのが手に取るようにわかった。口調はぞんざいで、内容も雑になっている。

「で、これが北の領地の絵、と。これは先々代の聖魔導士が水門を作った記念に描かれたもんらしい。はあ……」

　ランドルフのことを責める気にはなれなかった。ロジェがさきほどから気もそぞろなのだ。これではなんのために教科書のような文言をそらんじているのかわからない。

　ロジェは芸術品の鑑賞もそこそこに、セシリアとランドルフへ交互に険しい視線を送っている。

　理由はわかっている。今朝、部屋のドアにメモが挟まっていたのだ。

　──二人は恋人同士なの？

　男性の筆跡でそう書かれた、二つ折りの小さな便せん。四隅にはラトローズの国章が入っていた。

（私とランドルフの関係について疑ってるんだわ）

　それで今日は意味ありげな視線を送り続けているのだ。

（どうしてそんなこと聞くの？　まさか私たちの秘密についてなにかばれたの!?）

　ランドルフの魔力が全くないということを感づかれたのではないか。メモには魔力のことはなにも書かれていなかったが、遠回しに探りを入れている可能性だってある。

　どこまで知ってるんですか、なんて聞けるはずもなく、セシリアもそわそわと朝から落ち着かない。

　そのとき十五時を告げる柱時計の鐘が鳴った。

「お二人ともお疲れではありませんか？　お茶の準備をいたしますね」

　ひとまず女官として予定をこなさなければ。薔薇の花びらを浮かべた紅茶やスイーツが用意され、ランドルフとロジェがギャラリー内のティーテーブルで向かい合う。

　ロジェが指先を軽く振ると、シュガーポットから角砂糖が二つ、ふわりと宙に浮き上がる。綺麗な弧を描きカップの真上に到達するとそのまま静かに琥珀色へ沈んだ。

　魔法の発動も角砂糖の動きにも無駄がない。優雅な魔法にセシリアは驚いた。

（ロジェ様は魔力が小さいことを気にされていたけど、それでもずいぶん使いこなしている）

　このくらいは二つ紋の貴族なら日常的にできることだ。けれど元々の魔力が少ないと、魔法の調節も難しい。今のような柔らかな動きは一定の魔力量を保つことが求められるが、魔力が小さいと力を絞りすぎて途中で消えてしまうことが多い。もしカップの真上で魔力が途切れれば、そのまま角砂糖は飛沫を上げてどぼん。貴族らしからぬ無作法になってしまう。

　ロジェがまるで二つ紋の貴族たちのように振る舞うのをみて、彼がどれほど努力してきたのかを垣間見た気がした。

　問題は、ランドルフだ。

　本来なら、彼にとって今と同じことをするのは、呼吸と同じくらい簡単なことのはず。しかし彼は今紋なしなのだ。

　セシリアは角砂糖に向かって意識を集中させる。

　唇を噛みしめ、拳が震えるほど力を込める。だが健闘虚しく、砂糖はその場でころんと角度を変えただけで、少しも浮かなかった。

（そんなあ……）

　改めて自分の魔力の小ささに泣けてくる。

　ランドルフはさっさとシュガートングを使って紅茶に角砂糖を沈めた。

「なぜ魔法を使わないのですか？」

「この魔力は国民のものです。おいそれと日常的に使うわけにはいかないんですよ」

「なるほど、素晴らしい考えです。あなたの強力な魔法が見られないのは少し残念ですが」

　ロジェは本心から納得しているようだった。

　うまくかわしてくれた。この場にいる誰も、ランドルフがまさか魔法が使えないなんて思いもしないだろう。

　ほっとしたのもつかの間、ロジェの関心は今度はこちらに寄せられる。

　見つめられて、不思議に思いながら微笑みを返すが、視線は注がれたままだ。

（も、もしかして、今返事を求められてるの!?）

　使用人達がまわりに控え、なによりランドルフがいる場で答えられるはずもない。

（二人きりになれることもそうそうないし、質問の返事を聞きたいのはわかるんだけど……）

　イエスともノーとも発声するのははばかられる。セシリアは人差し指で、胸の前に小さな×印を作った。

　二人は恋人同士なのか。──答えはノー。

　ジェスチャーを見て、ロジェはぱっと笑顔になる。

「どうされました。うちの女官になにか」

「いえ……具合はどうかと少し気になったもので」

「ああ、その節は失礼しました。私の女官が」

　心なしか「私の」を強調した気がしたが、ロジェは気づいていないようだった。さっきまでと打って変わって、朗らかな雰囲気を纏っている。

「責任のある大変な仕事でしょう、セシリア。たまにはまた息抜きにくるといいよ」

「え、っと……」

「私の女官を引き抜かれては困りますねえ」

「休憩くらいあるでしょう。まさか起きて寝るまで仕事ということもないはずです」

　口調こそ丁寧だが、言葉の端々に棘があるような。二人の間に火花が散っている気がした。

（ランドルフはともかく、ロジェ様までどうしちゃったの）

「そろそろ時間かな。このあと町を視察に行くんです」

「ではこの辺で切り上げましょう」

「ではまた明日。セシリア、じゃあね」

　退室するロジェは、友人のように気さくな笑顔をこちらにだけ向けていた。




「まずいわ、ロジェ様の様子が変。なにかバレたのかしら」

　執務室に戻り、気分はぐったりしながらも身体を休ませる気にはならなかった。むしろロジェの態度が気になって、意味もなく部屋をぐるぐると歩き回ってしまう。

　ランドルフはどっかりと椅子に掛けてその様子を眺めている。

「たしかに様子はおかしかった」

「やっぱり!?　ランドルフも気づいてた!?」

「あんなにお前のことばかり見ているんだから、気づかないほうがおかしい。あいつとなにがあった。……まさかまた隠れて会ったんじゃ」

「ち、違うってば！　ただ、私たちの関係を気にされてるようで……だからランドルフの魔力のことがなにかバレたんじゃないかと思って」

「それはないだろう」

「じゃあロジェ様はどうして私たちのことを勘ぐっているの？」

「お前……やっぱり鈍いな」

「なっ、どうしてそうなるのよ」

「どうして関係を気にするかなんて、そんなの……まあいい。わからないならそのままで」

「教えてよ」

「いやだ。お前の鈍さに苛立つロジェを見ているほうが面白そうだ」

「なにそれ……」

　こちらは面白そうなんて感じる余裕はないというのに。

「そう不安そうな顔をするな。ロジェは魔力のことなど疑ってもない。それに俺は別にバレてもいいしな」

「そんなっ」

「が、そんなヘマはしない。お前が困ることをすると思うか？　俺がそんなに信じられないか」

「あ……」

　ランドルフはくだらない意地悪はするけれど、こちらが本当に守りたいものを台無しにするような人ではない。

「ごめんね、そういうつもりじゃなかったの。あなたのこと信じてるわ。今日もきちんと務めを果たしてた」

「そうだろう。まったく、相手をするのも退屈だというのに、毎日毎日予定に組み込みやがって……」

　いつもの公務の間にロジェとの交流の時間を設けられて疲れている様子だった。気の進まない相手と談笑するというのは確かに大変そうだ。

「ランドルフ……」

　気づけば、艶やかな黒髪にそっと手を伸ばし、幼い子にするように優しく頭を撫でていた。

「えっと、疲れているみたいだったから……ごめん、いきなり」

「いい。……ん」

　先を促すようにずいと頭を差し出される。

「気に入ったの？」

　子供扱いされているようで嫌がるかと思ったが、そのまま手の感触を楽しむようにランドルフは目を閉じる。気持ちの良さそうな様子を見ていると時間の流れがゆっくりに感じられた。




　──翌日。

　この日案内するのは敷地内にある図書館だ。円柱状の建物に入ると、中は壁に沿ってぐるりと書棚になっている。中央のらせん階段を使って上下の行き来ができるが、ほとんどお飾りになっていて、凝った装飾も相まって巨大なオブジェのようだった。

「書籍を魔法で管理するのは、どの国でも取り入れられていますが、この図書館は聖魔導士様の魔力を使って、国内でも比較的早く魔法整備が進みました」

　先頭を行く司書が高い天井を見あげながら説明をしていく。

　頭上には取り出された本や返却された本が飛び交っている。

「おかけでいちいち書棚の前に行かなくてもこうして魔法で本を取り出したりできるんです。もちろんロジェ様もご存じだと思いますが」

「ああ、うちの研究所でもこうして書物の管理をしていますね。ですがこの図書館のように広い空間で管理しているわけではないので……ここはよく考えられている。中央に空間があることで本同士がぶつかる事故も少ないでしょう」

　司書の説明を熱心に聞いているロジェは研究者の顔をしていた。昨日と違って純粋に興味を示していることにほっとする。

　反面、ロジェに続くランドルフはあくびをかみ殺して暇そうにしている。肘でつつくと、わかっているというように目配せされた。

　セシリアの後ろには大臣達も続き、毎日予定通りのもてなしが行われていることに満足げだった。せっかくご機嫌な彼らにランドルフの緩んだ態度がばれたら、また嫌みを言われかねない。

「中を自由に見てもよろしいでしょうか」

「ええ、もちろんですよ」

　ランドルフが接待用の笑顔で応じると、ロジェはらせん階段を上っていった。

　ロジェの魔力でも本は取り出せるが、建物の構造を見るためにわざとそちらを選んだのだろう。自分の魔力では本の一冊も取り出せないセシリアは、以前体質についての調べ物であの階段を何度も往復したことを思い出して遠い目をする。

「少し休むか」

　暖炉の前に用意された揺り椅子へ向かうと、ランドルフは腰掛けて目を閉じる。

「こんなに図書館が快適だとは思わなかった」

「来たことなかったの？」

「前は魔力だらけで落ち着かなかったんだ。ここに来ると細かい魔法の気配にあてられる。人混みの中で揉まれているような不快な感覚で、だからいつも長居しようなんて思ったことがなかった」

　ランドルフほどの魔力の持ち主だと感覚が鋭すぎてそんな不都合もあるらしい。

「お前も少し休んだらどうだ」

　勧められるまま隣に座ろうとしたとき、どこかから鋭い視線を感じた。視線を上に向ければ二階の書棚の隙間からこちらをうかがうロジェと目が合った。

　昨日しっかり否定したというのに、まだ関係を疑っているんだろうか。とにかくランドルフと一緒にいるのはまずい。二人きりでいてはあらぬ誤解を生むだけだ。

「私、地下の書庫にいます！」

「あ、おい──」

　小走りで地下への細い階段を駆け下りた。

　吹き抜けになっているのは地上階だけで、地下は廊下の左右に小さな部屋がいくつも並ぶ作りになっている。

　所蔵されているのは古い本や専門分野の本だ。めったに使われない本ばかりだから、その辺に本が浮いていることも少ない。かわりに、整理の済んでいない本があちこちに積み上げられている。棚の中も順番がばらばらで、あまり手が行き届いてはいないようだった。

（二人は恋人同士か、ね……）

　しんと静まりかえった空間で、反芻するのは昨日のメモの言葉だ。

　改めて考えてみると、その答えはすんなりと出せるものではなかった。

　自分たちはどんな関係なのか。そこにどんな名前がつくのか。

　元同級生。仕事の上司と部下。そんな薄っぺらな関係ではないと思う一方、恋人や結婚相手とは堂々と言えない自分がいる。

（ランドルフだったらなんて言うかな）

　──自分の妻。再会したときから、彼はその関係を望んでいる。

　困る。とても困る。自分には荷が重い。理性ではそう思うが、心は少しだけ軽くなる。彼にとって自分は必要な人間なのだと、嬉しくなる。

　その立場にはもっとふさわしい人がいるはずなのに。五年前からわかっていたことが、今こんなに苦しい。それは、彼と深く付き合いすぎたからだろうか。

（私、ランドルフに魔紋を返すために会いに来たのに……）

　その前提が変わってしまいそうで怖い。自分の立っている場所が急に不安定になった気がして、拳をきゅっと握った。

　そのとき、入り口の階段を誰かが下りてくる音がした。

「やあ」

「ロ、ロジェ様!?」

　顔をのぞかせたのはさっきまで二階にいたロジェだった。そのまま彼は小さな所蔵室へ入ってくる。

「どうされたんですか。上を見学していたはずじゃ……あ、古い蔵書にもご興味が？　どうぞゆっくりごらんになってください」

　それとなく席を外そうとするが、ロジェが入り口の前に立ち塞がる。出入りできるのはその一箇所だけだ。閉じ込められたのも同じ状況に、急に息苦しさが増した気がした。

「あれ、本当？」

「あれというのは……」

「ランドルフとは本当に特別な関係はないの？」

「も、もちろんです。どうしてそう思われるのですか」

「君が倒れたとき、彼が探しに来た。そのときの様子が尋常じゃなかったからね──殺されるかと思ったよ」

　口調は冗談めかしているが、目は本気だった。

「そ、それは失礼しました。多分聖魔導士様も焦って……あの、部下思いな方なので。目つきもお悪くいらっしゃるし、あはは……」

「部下思い？　そんなんじゃなかった。まるで縄張りを荒らされた獣みたいだったよ。君を特別な女性だと思ってなきゃ、ああはならない」

「そ、そんなことは……」

「君は？　君の方はランドルフのことをどう思っているの。本当に聞きたいのはそこなんだ」

　真剣なまなざしでまっすぐに問われる。はぐらかすことは許さない、そんな態度だった。下手な嘘をついたらなにもかも暴かれてしまいそうな気がした。

「……尊敬、しています。ランドルフ様は努力の人なので」

「それだけ？　もっと特別な感情はないの？」

　答えたくない。

　プライベートな質問だから、というより、セシリア自身その問いに対する答えを深く考えたくなかった。

　自分たちはどんな関係なのか。──自分は彼のことをどう思っているのか。

　少しつついただけでがらがらと崩れる岩場の上にいるような、不安定な気持ちだった。

　だから今、おぼつかない足場を無遠慮につつくロジェのことが、少し怖い。そんなふうに人の事情に踏み込んでくる人だと思わなかったから、なにを考えているのかがわからなくて怖いのだ。

　幸いなことに、重い沈黙をロジェは肯定だと受け取ったようだった。

「じゃあ、彼以外でそういう男性はいないの？　恋人とか、父君の決めた婚約者とか」

「いませんよ。そういう人は誰も」

「だったら僕にもチャンスがあるってことだよね」

「え……」

　ロジェは一歩、二歩とこちらへ距離を詰めてくる。思わず同じ歩数だけ後ずさりして、入り口はどんどん遠のいていく。

「ちょ、ちょっとロジェ様……」

「僕はずっと君を忘れたことはなかった。こんなふうに再会できたなんて、これって運命だと思わない？」

「なんの話ですか……あの、私仕事があるので」

「君を守りたいんだ」

　かみ合わない会話に、恐怖が増していく。けれど、押しのけて入り口へ向かおうという気は起きなかった。どう逃げようとしても絶対に阻まれる。そんな絶望感だけは確かに感じた。

「セシリア……」

　伸ばされた手を避けようとして飛び退く。

　どんっと背中が硬いものにぶつかった。じりじり下がるうちに扉と反対の書棚まで追い詰められていたらしい。

　ぐらりと頼りない木の棚が揺れる。

　手入れの甘い書棚はがたついていて、与えた衝撃で簡単によろめいた。

　抑えないと。思うと同時に顔に影がかかる。

「え……」

　書棚の一番上に積み重ねられていた何冊もの分厚い辞典が、真上から降ってくる。

「きゃあぁっ」

　反射的にその場に座り込む。

　鈍い痛みを覚悟していたが、次の瞬間頭に感じたのは、ぽこんという軽い衝撃だけだった。

「へ？」

　バサバサと紙の擦れる音が響いて、あたりには辞書が散乱する。

「っ、ぐ……」

「ロ、ロジェ様!?」

　呆然としていると、ロジェが糸が切れたようにふらりとその場に倒れ込む。

　慌てて駆け寄り半身を抱き起こすと、額に汗をにじませぐったりとしている。白い肌がさらに青白い。

「も、もしかしてロジェ様が魔法で……？」

「ごめん、本を全部どかせたら良かったんだけど、僕の魔法じゃ軽くすることしかできなかった」

「そんなっ。すみません、私のためにこんな……」

「情けないな。魔力が少なくて」

　一気に魔法を使ったのだ。それも角砂糖とは比べものにならない重い本に。消耗して当たり前だ。

　地下の異変に気づいたのか、入り口のほうが騒がしくなる。階段を駆け下りるいくつもの足音が聞こえ、大臣とロジェ付きの従者がまず部屋に飛び込んできた。

「なっ、どうされましたか!?」

「ああ、心配いりません。魔法の使いすぎですよ、お恥ずかしい」

　遅れてランドルフも部屋に入り、ぐちゃぐちゃになった部屋の様子を見て顔色を変えた。

「おい、大丈夫か──」

　セシリアに駆け寄ろうとしたランドルフをロジェが手で制す。

「今さら心配するふりですか？」

「なんだと」

「あなたほどの力の持ち主ならば蔵書のすべて、なにが動いているのか気配でわかるはず。何冊もの本が一度に落ちて、どうしてなにもせずにいたのですか」

「ロ、ロジェ様それは……」

「その力は国民を守るためにあると言いましたね。セシリアだって守られるべき国民のはず。ましてあなたは彼女のことを──」

「お、お言葉ですがロジェ様」

　青い顔をした大臣がたまらず割って入る。

「聖魔導士様の力は多くの市井の民のために使われるべきなのです。女官の一人を助けるために使うなど、少々大げさといいますか」

「なにを言ってるんですか。国民に数の優劣など──」

「あのっ、私はおかげさまで傷一つありません。とにかく今はロジェ様を典医のところへ連れて行ってください。とても消耗されています」

「僕は平気だよ」

「いえ、念のためお休みになられたほうがいいかと。そうですよね？」

「違いない。お手をお貸ししろ。伝令は先に典医のもとへ」

　大臣に役割を与えられた従者が走って部屋を出て行く。兵が二人がかりでロジェに肩を貸す。

　ロジェは大丈夫と言いながらも、疲労には逆らえないようで、おとなしくかかえられていた。呆然と立ち尽くすランドルフへ、すれ違いざまに鋭い視線を向けるのも忘れずに。

　騒がしかった地下室が、二人きりになって再びしんと静まりかえった。

　ランドルフは押し黙ったままその場を動かない。

「あの……ロジェ様はああ言ってたけど本当にランドルフは悪くないと思うのよ」

　助けなかったことをなじっていたが、セシリアは大臣の言う通りだと思う。聖魔導士の力はもっと多くの人の為に使われるべきだし、セシリアに魔力があれば一人で防げていた事故だ。ロジェはいささか感情的で敵意をむき出しにしすぎていた。

　──ゴッ！

　鈍い音に思わず身体が跳ねた。

　ランドルフが拳を壁に打ち付けた音だ。

（な、なんで怒ってるの……？）

　やはりロジェの態度だろうか。でなければ、また二人きりになったことだろうか。

「二人で話したのなんてほんの数分よ!?　たまたまロジェ様がこの部屋に来ただけで、その……」

「腹が立つ」

　ぽつりと吐き捨てられた言葉は暗い重みを帯びていた。

「地下の様子がおかしいと気づいたのも大臣が動いてからだった。俺は……俺はなにもできなかった。腹が立つ。魔力がないということは、こんなにも無力なのか」

　壁をへこませた拳がぶるぶると震えている。

（……ああ、そうか）

　セシリアはその手をそっと両手で包み込んだ。

「ごめんね」

　ランドルフがなにに怒っているのか、よくわかった。

　彼は自身へ怒りを向けているのだ。ロジェに言われるまでもなく、異変に気づかなかったことでひどく自分を責めている。

「どうしてお前が謝る」

　ランドルフがこうなった原因を作ったのは自分だ。

　彼の感じている無力感には覚えがある。それは、自分が幼い時から感じていたものだから。魔力がないとなにもできない。まわりの普通が、自分には普通じゃない。努力で追いつくこともできない。それはとても虚しいことだ。

（ランドルフにこんな思いさせたくなかった……！）

　だから魔紋を返そうと思ったのに。

　現実は正反対のことをしている。

　無力なのはこっちのほうだ。自分だけじゃなく大切な人の足まで引っ張って。

（本当、なにしてるんだろ私……）

　泣き出したいくらいに心が重く沈んでいく。

　そのとき、ふわりと身体が温かいもので包まれた。ランドルフの香りが鼻腔をかすめ、頬に彼の髪がはらりとかかった。

　たくましい腕が背中に回され、すっぽりと抱きしめられていることに気づいた。

「お前が無事で良かった……」

「ランド──」

「頼むから目の届くところにいてくれ。お前に何かあったらと思うと俺は……」

（魔法が使えないから怒ってるんじゃないのよね。私が怪我するかもって思ったから……）

「気をつける。今度からランドルフの近くにいるから」

　激しい怒りはすべて心配をかけたせいだ。無用なことで彼の気持ちをこれ以上波立たせたくない。大きな背中にそっと手を回そうとしたとき、階段を駆け下りる足音がして慌てて距離を取った。

　誰か戻ってきたのだろうか。疑問に思っていると、扉を勢いよく開けたのはランドルフの仕事の補助をする、見習い魔導士の一人だった。肩で息をしており、かなり急いで来たらしい。

「どうした」

「す、すぐに執務室にお戻りください！　緊急事態です。北の領地の水門が壊れそうです！」





　◇






　王都を出て、北の領地ブレナークの宿についた頃にはすっかり暗くなっていた。

　水門が壊れそうだという情報が屋敷に届いてから、すぐに現地へと向かう手はずが整えられ、翌日にはもう出発する方向に話は進んだ。それほどに急を要する、そして代わりのきかない仕事なのだ。

　元々この地域はよく水害に悩まされており、先々代の聖魔導士が街と住人を守るために堅牢な水門を作った。膨大な魔力と緻密な魔法で作られたそれは、魔導士を何人も派遣したところで直せるものではない。かつての聖魔導士と同じ、あるいはそれより強大な力を持つ者でしか修復は不可能とみられていた。

　視察ではないので大きな宿は手配しなかった。

　街にも知らせを出していない。だから大げさな護衛のついた高級な宿より、一般人も利用する宿でひっそりと動いたほうが目立たないと、議会の話し合いで決まった。それでもどこからか噂になっているようで、住人がかわるがわる宿の様子を見に来る。

　セシリアは窓を薄く開けて下の様子をそっと観察した。

「パニックにはなってないみたいだけど、人の口に戸は立てられないわね」

「放っておけ。隠れるようなこともあるまい」

　ランドルフは主寝室の広いベッドでごろりとくつろいでいる。その様子は普段となんら変わりなく見えた。

「……明日早いから、すぐに休んだほうがいいわ」

「そうだな」

　寝転がっていた身体を起こすと、隣をぽんぽんと軽く叩いて示してくる。

「お前もここで寝ろ」

「い、一緒のベッドで寝るわけないでしょ！　仕事で来てるし、それに……ロジェ様も隣の部屋にいるし」

　至急の公務があると聞いて、ロジェも是非見たいと同行することになったのだ。

　理由は本当にそれだけだろうか。また自分たちを見張るつもりではと少し心配だったが、断り切れなかった。

「隣といっても離れている。大丈夫だろう」

　特別高級な宿ではないが、主寝室のほかにも小さな書斎や使用人用の部屋まで一通り揃っている。この部屋の隣がすぐロジェの寝室というわけではない。

「それに俺は一緒に寝ると言っただけだ。別になにをするとも言っていない」

「もうっ」

　軽口までいつも通りだ。

　心配して損した。からかわれたセシリアはさっさと使用人用の寝室へ向かおうとする。

「おい……あまり思いつめるなよ」

　掛けられた言葉は、今度は気遣わしげなものだった。

（結局、心配されてたのは私の方だったってことね）

　簡素な寝台に横たわり、セシリアは思う。

　明日、ランドルフの魔力がないことが周りにばれる。

　議会が至急ブレナークへ向かうべきだと話し合うなか、セシリアは必死で反対した。けれど大臣たちの目は冷ややかなものだった。こんな時に聖魔導士の力を使わないでどうすると、呆れてすらいた。

　自分が無理を言っていることはよくわかっている。公共のために使われるべき力を今温存する理由がない。

（ランドルフ、いつも通りに見えたな）

　さすがの彼ももっと焦ると思った。

　魔紋を返す方法は、まだ見つかっていない。

　そのことでセシリアが自身を責めていると、とっくに見破られていたらしい。

（悔しい。私のせいで……）

　考えるのはそのことばかりだ。

　時間をかけて調べれば魔紋を返す方法は見つかると、心のどこかで思っていた。まさかこんなにあっけなくタイムリミットが来るなんて。

「……だめだ、ちゃんと寝ないと」

　枕元の蝋燭を吹き消すと部屋は真っ暗になる。

　これで明日寝坊なんてことになったら目も当てられない。彼はまだ聖魔導士なのだ。そして自分はその女官だ。たとえ明日破滅が約束されていようと、その瞬間までは立場をまっとうしたい。

　それが唯一、ランドルフのためにできることのような気がして、無理矢理目をつぶった。




　──熱い。

　身体が燃えそうだ。

　熱くて熱くて、じっとしていられない。

　自分の中で得体の知れない凶悪な物が暴れ回っている。

　──誰か助けて。

　セシリアは不快な感覚に目を覚ました。

　外はまだ真っ暗だ。

　薄手のナイトドレスが、汗で全身にしっとりと張りついていた。また発作が起きたらしい。

（だ、大丈夫。このままじっとしていれば）

　セシリアは自分を抱くようにして、シーツの中でぎゅっと身体を丸くする。

　だが、いつまでたっても熱の波は収まらず、あとからあとから押し寄せてくる。

　身体の中を炎が駆け巡っているようだった。頭がぼんやりとして、なにも考えられない。

　しばらくするとその炎はお腹の奥に灯る。

「っ……！」

　熱さは少し引いたが、代わりにぞくりと背筋が粟立つ。快感を拾うための器官に次々と火が点いていく。

「っ、はあっ、はっ」

　浅い呼吸は空気を求めて喘ぐようなものに変わっていく。

　まとわりつくブランケットが不快で足をもぞもぞ動かすと、身体の中心で湿った音がくちゅりと鳴った。

「ぅあ……っ」

　秘部に張りついていた下着が花芽を掠める。

（なにこれ……身体が変……）

　まるでじっくりと触られたあとのように、神経が花芽へと集中している。発作でこんなふうになるなんてはじめてだった。

　隘路からは蜜が溢れ、さらには質量を求めてひくひくと切なく締まっている。

「っ、んっ……」

　ナイトドレスに擦れて胸の突起からビリビリと痺れたような快感が走る。つんと尖った紅色の尖りも、触って欲しいと主張しているようだった。

（私、どうしちゃったの……）

　セシリアは荒い呼吸を繰り返す。

　じっとしていても身体の火照りは治まりそうにない。

　この熱を解放して欲しい。頭の中はそれだけでいっぱいになる。

「ラ、ンドルフ……」

　無意識に彼の名前を呼んで、ふらつく足取りでベッドを抜け出していた。

　触って。触って欲しい。

「……ん、セシリア。起きたのか？」

　主寝室に入るとランドルフは気配ですぐに目を覚ます。問いかけに答えることなく、セシリアはその逞しい身体の上に跨がった。

「っ、どうした」

「か、らだ……へん、なのっ」

「身体……？」

　ちゃんと説明しなくてはいけないのに、まるで強い酒に酔っているかのようにろれつが回らない。

　無意識のうちに腰はゆるゆると揺れて、彼の中心へこすりつけている。

「へん、だから……手、貸して……」

　唖然とする彼の手を取り、腰の動きに合わせて揺れる膨らみに押しつける。

（ランドルフの手、熱い……）

　尖った飾りが押しつぶされて、お腹の奥が歓喜するように震える。

　この熱をもっと近くに感じたい。

　セシリアはナイトドレスを脱ごうとする。だが、跨がったままの姿勢ではうまくいかず、倒れ込みそうになったのをランドルフが抱き留める。

「する、のか……？　していいのか？」

「んっ、早く……っ」

　セシリアが懇願すると、ナイトドレスはあっさりと脱がされてしまう。

　胸を覆う下着も取り払われ、立ち上がっている赤い突起にむしゃぶりつく。

「あ、あ、ああっ」

　舌に唾液をたっぷりと絡めてそこをしゃぶられる。時折立てられる歯の刺激も痛いどころかもどかしい。それほどに身体は快感に飢えていた。

　セシリアはねだるように身体を弓なりに反らす。

「ああっ、だめぇっ」

　擦り合わせていた秘裂がさらに濡れて湿った音を立てる。

　自分の下で確かにランドルフの中心が硬く、質量を増している。

「自分から腰を振って。そんなにこれが欲しいか？」

　ランドルフが喉の奥でからかうように笑う。片方の口角だけをあげた意地悪な表情にも身体中の熱が増していく。

「ほ、欲しいっ」

　ランドルフはセシリアの身体を少し浮かせると、自分の下衣を緩めた。

　そこからすでに大きく立ち上がったランドルフの肉竿が勢いよく顔をのぞかせる。

　挿れてもらえる。期待したのもつかの間、秘裂に肉竿が沿うようにして座らされた。

「やっ、なんで」

　質量を待ちわびた蜜路はひくひくと震えている。

「なんだ、こんなに濡らして。下着の意味がないな」

　ランドルフがセシリアの腰を掴んでゆっくりと前後に動かす。布一枚隔てた快感がもどかしい。動かすたびに秘玉に布がこすれ、たまらない気持ちになる。

「おねがっ、もう……」

「もう、なんだ？」

「あ、んっ」

　ショーツに下から指を掛けられ、ぐいっと上にひかれる。布のざらついた感触が、秘玉を擦り上げる。

「あぁ……っ、それ、や……っ」

「なんだ、こんな戯れでもこれほど感じるのか」

「あ、あ……だめ────っ！」

　面白がるように何度もそこをひっぱられると、発作のせいで焦らされていた芽が歓喜し、そのままびくんと身体を痙攣させて、軽く達してしまった。けれど疼きは治まるどころかさらに大きくなる。

「ランドルフ……お願い……」

　熱で潤んだ瞳で彼を見上げると、自分の下で脈打つ肉にそっと手を添えた。

　早くこれが欲しい。本能がそう叫んでいる。

「っ、わかった」

　ランドルフは再びセシリアの身体を浮かせると、脱がせる手間も惜しむように、性急な手つきでショーツを横へずらした。

「慣らさなくて平気か？」

「平気っ、早く……っ」

　切羽詰まった声に、ランドルフが頷く。

　ぐずぐずに濡れそぼったところに熱いものが触れた刹那、肉杭が最奥を貫く。

「っは、あああぁぁぁぁ────────っ!!」

　ランドルフの自身を受け入れて、そのまま頂点へと上り詰めてしまう。

　濡れた隘路はきゅうきゅうと狭くなり、絞り取るように締め付ける。

「っ、締めすぎだ」

　ランドルフが耐えるように眉根を寄せる。

　隘路の締め付けはまだ続いているが、ランドルフは下からの抽送をはじめた。

「あっ、あぁっ、だ、めえっ」

　いつもより深くまで抉られて、大きすぎる快感に耐えようと髪を振り乱す。

　そうしていないと気持ちがよすぎて意識が飛んでしまいそうだった。

「あ、あっ、ああぁっ」

「今日はいつにも増して狭いな……ずっとイってるのか？」

「ふぁっ、あっ、わかんな……っ」

　がつがつと奥を突かれて、蜜路がずっと収縮を続けている。反面、四肢にはもう力が入らず、ランドルフが支えていないとそのまま倒れてしまいそうだった。

「っ、も、出す」

「ランドルフっ！」

　最奥を押し上げられ、そこに印を描くようにぐりぐりと擦られる。

　思わず目の前の愛しい人の頭をかき抱いた。

　中に埋められた肉竿がドクドクと脈打つ。そして自分の蜜とは違う温かなものが中に広がっていくのを感じた。

　全身から力が抜け、ぐったりとしていると、優しく抱きしめられる。

「なんだ、もう終わりか？　久しぶりにお前と肌を合わせたと思ったら」

　ランドルフの肩に顔を埋めると、しっとり汗をかいていた。彼の香りに心が安らいでいく。

　さっきまでの熱が嘘のように、穏やかな気持ちだった。

「ラ、ンド……」

　名を呼ぶ前にもう眠りの世界に旅立ちそうだ。

　ランドルフの中心はまだ中途半端に硬さを保っている。ここしばらく、激しく愛し合っていなかったから足りないのだろう。

　自分から襲っておいてこのまま眠ってしまっては駄目だろう。セシリアはそっと肉竿へ触れる。

　指先にぴくんと反応を感じたけれど、すぐに手はどかされてしまった。

「こら、いたずらするな」

「でも……」

「眠いなら寝ておけ。身体は綺麗にしておいてやるから」

　そんなの悪いよ、と頭の中で思うのに、口にする体力は残っていなかった。

　まるで子供を寝かしつけるようにゆっくりと頭を撫でられ、体温の心地よさにまぶたが重くなる。セシリアはそこで意識を手放した。




　翌日のブレナークはしとしとと小雨が降っていた。

　もし雲一つない晴天だったら、水門を直すのをもう少しだけ先延ばしにできるかもと未練がましいことを考えていたが、どんよりと暗い空模様は甘い考えを真っ向から否定してくる。

　馬車はぬかるんだ道を水門へ向かって走り進んでいた。

「セシリアどうしたの？　具合が悪い？」

「いえ……」

　同乗するロジェが心配そうに顔をのぞき込んでくる。うつむきがちなのは、天気のせいだけじゃなかった。

（なんであんな……自分から迫るなんてことしちゃったんだろう）

　確かに、いつも以上にひどい灼熱感がある発作だったけれど、そんなのは言い訳だ。ランドルフが大変なときに発情して、乱れ狂ってしまった自分が恥ずかしくてしょうがない。

「寝不足なんでしょう」

　隣に座るランドルフがロジェへ答える。

　ちらりと見あげると目が合って、小さく笑われた気がした。

　馬車はしばらく泥道を進んだところで止まる。窓からは水量の増した川が見えた。その先には牧歌的な風景にはあまりそぐわない、人工的な建造物が見えた。黒い水門は一枚岩を削り出したような継ぎ目のない作りで、重厚な存在感を放っている。

「聖魔導士の実力とやら、見せてもらいますよ」

「ご自由に。腹はくくっています」

　好戦的なロジェの言葉を軽くいなして、ランドルフはさっさと馬車を降りる。セシリアもそのあとに続いた。

（もう覚悟を決めているのね）

　この先の結果が今の地位を失うものだとしても、逃げないのだと。

「お前は待っていろ」

「ううん。私も一緒に行く」

　だからせめて、この目で見届けたい。それが自分の責任だと思う。

　水門に近づくにつれ、あたりは妙に騒がしくなる。先を行っていた兵たちがなにやら声を張り上げていた。

「ここは危険だ。もっと下がれ！」

「見物の許可は出ていない！」

　見れば、住人たちが人垣を作っている。兵は彼らを退けたいようだが、元々最低限の人数で組んだ隊だ。数に圧倒されてうまく制御できていない。

「ランドルフ……」

「まあ、昨日の時点でばれていたようなものだ」

　目撃者は少ない方が良かった。セシリアは唇をきゅっと噛みしめる。

　人々の失望の目がランドルフに向くのがいやだ。彼の今までの努力を知らない人から好き勝手に評価されるのが耐えられない。

　ランドルフはきっとそんなことどうでもいいと言うだろうが、セシリアがいやなのだ。

　水門の前に来るとランドルフはそれを見上げる。

「確かに立派だな」

　自然物で作るのは不可能と思われる、巨大な一枚岩を二つ並べた門。開閉を制御する装置は町の人々でも持ち得るわずかな魔力で使えるようになっている。

　黒い岩門の下部に薄らと亀裂が入っている。確かにこのまま放っておいたら下から決壊してしまいそうだった。

「ま、次の聖魔導士はこれを直せる人間を選ぶことだな」

　ランドルフが水門に向かって手をかざす。

　町民の声援が、祈りが、セシリアの背中に突き刺さる。

「ま、待って。聖魔導士様は具合が優れなくて──」

　やっぱり、黙って見ていることなんてできない。なんとか理由をつけてランドルフをこの場から去らせたい。

　セシリアが町民へと向き直ったとき、ものすごい地響きがあった。

　同時に、岩石が崩れる耳障りな破壊音と砂煙があたりを包む。そして頭上からは大量の水しぶきが降りかかる。

　町民たちは逃げ惑い、あるいはその場にへたり込み、あちこちから男女の悲鳴が聞こえる。

「セシリアっ、伏せろ！」

　ランドルフからの鋭い声が飛ぶ前に、立っていられなくてその場にしゃがみ込んでいた。

（これ、地震!?）

「ランドルフ、逃げて……っ」

　しかし、ランドルフはその場に仁王立ちのまま動こうとしない。水しぶきと土埃を浴び、肩で大きく息をしながら水門へと対峙している。

　砂埃が収まってくると、その場に現れたものに誰もが言葉を失った。

　そこにあったのはすっかり様変わりした水門だった。

　以前よりもさらに分厚く堅牢な石で構築され、表面は研磨したかのように光り、まわりの景色を反射している。

　しん、と静まりかえった場が、今度は民衆の歓声で揺れる。

「すげえ！　一瞬で新しい門に作り替えちまった！」

「ああ、聖魔導士様、素晴らしいお力に感謝いたします！」

　割れんばかりの拍手に包まれ、民衆の最前に陣取っていたロジェが地面に座ったままぽかんと口を開けていた。

「ランドルフ、もしかして魔法が……？」

　ランドルフは不思議そうな顔で、自分の手のひらに視線を落としていた。





　◇






　宿で確認してみると、ランドルフの背中には、たしかに魔紋がひとつ戻っていた。

　水門を作り変えたことで住人は喜んでいたし、ランドルフがその立場を失うこともなくなった。おまけにロジェも力に圧倒されてランドルフを少し見直したようだった。

　けれどセシリアはそれを素直に喜ぶ気分にはなれなかった。

　魔紋が戻った理由がわからないのだ。気まぐれに戻ったものは、またいつ消えるとも限らない。そう思ったら気が気ではなかった。

　ランドルフのほうは魔紋を取り戻してから目に見えて機嫌がいい。廊下の少し先を歩く彼の横顔は晴れ晴れとして、自信に満ちあふれている。やはり魔力のある生活は快適らしい。

　機嫌が悪くなられるよりはいいけれど、とセシリアは思う。彼だって脳天気な性格ではないはずだ。その快適さをまたいつか失うとは思わないのだろうか。

「貸せ」

　持っていた書類が宙を舞い、まるで蝶のようにばさばさと二人のまわりを飛び回る。

「ちょっと、困りますっ！」

　意思を持った紙たちを捕まえようと手を伸ばすが触れる寸前でかわされてしまう。

　ぴょんぴょんと飛び跳ねるのをランドルフは面白そうに眺めている。

「魔法を使わないでよ！　あなたの魔力は国民のために使われるもの！」

「ケチケチするな。このくらい消費したからなんだ」

　数十枚ある紙にそれそれ別の動きをさせる、なんて芸当は普通は大量の魔力を消費するものだが、ランドルフはけろりとしている。

（だからって見過ごせないでしょ！）

　誘うようにひらりと近づいてきた書類めがけて勢いよくジャンプする。その端をなんとかとらえて着地した瞬間、足首がぐにゃりとおかしな方向に曲がった。

「う、わっ……！」

　バランスを失った身体は、強い力で抱き留められる。

「大丈夫か？」

「あ、ありが……」

「部屋まで待てないのか？」

　支えを欲してすがりついていると、耳元で囁かれる。

「あのねえ、あなたがいじわるするから転びそうになったんでしょ。変なこと言わないで！」

「いじわるじゃない。親切は素直に受け取れ。そうすれば転ぶこともなかった」

　そっと頬を包まれて、視線を絡ませられる。

「魔法が使えれば、お前がどんな危険にあっても助けられる。壺でも本でもなにが降ってきたって恐れなくていい。お前は自分を守るすべを持たないんだ。俺の魔法に、少しは慣れろ」

「ランドルフ……」

「わかったな？」

「……女官としては安易にうなずけません」

「セシリア自身の気持ちを聞いてる」

「気持ちは……嬉しいけど」

　自責の念に駆られる彼を見るのはつらかったから、自信が回復してくれて良かったと思っている。魔力の小さい自分が危なっかしいのも事実だ。けれど力を私的に利用するのは賛成できない。いくらたくさんあるとはいえ、軽々しく使っていいものでないことに変わりないのだから。

「ありがとうね。ほんと、気持ちだけ受け取っておくから」

「礼ならこれでいい」

　いきなり下唇をかぷりと軽く食まれた。

　驚いて固まっていると、口づけはどんどん深くなっていく。

　薄く開く場所にぬるりと舌が入ってきて、押し戻そうとする自分のそれを絡め取っていく。

「ん、ふ……っ」

　くちくちと湿った音が脳内に響く。上顎をなぞられて足の力が抜けていく。

　そのままへたり込みそうになると、身体を壁に押しつけられた。足の間に相手の腿をねじ込まれ、無理矢理その場に立たされる。

「や、……め、っ」

　呼吸することだけで精一杯なのに、獣の食事のような激しいキスは終わらない。

　抵抗したいのに、押しのけようとした腕は力が抜けて、まるですがりついているようだ。

　頭の芯がぼんやりとして、なにも考えられない。

　いたずらに耳をなぞられてぞくぞくと背中が粟立った。

「んぁ……」

　このままどこまでも流されてしまいそうだ。それも悪くないと理性が飛びかけたとき、視界の端にちらりと誰かの姿が映った気がした。

「い、やっ」

　意識が一瞬でこの場に引き戻される。

　ここは聖魔導士邸の廊下だ。メイド、兵士、大臣。誰が通ってもおかしくない。

　渾身の力でランドルフを突き飛ばすが、筋肉質な彼の体躯は少しぐらついただけで、相変わらず頬へ添える手はそのままだ。

　無骨な手を慌てて払いのけた。

「どうした？」

　周りに視線を走らせるが、もうさっきの人影はない。

　それでも、確かにあれは──。

「ロジェ様に見られたかも……」

　まばゆい金髪がこの目に映った。驚きに見開かれた碧色の瞳も。一瞬の映像が脳裏に焼き付いている。

「見せつけておけばいい」

　なんでもないことのように言われるが、セシリアはとてもそんな気持ちにはなれない。じわじわとほの暗い不安が押し寄せてくるのを抑えられなかった。

　だから、公務の時間がとっくに終わっても寝支度もせずにいたのは、そんないやな予感のせいだったかもしれない。

　自室を訪ねてきたのはロジェ付きの侍女だった。

「話したいことがあるから一人で来てほしいとの伝言です」

「どのようなお話でしょう」

「そこまでは……」

　侍女は困ったように首を傾げる。

　思い当たるのはやはり廊下のど真ん中で口づけをかわしていたこと。それ以外にない。ロジェに見られていたのは勘違いではなかった。

「わかりました。行きます」

　前にも通されたことのある書斎で、ロジェはスラックスにドレスシャツというラフな格好で待ち構えていた。

「やあ、夜中にいきなり呼びつけて悪かったね」

「いえ……」

「どうして呼んだかわかる？」

　正直に答えるべきか、しらばっくれるべきか。

　言いよどんでいると、ロジェが困ったように眉を下げる。

「ごめん、言い出しにくいよね──脅されているなんて」

「……へ？」

　思いも寄らない一言に間抜けな声が漏れる。

「昼間見てしまったんだ。ランドルフが君に廊下でその……不適切な行為を働いているのを」

「不適切な行為……」

「だからその、ランドルフが君に無理矢理キスをしていた。君は嫌がっているのに、彼は行為をやめなかった」

　どうやら一部始終見られていたらしい。けれど受け取り方にはかなり齟齬がある。

「ち、違うんです」

「わかるよ。認めることはできないよね。君のような優しい女性が、仕えている人間を売るような真似はできないはずだ」

「そうじゃなくて」

「でもね、権力者はイコール人格者ではない。昔からそう決まっているんだ。力を持つ人物がその立場で女性を好きにするなんて、ありふれた不快な話だ。残念ながらね」

　確かにあのキスは強引だった。しかもランドルフとは恋愛関係にないと言ってしまっている。ロジェからは、権力で無理矢理従わせているようにしか見えないのも当然かもしれない。大きな誤解に頭を抱えたくなった。

「だから一つ提案がある。──僕の研究所に来ないか？」

「え……ラトローズの魔法研究所にですか」

　それは意外な申し出だった。

　ロジェは大きく頷く。

「君と再会してからずっと考えていたんだ。学生の時、君はずいぶん優秀な生徒だったんだね。座学の成績を少し調べさせてもらったよ。あの成績なら文句なしだ。セシリアの席を是非うちに用意させて欲しい」

　ロジェが所長を務める魔法研究所は、各国の中でもトップクラスに研究が進んでいる。集められた人材は知力の結晶だ。

　きっとこの話を学生の時に聞いていたなら飛びついていただろう。

　魔力がなによりの評価基準で、座学の成績などおまけのようなものでしかなかった学園で、セシリアの努力を認めてくれる教師は誰もいなかった。

　だからこんなふうに認めてくれて、それが役立つと真正面から伝えてくれてとても嬉しい。

「とてもありがたいお話です。でも……お断りします」

「なぜ？」

「私は聖魔導士付きの女官です。ランドルフ様の下で働きたい、心からそう思うんです」

「……そう言うって思ってたよ」

　意外にもロジェはあっさりと食い下がる。

「簡単に引き抜ける女性じゃないって思っていた。君は義理を大切にする人だからね。でも、僕の仕事に君の力が必要なのは変わりないし、それに悪いものからセシリアを守りたいと思ってる」

「ほ、本当に誤解なんです。あれは……」

「うん、わかってる。今は混乱してるよね。もしかしたらああいう振る舞いが当たり前だってすり込まれているのかも。そういうケースも多いから」

　ランドルフが誤解されたままなのは嫌だったけれど、今はなにを言っても無駄だと感じて部屋をあとにした。

　これ以上ランドルフとロジェの仲が険悪になるのは避けたい。長い間友好関係を築いていた国同士が、こんなことで不仲になってはいけない。そんなことを考えながら自室の扉を開ける。

　寝台にはごろりと横たわる大きな体躯があり、驚いて飛びすさった。

「どこに行っていた」

「ランドルフ!?　なんでいるのよ」

「話しかけても返事がないから様子を見に来た」

「普通寝ているって思わない？　まったく……」

　普段と変わりない様子に、少しだけ苛立ちが湧いてくる。

「あなたが昼間あんなことするから……」

「あんなこと？」

「別に！」

　勢いよく寝台に腰をかけると、重みでギシリとそれがきしんだ。

「それよりもう休むから出て行ってよ。仕事の時間はとっくに終わってるんだから」

「だから会いに来たんだろう。ほら」

　ランドルフはこちらへ来い、というように我が物顔でシーツをぽんぽんと叩く。

「いやよ。同じベッドで寝たらなにされるかわかったもんじゃないわ」

　触れられるのが不安だ。

　もし本気で嫌がればランドルフはその先をすることはないだろうけれど、自分がそれを拒否できるのかがわからない。

　情けない話だけれど、彼の熱を覚えてしまった身体で、それを突っぱねる自信がセシリアにはなかった。それだったら最初から近寄らないに越したことはない。

「なにを警戒している」

「だって……怖いよ。また魔紋を奪ってしまうかもしれないのに」

「俺は来いと言っただけだ。触れるとは言っていない」

「い、言ってないけど……そういうこと、でしょう？」

「まあそうだが」

　言うなり、腕をひかれて、気づけば組み敷かれていた。

「ちょっと……！」

「魔紋を奪わないならシてもいいと聞こえたが」

「それは……」

「本当にわからないのか？　どうして魔紋が返せたのか」

「あなたにはわかるって言うの？」

　ランドルフが肯定のかわりににやりと口角を上げる。

「本当に!?」

「試してみるか？」

　ボタンのひとつに手を掛けたと思ったら、もうすべてが外されていて、ドレスの前がくつろげられる。こんなところでも横着して魔法を使ったらしい。

　白い胸元にごつごつした手がのばされる。

「ちょ、そんな急に……！」

「こっちは昼からお預けを食っている。待ってられるか」

　下着をずりあげられ、柔らかな膨らみが揉みしだかれる。

　ぐにぐにと乱暴なくらいの力で形を変えていく胸を、セシリアは固唾をのんで見守っていた。

「痛いか？」

　ランドルフが手を止め、うわずった声で聞いてくる。

　彼はすっかり欲情しているというのに、こちらは魔紋のことがちらついてそんな気になれない。それでも、先へ進めたい気持ちをこらえて自分を気遣ってくれるのが嬉しかった。

　セシリアは小さく首を横に振る。

「痛くないけど……怖い。本当に魔紋を返す方法がわかるの？」

　あれだけ調べても自分の体質についてなにもわからなかった。それをランドルフはどうしてわかるのだろう。

「俺がヤリたくて嘘をついてると思ってるか？」

「そ、れは……」

　ランドルフは意地悪だけど、そういう性質の嘘はつかない。人が本当に悩んでいることにつけ込むような人ではない。

　そう思い至って、身体の力がふっと抜けた。

「思わないわ。だから、教えてほしい」

「余計なことは考えるな。お前はただ感じていればいい」

　まるで昼間の続きをするように深い口づけを落とされる。

　口内を隅々まで探る舌の動きに翻弄されていると、皮膚の感覚がどんどん鋭くなっていくようだった。

　胸を下から押し上げるような指の動作に、じわりと体温が上がる。

「く、ぅ……っ」

　急に、緩く立ち上がっていた胸の飾りを摘ままれて、驚いて相手の舌に軽く歯を立ててしまった。

　やり返すようにこちらの唇もかぷりと軽く噛まれる。

　痛みの代わりにぞくぞくとしたものが背中を駆け上がって、思わず腰が浮いた。

「いい顔になってきた」

　キスで蕩けた顔を見下ろしたランドルフが満足げに喉を鳴らす。

　そのまま今度は胸の突起を根元から唇で挟んだ。

「ふぁ、あ……っ」

　リップ音を立てて刺激され、さっき唇にされたように軽く歯を立てられる。

　反応しかけていたそこは、直接的な刺激を受けて紅くぷっくりと腫れ上がり、さらに敏感になっていく。

「それ、っ、やぁ！」

　硬いものが責め立てる感覚に思わず足をばたつかせた。

　さっきボタンを全開にされ今は羽織っているだけになったドレスが、薄ら汗ばんできた身体にまとわりつく。

「邪魔だな」

　ランドルフはドレスをさっさと脱がせて床に放った。下着もすべて同じようにしてしまう。

　生まれたままの姿になったセシリアは無意識に足をもじもじとすりあわせる。

　腿の内側には二つになった魔紋が見えた。

「紋なんかに気を取られるな」

「あぁっ！」

　安堵していると、再び胸の飾りに歯を立てられる。

　さっきよりも強い力で、ぴりぴりと痛いくらいだったが、身体はその痛みすら快感に変換しているようだった。

　どっと身体中の汗が噴き出し、お腹の奥がずくりと収縮した。

「痛いのが好きか？」

「好きじゃな……んぁっ」

　秘めた場所で芯を持ち始めていた花芽をぐりっと指先で押しつぶされる。

　強すぎる刺激に全身がびくりと痙攣し、無意識に髪を振り乱した。

　ひくつく花芽をランドルフは今度はじっとりと撫でるように触れていく。

「ぁ、や……」

　無理矢理開花させられた花芽はぷくりと紅く顔をのぞかせている。

　今度は弱すぎる刺激を逃すまいと、神経がさらに研ぎ澄まされていく。

「どんどん溢れてくるな」

　誘うようにひくひくと震えるあわいからは透明な蜜が流れてシーツへつたう。

　ランドルフは指先にそれをそっと絡めると、秘玉の周りをなぞっていく。

「っ、ふ」

　触れそうで触れないギリギリのところばかりをたどる指先がもどかしくて、唇を噛んだ。

「な、なんで……」

「ん？」

　さっきまでがっついていたくせに。

　こんなのは生殺しだ。涙の浮かぶ目で睨みつける。

「こ、これが関係あるっていうの。魔紋を返すことに」

「いや、全然」

「なっ」

「セシリアが可愛いから、ついな」

　つい、でこんなに焦らされていたというのか。

　抗議しようと口を開いたとき──。

「ああぁぁっ！」

　蜜濡れの指が膨れた花芽を捏ねる。

　ぐちゅぐちゅと湿った音を響かせて、まともに与えられた刺激にセシリアは足をぴんと張り詰めた。

「っ、はあ、はぁっ」

　一瞬で高みに登らされて、目の前が白く飛ぶ。

　視界が戻ってきたときにはくったりとシーツに沈み込んでいた。

　力の入らない足はしどけなく開かれて、その間にはランドルフが身体をねじ込ませている。

　まだ痙攣のおさまらない秘裂には、質量のあるものが押し当てられる。入り口の蜜を絡めるようにして上下させているのは、ランドルフの屹立した欲望だ。

　ギラギラと獲物を狙う獣のような目で、てらてらと切っ先が光る肉竿をあてがっている。

　きっともうなにを言っても耳に入らない。早く中に入りたくてたまらない目だ。

　セシリアはこくんと唾を飲んだ。

　彼を欲しているのは自分も同じだったから。

　ひくつく蜜孔はまだ足りないというようにうねっている。

「いくぞ」

　低く掠れた声で囁かれると、すぐに隘路は熱い塊で押し広げられる。

　じっとりと濡れた中は、慣らしていないからかとても狭い。

　そこを猛ったものが進んでいく暴力的な快感に、思わずかぶりを振って耐える。

「ぅ、あっ……くぅっ」

　みちみちと中が欲望をかたどって締まる。

　ランドルフもその強い締め付けに眉根を寄せて耐えている。

「っ、はぁ……そんなに欲しかったか？」

「やぁ……っ！」

　長い竿がゆっくりと引き戻され、再び奥を突き上げる。

　張り出した傘が肉壁を擦る感覚が如実に伝わってきて、震えるような快感が止まらない。

「そんなに締め付けられたらすぐに出そうだな」

「あ、あ、ああっ」

　今度は浅く引かれ、切っ先を何度も最奥へ当てるように細かく律動される。

　吹き出た汗が胸をつたった。

　相変わらず中はひどく締まっている。

「ああ、駄目だ。どう動いても……っく」

　最奥を押し上げられ、ランドルフの欲望がはじけて痙攣している。隙間のない隘路をさらに埋めるように、熱い飛沫が広がっていく。

「まず、こうすると今までどおり俺の魔紋がセシリアに移動する」

「……え」

　ぼんやりする頭で何気なく腿を見ると、さっきまで二つだった紋が三つに戻っていた。輪を描く三匹の魚を見て、頭を殴られたような衝撃を受ける。

「ひ、ひどいっ!!　返せるっていったのに!!」

「ここからだ」

　中に欲望を埋め込まれたまま、身体を急に起こされた。

「っ、やあっ」

　ランドルフの上に跨がるようなかたちになり、自分の体重で熱杭がさらに奥を穿つ。中途半端に高ぶったままの身体がさらに疼いた。

「は、離してよっ！　もうあなたのこと信用しないからっ」

「そんな口聞いていいのか。魔紋を返す方法がわからなくなるぞ」

「その手にはのらな……あぁっ」

　腰をがっちりと固定され、下から緩く突き上げられる。

　抗議の言葉は全て嬌声に変えられてしまう。

「あ、も、やっ、……まっ、てぇ……っ」

　理性が飛ぶほどめちゃくちゃにされるわけでもなく、ただゆるゆると刺激を与えられる。

　頂点へ上り詰めることもできないもどかしい刺激に、ひたすら声は甘くなるばかりだ。

　気づけばこすりつけるように腰を前後に動かしていた。

「一度イったら楽になるんじゃないのか。イきたいか？」

「う、うるさ……あんっ」

「ほら、ねだってみたらどうだ。イかせてくださいって。ん？」

　にやりと笑うランドルフが悪魔に見えた。

　魔力を返せるかどうかもわからないのに、いやらしいおねだりなんてできるわけがない。セシリアの強固なプライドが決してそんな言葉を許さない。

「言うわけないでしょっ！　……ふぁっ!!」

「意地になって、馬鹿みたいだな」

「なん……っ」

「かわいいな」

　馬鹿という言葉に憤慨していると、愛おしそうに目を細められる。

「そっちこそ、ばっ、馬鹿じゃないのっ、こんなの……っ」

「おかしいか？　意地を張ってるお前がかわいい。俺のでよがるお前がかわいい」

　羞恥にわなわなと口元を震わせていると、きゅっと胸の突起を摘ままれる。

「あぁっ……！」

　急な刺激に思わず顎をのけぞらせる。緩い刺激しか与えられてこなかった中がきゅうきゅうときつくしまった。

「っ、ぐ」

　張り詰めていたものがはじけるような感覚。そののち結合部から白濁色の液体がじわりとこぼれ、またランドルフが達したのだとぼんやりと思った。

「ほら、これで満足か？」

「なにが……あっ」

　さっき移動したばかりの三つ目の紋がすぅっと消えていく。

　慌ててランドルフの背中をのぞき込むと、魚の紋が一つ浮かび上がった。

　つまり──。

「魔紋を、返せた……」

　目の前で起きた出来事が信じられなかった。

　今までどうやってもできなかったことが、急にできるようになったのだ。

「仕組みがわかったか？」

「え、どういうこと……？」

「簡単なことだ。俺が吐精するとき、セシリアが下になっていれば紋はお前へ移動する。反対に、セシリアが上にいるとき吐精すれば紋は俺へ返る。ブレナークの宿でのことを思い出してみろ」

「あ……」

　確かにあのとき自らランドルフに跨がり、そして最後までシてしまったのだ。今まで交わるときにはあんなふうに迫ったことはなかった。

「そういうこと……」

　魔紋は身体を繋げることで移動するということまではわかっていたのに、自分の位置によって効果が変わるとまでは思い至らなかった。

　単純と言えば単純な話に、セシリアはぐったりとうなだれる。今までの苦労は一体なんだったのだろう。

「そう落ち込むな。良かったな、気にしていたことがわかって」

「そ、そうよね……」

　自分の体質のことだというのに、それに気づいたのはランドルフなのがなんとも情けない話ではあるが、今は反省している場合ではない。

「じゃあ、魔力をあなたに返したい！」

「そんなかわいくないねだりかたじゃいやだ」

　張り切って言うと、ランドルフは拗ねたようにぷいと顔を背ける。

「そ、そんな……わがまま言わないでよ」

「かわいく言われないと、やる気がでない」

　駄々っ子のようになってしまったランドルフに困り果てていると、下からずくんと突き上げられる。

　挿入されてから一度も達していない身体は、ちょっとの刺激だけでまたすぐに火が点いてしまう。

　さんざん焦らされてもどかしい身体をくねらせると、横目で見ていたランドルフが少しだけ笑った気がした。

「まあ、そんなお前だからねだらせてみたいんだが」

「っ、んな……っ」

　快感の波が引いて行きそうなところで、それを許さないように最奥をごつりとえぐられる。

　波を捕まえようと隘路がざわめいてうねると、熱杭は凪のように動かなくなる。

「ほら、どうして欲しい？」

「だ、だから……」

「めちゃくちゃにして、か？　気持ちよくして、もいいな、うん」

「魔紋を……」

「……もうやめるか」

　急に熱を失った声で腰を持ち上げられる。

　埋め込まれていた欲望がずるりと抜け、栓を失った秘所からはぽたぽたと白濁がこぼれる。

「もう二度も出したからな。今夜は店じまいだ」

「そんなっ」

　本当にやめるつもりだ。

　熱を持て余した身体が急に寂しく感じられて、気づけば彼の首にすがりついていた。

「やだぁ……お願い……っ」

「セシリア？」

「もっと、して……やめないで……」

　こんな中途半端な身体のまま眠りにつくなんてできない。

　魔紋だとか、どっちが上だとか、そんなことはもうどうでもいい。ただ今はおかしくなるくらい刺激が欲しい。

　ランドルフの手で、あの欲望の塊で、快感の絶頂へ導いて欲しい。

　呆気にとられていたランドルフが口元をふっと緩めた。

「思ってたより百倍かわいいぞ」

　再びランドルフの肉竿が中へと入ってくる。

　今度は焦らす素振りもなく、最初から一番奥へ打ち付けるようにして。

「ぅ、っあぁ……っ!!」

　深く落ちていくような衝撃に、中が蠕動する。

　シーツを足の指できつく握り、その刺激に耐えた。

　目の前がチカチカと光る。軽く絶頂に達したらしい。

「だ、めぇ……あぁっ!!」

　がつがつと何度も最奥を押し上げられ、ただ彼の上で揺さぶられるがままになる。

　与えられる快感に必死で、振り落とされないように大きな背にしがみついた。

　達した身体を整える暇もなく次の絶頂に追い詰められ、全身が痙攣と弛緩を何度も繰り返す。

「待って待って、待ってぇ……っ！　まだイって……!!」

　荒い呼吸を繰り返すランドルフは、隘路のきつい締め付けに苦しそうな顔をするが、やめる気配がない。ひたすらにセシリアを揺さぶって、その反応を楽しんでいる。

「も、止まってぇ！　へんになっちゃ……！」

　頭の芯まで溶けて、おかしくなりそうだ。冷静な判断ができず、まるで自分が自分でなくなるようだ。きもちいいのと同時に少し怖い。

「なにも考えるな。お前はなんでも真面目に考えすぎだっ。こんなときくらい快感に身をゆだねて、なにもかも忘れてしまえっ」

「ぅ、や……ぁっ!!」

「乱れるお前を、もっと俺に見せてくれ」

　身体をのけぞらすと、ふるふると小さく揺れる胸の飾りに噛みつかれる。

　大きく膨れた花芽も丸く捏ねられ、全身から与えられる圧倒的な刺激に、わけもわからず髪を振り乱す。

「っも、だめえぇぇ──っ!!」

　ひときわ大きな絶頂の波に、思わずランドルフの背に爪を立てていた。

　全身の筋肉が弛緩し、ぐったりともたれかかっていると、ぐずぐずにふやけた中で熱いものがはじけた。

「も……出さないって……」

「見くびるな。二度くらいでへばるか。……お前はもう今日は無理だな」

　行為どころか立ち上がることすら無理そうだった。

　腰砕けになったセシリアをランドルフはそっとベッドへ寝かせる。

　その背に引っかかれた跡がくっきりと残っていた。

「ご、ごめん、背中」

「平気だ。猫に引っかかれたのと変わらん」

「でも、紋に……」

　黒い魚が紅い直線で裂かれて痛々しい。神聖な魔紋に傷をつけてしまったのが悔やまれた。

「せっかく綺麗な紋なのに」

「こんな傷すぐに治る。まあ、セシリアが乱れた証だからな。残ってくれたほうが嬉しいが」

「ばか……」

　さっきまで一つだった紋は、今度は二つに増えている。やはりランドルフの背にいるほうが生き生きとして見えるのが不思議だ。

　仲間を失って一匹になった魚はセシリアの腿で寂しく泳いでいた。

（すぐにあなたも元の場所へ返してあげるからね）

　汗ばむそこをそっと撫でていると、ランドルフがぽつりとつぶやく。

「お前は、魔紋を奪う体質ではないのかもな」

「どういうこと？」

「水門を修理したあのとき、俺は一つ紋の状態だった。だが実際にはそれを凌駕する力が出た。お前も見ただろう。壊れた水門を一瞬で再構築し、全く新しい形に作り変えたのを」

「あれはランドルフの魔法のセンスが高かったからじゃないの？」

「違うな。センスがどうという域ではない。明らかに一つ紋の魔力量を超えていた。あのとき力の制御が遅れたのは、急に魔法が使えたこともあるが、その力があまりに強大だったからだ」

「本来の力以上の力が出て、使いこなすのが大変だったってこと？　なんでそんなことに……」

「つまり、セシリアは『相手の魔力を自分の体内で増幅させる体質』なのかもしれないな。たびたび発作を起こしていただろう。あれもセシリアの体内で大きくなりすぎた力が、熱となって放出されようとしていたのかもしれない。あれ以来発作はあるか？」

「そういえば、全然ないわ」

　日に日に強くなっていった発作が、水門の一件以来まったくなくなっている。それどころか、背負っていた荷を下ろしたかのようにすっきりと身体が軽い。

　発作がはじまったのはランドルフのすべての紋を奪ってからだ。内包する魔力が大きくなりすぎた、というのもあり得る話な気がした。

「水門が崩壊していたら、たとえ俺が三つ紋だったとしても危なかっただろう。まわりの人間に被害が及び、修復がうまく行かなければ街が一つ失われていたかもしれない」

「じゃあ少しは役に立ったの？　私のこの体質」

「少しどころではない。あの場が収まったのはお前のお陰だよ」

「良かった……」

　ランドルフの足を引っ張るばかりだと思っていたこの体質が、必要とされることもあった。

　熱いものがこみ上げてきて、目頭がじんと熱くなる。

「今日は無理をさせすぎたな。もう休め」

「部屋に戻るの？」

　無意識のうちにランドルフの服の裾を掴んでいた。

「いて欲しいか？」

　こくりとうなずくと、ランドルフが笑みを浮かべる。

「素直でいいな。朝までここにいるから安心して寝ろ」

　服から手を離され、代わりに指を絡められる。

　たまには少しくらい素直になってもいいのかもしれない。

　手から伝わる穏やかな体温を感じながら、そんなふうに思った。








六章　聖魔導士へ二度目のさよなら









　自室で書類に目を通していたセシリアは、ふと、窓の鳴る音に顔を上げた。

　外では葉が舞っている。今日は風が強い。

（明後日の天気はどうだったかしら）

　ロジェの帰国が二日後に迫っている。道中の天候は良いに越したことはない。

　肌寒さを感じてケープを羽織ると、時計を確認して扉へ向かった。集中していたようで、次の予定の時間が近づいていた。

　ドアノブに手を掛けたとき、足元の違和感に気づいた。

「なにこれ……」

　扉の前だけ大理石の床がびしょびしょに濡れている。思わず後ずさりして、転びそうになった。

　反射的に天井を確認するが、そちらには染み一つない。つまり雨漏りの類いではないということだ。

　突然のことに唖然としたあと、かっと怒りがこみ上げてくる。

　セシリアは部屋を飛び出した。

（もう懲りたと思ったのに……！）

　邸内を歩いてまわり、中央棟の廊下でミランダとカーラを見つけた。談笑する二人の前に立ち塞がると、ミランダたちはぎょっとして顔を見合わせた。

「部屋に水を撒いたの、あなたたちよね」

「な、なんのこと。知らない」

「どいてもらえる？　まだ仕事があるの」

　二人はきっと朝方忍び込んで水を撒いたのだろう。

　薄暗いなか、侍女や見習いの魔導士が入ってきていたら、転んで怪我をしていたかもしれない。悪質な行為だというのに、二人は謝る素振りもみせない。

「それより、セシリアってば今はなんの仕事をしているのよ」

「とぼけないで。私は聖魔導士様付きの女官で──」

「ふふっ、冗談でしょう!?　あんたが聖魔導士様の側にいてなにができるのよ」

「残念だけど今さら戻って来られないわよ。メイドのほうも新しく募集をかけるみたいだし」

「メイドだって少しくらい魔法が使えないと、仕事にならないものねえ」

「メイドには戻らない。私は今の仕事を続けて……」

「あんたみたいのを側に置いてちゃ聖魔導士様の評価も下がるっていうのに。どうしてわからないのかしら」

「あんたじゃ聖魔導士様にふさわしくないのよ。だから反発する人も出るんじゃない？　誰だかわからないけど」

　嘲るようにくすくすと笑われて、それでも言い返す言葉が見つからなかった。

　呆然とするセシリアの横を二人はさっさと通り過ぎていく。

「──あ、ちょっ、まだ話終わってな……」

　呼び止めたときにはもう二人の背は見えなくなっていた。

　もやもやと暗い感情が押し寄せてくる。

　あんなの、気にすることない。聞き入れる必要なんてない。

　どうせいつもの嫌みだ。それはわかっている。なのに胸がズキズキと痛い。

（まるで私自身が言ったみたい）

　自分がいてはランドルフのためにならない。

　何度もそう言い聞かせてきた。──だから、悔しいけれど、納得してしまったのだ。あの二人の言葉に。

　自分はまだここにいていいのだろうか。嫌な焦りを感じて、背筋を汗がつたった。
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　見事な剪定の庭木が強い風に揺れている。

　葉が飛んでくるのを魔法ではらいのけようとして、すんでのところで思いとどまった。結果、大きな楓の葉がまともに顔に張りついて、一瞬視界を奪われる。

（こいつの前では魔法を使ってはいけないんだったな。まったくまどろっこしい）

　ランドルフは軽く舌打ちをして葉を手ではらった。

　隣を歩くロジェはそんな様子を気にすることもなく、しきりにまわりを見回している。だが、あいにく彼のお目当てはいない。少し後ろからついてくる大臣や従者の集団の中に、彼女の姿はないのだ。

「セシリアはどこに？」

「今日は別の仕事──あなたを送るパーティーの準備にあたらせていますよ」

「ふざけるなよ。そうやって僕に会わせないつもりだろう」

　本性を現したな。ランドルフは内心ほくそ笑んだ。

　隠す素振りもないギラギラとした殺気に、国賓という立場を忘れた言葉遣い。はじめて会った時のロジェとはまるで違う。

　だが、半端に思惑を隠されるより、こちらの態度のほうがよほどやりやすいというものだ。

　風が強いおかげで後ろの大臣たちにはこちらの会話は聞こえていないはず。どんな内容でも明け透けに話せる。

（こういうのはムキになったほうが負けなんだ）

　冷静さを欠いた人間ほど扱いやすいものはない。相手が熱くなるほど、こちらは落ち着いていられる。

「まさか！　ただ女官として仕事をさせているだけですよ。ロジェ殿は大切な客人。パーティーは盛大なものにしたいですから」

「お前にセシリアは渡さない」

「はて……彼女は私の女官であって、所有物ではないのですが」

「お前がセシリアを脅していることはわかっている」

「脅す？」

「とぼけても無駄だ」

　ロジェがなにを考えているのか予想がついて、思わず吹き出してしまう。

　どうやら、こちらが上司という立場を利用してセシリアを好きにしていると考えているらしい。

「なにがおかしい！」

「いや……まあ、そう見えても不思議ではないか」

「お前のような他人の気持ちがわからない人間にセシリアを好きにはさせない」

「他人の気持ち、ねえ……俺がどう思われようが構わないが、あんたはずいぶん英雄気取りなんだな。セシリアを救うなどと言い出しかねない」

「なにがいけない。僕はそのつもりだ」

　曇りのない目だった。彼の中ではランドルフが悪であり、セシリアが可哀想な被害者なのだろう。

「あんたにも他人の気持ちがわかっているとは思えんな」

「なんだと……」

「セシリアはお前の手には負えない。あいつは──面倒な女だからな」

「なっ、彼女を侮辱する気か！」

　ロジェは気色ばんで腰に帯びた剣に手をかける。

「いちいち怒るなよ。……あんたからは、セシリアはどう見えている？」

「は？　そりゃあ、彼女は聡明で優しくて、とても真面目な女性だ」

「ああ。真面目で……真面目すぎて、なんでも一人で抱え込む女だ。ふつうは自分の身が一番かわいいっていうのに、あいつは自分のことよりまわりのことを優先する。自分のせいで誰かが傷つかないように、秩序を乱さないように。そんなの俺はどうでもいいのに……」

　なぜそんなにも自分の事をなおざりにするのか。献身的な優しさが、たまにもどかしい。

「なにを言っている」

「わからないか？　わからないなら、あいつは救えない。セシリアの嘘を見抜けない人間には」

　楽しくないのに笑う。つらいのに平気だと言う。彼女のそんな嘘はもう聞き飽きた。空気を読み、人に心配をかけまいとする姿は痛々しい。

「確かに彼女がなにかを隠していると感じたことはある。でもそれはお前が脅しているからで……」

「そう考えるのがあんたにとって楽なんだろう。でもだめだ。セシリアの嘘の先にある本音を見つけられるやつじゃないと。あいつには、癒やしてやれる誰かが必要なんだよ」

　ロジェは怪訝な表情を浮かべている。

（その様子じゃセシリアは任せられるはずもない）

　彼女にふさわしいのは、本心をぶつけられる相手だ。自分はそんな存在になれているだろうか。
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　パーティー会場ではすでに準備が進んでいた。早くに会場入りして指示を出すはずが、ミランダ達を探していたせいでだいぶ遅れてしまった。

　彼女たちの言葉にモヤモヤとする気持ちはあるけれど、今は仕事に集中して余計なことを考えずにいたい。

「ここのテーブルクロス、間違っています。国賓が出席するパーティーには決まった色のものがあります」

「ラトローズのお料理を出すときには香辛料に気をつけてくださいね。間違えると伝統の味付けにならないので」

　書類を手にあちこちチェックしていると、大臣が近づいてくる。時間に遅れたことをとがめられるかと思ったが、意外にも機嫌がいいようだった。

「そんなに張り切らなくても良い。細かい確認作業はこちらでやる」

「そういうわけには……」

　弾んだ声になんだか不気味なものを感じていると大臣が声を潜めた。

「明日は聖魔導士様にはつかなくていい。ロジェ様の相手をしろ」

「どういうことですか」

「昔なじみなんだろう。積もる話もあるんじゃないか」

　こちらをうっとうしく思っている相手の言葉だ。純粋な善意だとは思えなかった。真意を探るように、無言で続きを促す。

「なに、もし深い仲にでもなれば、国交もさらに盤石なものになろうと言っているのだ。隣国とは交流があるが、まだ王家へ妻を出したことはないからな。たとえ愛人だとしても、身籠もればいい切り札になる」

「なっ」

　人のことを政治の道具にしか思っていない下世話な思惑に絶句する。

「わ、私は聖魔導士付きの女官ですっ。当日は自分の仕事をするだけです！」

「だから気を利かせろと言っているのだ。明日は周辺諸国の姫君やご令嬢も呼んでいる。お前が張りついていたらランドルフ様も不自由だろう」

「それって……お見合いってことですか!?」

「まあ、ランドルフ様の眼鏡にかなう女性がいれば、あとは当人同士の問題ということだ」

　明日のパーティーは予想以上に議会の欲望がつまっている。

　セシリアにはロジェと、ランドルフには身分の高い女性と、いい仲になってほしい。そんなのあまりに勝手だ。

　唖然としていると、大臣がわざとらしくため息をつく。

「もう充分だろう。お前だってランドルフ様の戯れに、最後まで付き合えるとは思っていまい。ランドルフ様が身分も魔力も高い女性を選べば国民も安心する。それとも、本当に自分が結婚できるとでも思っていたか？」

「それは……」

「お前だって議会から反発されて過ごすのに嫌気が差しているんじゃないのか。手を引けば今後の処遇だって多少は口をきける。それですべておさまる話だ」

　ランドルフから手を引け。議会の態度は最初から変わらない。

　人の気持ちを無視した勝手な言い分だけれど、さっきのような反発心は沸いてこなかった。

（そうだよね。私がちゃんと姿を消せば、ランドルフが新しい恋をすれば、全部うまくいく……）

　わかっていたことだ。五年前、彼の魔紋を奪わなければ、そうなっていたはずの未来。本当ならなにもかもが卒業式の日に終わっていたはずなのに。

　おかしいのはむしろ今のほうなのだ。




　会場の仕事はしなくていいという大臣の言葉を受けて、自室に戻った。ぼんやりとしてなにも手につかず、気づけば窓の外は橙色に染まっていた。

「大丈夫か？」

　低い声にびくりと身体を震わせる。

　ぐったりともたれていたソファの隣にはいつの間にかランドルフが座っていた。

「いつからいたの!?」

「十分ほど前だ。入るぞと声をかけたが、神妙な顔でなにか考え込んでいたから勝手に入った」

「そ、そう……」

　完全に自分の世界に入っていたらしい。

「具合が悪いのか」

　ランドルフが距離を詰めてくるので、反射的にソファの端へ逃げると、腰を引き寄せられてぴたりと密着されてしまった。

「なんだ、よそよそしいな」

「つ、疲れてるの」

「だったら余計にもたれていろ。ほら」

　肩に預けるように、頭を傾げられる。それだけで、どっと眠気が押し寄せてきた。

　彼の体温や香りで、硬くなっていた身体がほぐれていく。いくら警戒しようとしても、彼といる場所が自分にとって安心できる場所なのだと五感が覚えている。

　軽く握った拳を、ランドルフの大きな手がすっぽりと包み込んだ。

「手、温かいな。眠いのか？」

　本当にこのまま彼の腕の中で眠ってしまいたい。そしたら疲れも、もやもやした気持ちも晴れるような気がするのだ。

（でも、駄目だ。そんなふうにすがってちゃ）

　くっつきそうなまぶたを無理矢理開けて、身体を離した。

「ありがとね。……明日の、ロジェ様のパーティーのことなんだけど」

「ああ、いよいよロジェがいなくなると思うとせいせいするな」

「わ、私出なくてもいいかな？　ほら、会場にいても特に仕事がないし」

　なるべく平静を装って言った。

　大臣の思惑通りに動くつもりはない。けれどランドルフの側でお見合いを邪魔しようとも思えなかった。

「ああ、そうだな。そしたらロジェは明日も大騒ぎするだろうな。くくっ、悔しがる姿が目に浮かぶ」

　ランドルフはあっさりと受け入れてくれた。こちらが疲れた様子だったからからもしれない。

「ランドルフは、その……楽しんでね」

「ああ、最後にあいつに吠え面かかせるのが楽しみだ」

（そういう意味じゃないんだけど……まあいいか）

　無意識にスカートを握りしめていた。その下には一つ、取り残されたランドルフの魔紋が泳いでいる。





　◇






　翌日、パーティーの準備で人の出入りも多くなり、使用人達は忙しそうに立ち回っている。

　いつもより騒がしい雰囲気の中、セシリアは日が暮れ始めた頃にそっと自室を抜け出した。

　ロジェの部屋をノックすると、すぐに従者が取り次いでくれる。

「やあ、会いに来てくれて嬉しいな。ここ最近会えていなかったから」

　満面の笑みで出迎えてくれたロジェは、礼装に着替えていた。

　胸元にいくつもの紋章がついた白いサーコートがよく似合っていて、その姿はまさに王子様といった風情だ。

「すみません、お忙しいときに」

「いいんだ。元気だった？　君の姿が見えないと不安で仕方なかった」

「ご心配おかけしました」

「責めるつもりはないんだよ。ランドルフが君を閉じ込めていたのはわかっている」

「いえ、そうじゃ……」

　やはりまだランドルフへの誤解はとけていないようだったが、今はそれを弁明している暇はない。

「あの、一つお話が。以前おっしゃっていた、研究所に私の席を設けてくれるというあのお話を……お受けしたいのです」

「え……」

「ラトローズ王国で、魔力研究の最前線で働いてみたいのです。一度お断りしてしまいましたが、まだ間に合うでしょうか」

「それはつまり、僕の誘いにＯＫしてくれるってこと？　僕を選んでくれるの？」

　ロジェが信じられないという顔でつぶやく。

「あくまで仕事の件をお受けしたいということで……」

「あ、ああ、そうだよね。でも嬉しいな。僕と一緒に来てくれるってことだよね」

　セシリアとしては仕事上の引き抜きに応じたという意味でしかなかったが、ロジェは目に薄らと涙すら浮かべている。

（言い方、間違ってないわよね？）

　他の気を持たせるような言い方はしていないはずだ。

　自分は頭脳という能力を認めてくれるところで働く。そして、この国を──ランドルフの側を離れる。

「セシリア、これからよろしく」

　差し出された手に応じて握手をすると、両手でそれを包み込まれる。大事そうにその手を撫でられて、背中がぞっと粟立った。

（本当に、これでいいのよね……？）

　ここを離れるためにロジェの誘いを受ける。それが最善の策だと思ったのに、自信がなくなってくる。

「ロジェ様、お支度の方が……」

　侍女が控えめに声をかけてきて慌てて手を離した。部屋を出るきっかけに、内心安堵していた。

「忙しいときにごめんなさい。私はこれで」

　ロジェが発つのは明日の朝だ。一緒の馬車に乗り、そのままラトローズ王国へ入ってはどうか、という申し出はありがたかった。

　きっかけを失えば、ハイランズを出るのは難しくなる。ランドルフが出国を許すとはとても思えない。

　明日なら、きっとなんとかなる。

（私の気持ちも……）

　時間が経つほどに決心が揺らぐ。

　気持ちが晴れないのはきっと、住み慣れたこの国を離れることへの不安だと、自分に言い聞かせた。




　パーティーは夜更けまで続いていた。

　窓から広間の明かりを確認すると、セシリアはベッドに入る。けれど、一睡もすることができずに時間だけが過ぎていった。

　時計の短針が十二時を過ぎてしばらくすると、執務室に足音があった。音はそのままランドルフの寝室に消えていく。

　神経を研ぎ澄ましていたセシリアは、物音が消えてしばらくしてからゆっくりと起き上がった。

　ナイトローブをしっかり着込んで、足音を殺す。月明かりの照らす執務室を過ぎて、ランドルフの寝室へ入った。

　中はカーテンが引かれ、ほとんどなにも見えない。

　暗闇に目が慣れるまで待つと、毛布が規則的に上下するのがかろうじて確認できた。

「ランドルフ……」

　小さく呼びかけるが、寝息は乱れない。深い眠りに入っているらしい。

（良かった）

　きっちりと合わせていたナイトローブを抑える手を緩めた。念のために着ていた恥ずかしい格好を見られずに済みそうだ。

　ベッドに乗り、彼の身体を跨ぐ。寝ていると思って、行動が少し大胆になる。

　腰のリボンをするりと引き抜くと、そのままランドルフの両手をヘッドボードにくくりつけた。

「ごめん……」

　いけないことをしている。それはわかっている。

　でも、もうなりふり構っていられない。

　闇の中にランドルフの顔がぼんやりと浮かび上がる。もう二度とこの目で見ることのできない、綺麗な顔だ。

　少しはだけた胸元に、思わず頬を寄せた。

　逞しい胸からは、石鹸とランドルフ自身の香りがまざった、いつもの匂いがした。香水の匂いがしたらどうしようなんて思っていたから、ひどく安心してしまう。

（勝手よね。あなたにいい人がいますようにって思ってたはずなのに）

　議会や国民は、ランドルフの結婚を望むだろう。いつかは彼の隣に立つ女性がきっとあらわれる。確かなのは、それが自分ではないということだ。

　今、最後の魔紋を返す。そうしないと姿を消しても意味がない。五年前のようにつながりを残したままでは、また同じ事の繰り返しだ。

　意を決して、身体を下の方へずらすと、彼の下衣を下着ごとくつろげた。だが、現れたのはいつものいきり立つ欲望ではなかった。

「なにこれ……」

　硬さを持たず、ふにゃりと下を向くランドルフ自身をセシリアは呆然として眺める。

　つつけば弾力はあるが、とても挿入できるような硬度はない。

　考えてみれば、いつも目にしているのは行為の時の肉竿で、平時のこれを見るのははじめてだった。

（いつもはあんなに硬くて、大きくて、上を向いてるのに……）

　手でそっと持ち上げると、くたりとなじむ。

「どうしよう、ふにゃふにゃだわ……！」

「失礼なやつだな、いきなり襲っておいて」

　低い声に驚いて顔をはね上げると、しっかり起きているランドルフと目が合ってしまった。

「お、起きてたの!?」

「下でごそごそやられたら嫌でも起きる。まさかお前が夜這いをかけるなんてな」

「ち、ちが……」

「そんなにシたかったのか。だったら起こせばいい。こんな風に縛るなんてなに考えてる」

　頭上でまとめ上げられた手が窮屈そうだ。腕を動かすたびに、ベッドごとぎしぎしと軋んだ音をあげた。

「ほら、早くほどけ。かわいがってやるから」

「……いい」

「なに？」

「私が勝手にやろうとしたことよ。あなたの力は借りない。私が自分でなんとかする」

「おい、俺の身体を勝手になんとかしようとするな。話を聞け」

　わめくランドルフを無視して、再び手の中のものをそっとさすった。

　軽く握ると、ぱくりと口の中へくわえ込む。

　柔らかな器官を口に含むのは少し怖かったけれど、歯が当たらないように、そっと裏側へ舌を這わせる。するとその器官がぴくりと震えた。

　まるで意思を持ち始めたような動きに、これもランドルフの一部なのだと愛おしさがこみ上げてくる。

　力を入れすぎないように、舌をやわらかくしたまま何度も上下に刺激していく。

「っ、く……おいやめろ。勝手に進めるな。とりあえず、お前の姿をよく見せろ。そしたらすぐお望み通り勃たせてやるから」

「え、い、嫌だ……」

「はあ!?」

　断れば、ランドルフはさらに暴れる。ベッドはみしみしと軋んで、このままだとヘッドボードが壊れそうだった。

「ちっ」

　舌打ちを合図に魔法が発動し、サイドテーブルの明かりが灯る。セシリアは慌ててナイトローブをかき合わせた。

「お前それ……なんて格好してるんだ」

「み、見た……？」

　セシリアが身につけているのは、シルクオーガンジーの淫猥なデザインの下着だった。ピンク色のベビードールからは、揃いのショーツと身体の線が透けている。銀糸で施された厚い刺繍が、胸の先端や秘部といった恥ずかしい部分をかろうじて隠していた。

　ショーツの腰部分とベビードールの肩は頼りなげな細いリボンで結ばれている。ベビードールは前開きになっていて、動くたびにちらりと臍が見えた。正面をとめるのもリボン一つで、引っ張ればすぐにほどけてしまう。

　彼がもし起きていたら、最後の手段としてこれで誘惑しようと思っていた。冷静に考えれば、なんて恥ずかしい作戦だろう。

「おい、手の縄をはずせ」

「い、いやっ」

「俺は見たいと言ってる！」

　檻に入れられた猛獣のように暴れられ、ぶちりといやな音を立てて彼の手が自由になる。相当きつく結んだはずなのに、馬鹿力で腰紐を引きちぎったらしい。

「隠すな。見せろ」

　執念で拘束を解いた腕がこちらに伸びてくる。抵抗むなしく、そのままナイトローブは剥ぎ取られた。

「いい眺めだな」

　じっくりと舐めるように全身を見られて、身体がかっと熱くなる。ランドルフの中心は、緩く立ち上がっている。

「どうして隠した。見せるために着てきたんじゃないのか」

「そう、だけど……」

　下着のくせに隠す気がないデザインが恥ずかしくてしょうがない。

　肩のリボンが無遠慮に引っ張られて、慌ててその手を払いのけた。そこをほどくだけですぐに胸元があらわになってしまう。

　どのリボンを解いてもあられもない格好になるなんて、下着としての機能性皆無だ。

「だめだってば！」

「たしかにすぐ脱がせては惜しいな」

　あっさりと撤退されて、拍子抜けしてしまう。

　ランドルフはふたたび、自身をセシリアの手に握りこませる。さっきよりも強度を増した欲望が、手の中でびくんと跳ねた。

「ほら、自分でなんとかすると言ったな」




　いい眺めだ。

　自分の中心にちろちろと舌を這わせるセシリアを見下ろしながら、ランドルフはほくそ笑む。

　舌を動かすたびに、オーガンジーも揺れて、透けた白い肌がほんのり紅く色づいていくのがよく見えた。

　戯れにショーツをとめるリボンをひっぱれば、いとわしそうに手を払われる。レースが敏感な所に擦れたのか、尻がもぞもぞと落ち着かないのがかわいらしい。邪魔するなと言いたげに、涙目で睨み上げられるのもぞくぞくした。

　たまらない光景に、欲望はさらに熱を持っていく。

　セシリアの口戯は上手いとはとても言えないものだった。小さな口では大きくなったものを奥までくわえ込めず、持て余し気味に届くところへ舌を這わせている。

　どこがいいところなのか探る余裕もまだないようで、まるであめ玉をなめるようにちろちろとひたすら舌を動かす。少し歯が当たるだけでびくりと怯え、こちらの様子をうかがってくる。

（もっと困らせてもよかったんだが……）

　なかなか立ち上がらないそこに泣き出しそうになるセシリアも見てみたかったが、視覚と触覚の暴力的な刺激にすぐ屈してしまった。

　ぷくりと溢れてきた先走りに、セシリアが戸惑いながら舌先で触れた。

　知らないものに触れた違和感のせいなのか、単純に味がお気に召さなかったのか、眉をひそめている。初心な反応に、むくむくと嗜虐心が刺激されていく。

　唾液と先走りをこくりと飲み下した細い喉の奥に、凶悪な欲望をそのまま突っ込みたい。そんな衝動に駆られて、慌ててシーツを掴んだ。

　すっかり硬くなって天井を向く肉竿をセシリアが跨ぐ。

　下着ごと彼女の中心を擦り付けられて、竿にオーガンジーのざらついた感触があった。その奥に、少し湿ったぬくもりも感じる。

　セシリアはショーツを少しだけずらすと、そのまま挿入しようと試みる。

「待て」

　腕を引けば細い身体はあっという間に自分の胸へ飛び込んでくる。

　ショーツの中に指を入れ割れ目をなぞると、そこは薄らと湿っているだけで、花びらはまだぴたりと閉じている。

「そんなに焦るな。それとももう欲しくなったのか？」

　からかうように言えば、切羽詰まった様子で頷かれる。

　その目は真剣だったけれど、欲情しているようには見えなかった。

（いじめすぎたか？　真面目な奴だからな、自分でなんとかすると言ったのがプレッシャーになっているかもしれんな）

「このまま挿れてもお前が痛いだけだぞ」

「いいの」

　セシリアはかたくなだった。

　このまま中に入れられるわけがない。意地悪してしまうのはかわいいと思うからであって、本当に痛みを与えたいわけではないのだから。

「お前がよくても俺が嫌だ」

　しっとりと吸い付く蜜路へ、人差し指をじっくりと抜き差ししていく。このくらいなら慣らさなくても痛みを感じることはないだろう。

「濡れていないぶん、俺の指の形がわかるだろう」

「っ、う……」

「目を閉じろ。ちゃんと、中にあるものを感じろ。どうやって入って、どうやって引き抜かれているか」

　呼応するように、うねるナカがじわりと潤ってくる。

　それを確かめて指をもう一本増やした。

　空気が一緒に入って、抜き差しのたびにくぷくぷと音を立てる。

　ゆるやかに高められていく身体に、セシリアはきつく目をつぶって耐えている。まるでこれ以上の快感を拒否しているかのようだ。

　けれど、さっきよりも明らかに欲は高まっていて、頬は紅く染まっている。吐息は悩ましげで、首にかかるとひどく熱い。

「何本指が入っているかわかるか？」

「二本……」

「どの指だ？」

「ひ、人差し指と、中、指……」

　出し入れするばかりだった指を、中で少しだけ曲げてやる。ノックするように交互に腹を押し上げると、セシリアの身体がふるふると揺れた。

「く、ふ……っ」

「わかるか？　ここのざらついたところを撫でてやるとどうなる？」

「ぅあ……」

「きついのがさらに締め付けてくるな。感じていると教えてくれるみたいだ」

　震える腰を撫で上げ、ベビードールの上から胸の突起をくにっと押しつぶす。刺繍の下でも、主張する小さな飾りはすぐにわかった。

「ああっ！」

　ざらざらした生地が飾りを刺激して、セシリアは首をのけぞらせる。

「せっかくめかしこんできたんだ。このまま最後までするか」

　セシリアを優しく寝かせると、ショーツをずらし、先走りで光る切っ先をあてがう。

　さっきまで欲情してよがっていたセシリアは、しかし急に激しく抵抗すると、身体を突き飛ばしてきた。

「いやっ、待って！」

　くたりとシーツに沈み込んでいた彼女のどこにそんな力があったのだろう。

　バランスをくずしてヘッドボードに背を預けると、セシリアがその上に乗ってくる。

「どうした」

「こっちがいい」

　おねだり、なんてかわいいものではなかった。

　掠れた声の懇願には、譲れないという強い意思を感じる。

　じわり、と嫌な予感が胸に広がっていく。

「あとでいくらでもしてや……」

「いや！　今日はこっちがいい。私が下はいや……っ」

　思い出すのは先ほどのパーティーのことだ。

　はじまってすぐに、この絢爛豪華な集まりは自分の見合いも兼ねていたということを思い知らされた。

　令嬢たちのこびへつらうような笑顔に、いろいろな香水が混ざり合った匂い。うんざりしてきた頃、ロジェに話しかけられた。うっとうしいロジェもあの令嬢たちよりはマシだと思うくらいには疲れ切っていた。

「やあ、モテモテですね。どっちが主役がわからないくらいだ」

　ロジェは妙に機嫌がよかった。セシリアはパーティーに参加していないというのに、それが不思議だった。

「明日であなたとお別れかと思うと寂しいです」

「……ええ。そうですね」

　心にもない世辞にさらに警戒心が募る。

　ロジェは最近、自分の前で敵がい心をむき出しにしていたはず。それがなぜ今さら体裁を取り繕っているのだろうか。

「この間の続きを話しましょうか。あなたもセシリアをそれなりに大事に思っているようですが、彼女の幸せを願っていると思っていいですか？」

「……当たり前です」

「質問を変えますね。あなたはセシリアの嘘を本当に見抜けますか？」

　なにが言いたいのだろう。話題の核心が見えなくて、言葉に詰まった。

「セシリアがあなたから離れたいといったら、それを受け入れることはできますか」

「はあ？　ありえな……」

「ありえない。なぜです？」

「……確かに、まわりの風当たりが強く、時には女官の立場が自分にふさわしくないかもと悩むこともあるでしょう。でもそれは本心じゃない。環境さえ整えれば解決することですよ」

「それこそがあなたの慢心じゃないんですか。あなたがセシリアの言葉を都合良く解釈しているだけでは？」

　唖然としたあと、ふつふつと怒りがこみ上げてくる。

　セシリアの言葉が強がりか本心かなんて、わからないはずがない。そんな薄っぺらい関係ではないと信じている。

　五年前、彼女が自分の前から姿を消したときには正直不安だった。彼女を好きなのは自分だけで、相手にとっては取るに足らない存在だったのではないかと。

　けれど、自分に会うためセシリアも奮闘していたと知って、そんな疑いは杞憂だったと感じた。そして離れたいと拒絶するのは彼女の優しさなのだと理解した。

　いつかセシリアが自分の気持ちに正直になれるようにしてやりたい。いまは無理だとしても、いつか──。

「愚問だな。悪いが俺たちはお前の思うようなうわべだけの関係ではない」

「傲慢だよ、君は」

「なんとでも言えばいい。負け犬がきゃんきゃん鳴いているようにしか聞こえん。お前こそセシリアの気持ちなど知らないで──」

「君は持たざる人間のつらさがわからないんだ！」

　ロジェの怒りに震えた声が、ランドルフの言葉をかき消す。

「魔力至上主義のこの国で、彼女がどれほどつらい思いをしてきたかわかるか。お前はその頂点から彼女の心を弄んでるだけじゃないか」

「待て、セシリアが持たざるものだと言いたいのか？　じゃあ俺はなんだ。すべてを手に入れたものか？」

　鼻で笑うと、ロジェは大真面目に頷いた。

「聖魔導士の立場にあって、そんなこともわからないのか」

　自分にはいつだってなにもなかった。家族も金も、安全も健康も、仲間だって。どのコミュニティにも属すことのできないはぐれものだった。

　だから由緒ただしい家柄で、他人に優しさを向けるセシリアに憧れていた。彼女はたくさんのものを持っている人間だった。だからなにも持っていない自分には眩しかった。

　それがいつの間にか変わっていた？

　足元がぐらりと揺れたように錯覚した。

　──聖魔導士になればいいのに。そしたら見えるものすべて変わるのに。

　学生時代の彼女の言葉は、そういう意味だったのか？　いつの間にか自分は力を手にし、セシリアとはすっかり立場が逆転していたということなのか。

「お前にそんなこと……王族のお前に……」

「王族だから、この一つ紋がつらい時もある。セシリアだって同じだ。決定的なものが欠けた僕たちには、僕たちにしかわからないつらさがある。どんなに努力してもあるのは肩書きだけで、生まれ持った力に打ちひしがれて……。だから君は傲慢なんだ。力でのし上がれる人間にはわからないだろうね。セシリアは今、貴族の肩書きを失って、ある意味自由になったんじゃないのか。それを、君に見いだされたせいで、また力がすべての世界で生きていくことになって。それでよく彼女の幸せを願っているなんて言える」

　心臓が早鐘を打つ。指先が痺れたように熱を失っていく。

（俺はとんでもない思い違いをしていたのか……？　まさか、そんな……）

　嫌な汗が背中を伝った。

「彼女を解放しろ」

　ロジェはそう言い捨てる。

　言い返すことができなかった。気づいた時には彼は招待客の中へ消えていた。

（あいつがセシリアのなにを知っている？）

　確かにまわりのノイズはうるさい。セシリアがそれを気にしているのもわかっている。だが、そんなことくらいで折れるような人間じゃないはずだ。

　セシリアが弱ったときには自分が側にいればいい。そうして彼女を癒やして、味方だと教えてやればいい。

　そうすればほかに怖いものなんて──。

「っ、あ……」

　セシリアがか細い声を上げた。

　意識は急速に、現在に引き戻される。

　いきり立つ自身の上で、セシリアがそれを中に入れようと一生懸命に腰を擦り付けている。真っ白な腿が揺れて、最後の魚もまるで泳いでいるように波打った。

「……セシリア、いいんだな。本当に、お前が上でいいんだな」

　腰を固定すると、そのまま肉竿を押し込んでいく。濡れてざわめく隘路に最後まで埋め込むと、奥壁をこつこつと軽く突いてやる。

「あ、っ、ふぁ……っ」

　セシリアはもどかしそうに腰を振り、切なげに眉を歪める。

　本当に、上でいいのか。その答えに迷っているのか、彼女の口から返事は紡がれない。

（それでいい。そんな馬鹿な考えは捨てろ）

　こんな紋なんかいらない。

　五年前、魔紋が移動していなければ、きっと自分たちは再会することはなかった。この魚は自分たちを結ぶ強固な鎖だ。

　それをすべて返すということは──。

　中が蠕動して、吐精感が襲ってくる。

　本当は、なにも考えず、めちゃくちゃに突いて中に出してしまいたい。

　セシリアだってそうされたいはずなのに、なにを意地になっている。

　締め付けに耐えながらゆるゆると腰を動かす。刺激を求めるようにざらついた路が絡まって奥へと誘ってくる。

（下がいいと言ったら、すぐにめちゃくちゃに突いてやろう）

　だから、はやくねだれ。どんな言い方だっていいから。

　下生えをかき分けて、ぷっくり顔をのぞかせた花芽をつねってやる。

「は、あぁん……っ」

　下肢に力を入れ、セシリアは頭を悩ましげに振り乱す。蜜路はさらにきつく締まり、こちらまで暴発しそうになってしまう。

（早く言え。早く……！）

　頭の中で祈っていると、セシリアがきつく抱きついてくる。

（やっとか）

　ほっとしたとき、彼女の声が耳元で囁いた。

「ランドルフ……このまま出して」

　胸にナイフを刺されたような衝撃を受けた。

　なぜ、そんなにも紋を返したいのか。とうてい納得できない。

「……いいのか？　このままならイかせてやらないぞ」

「ランドルフ……」

　平静を装うが、すぐに心はかき乱される。

　セシリアが両手でそっと頬を挟むと、視線を絡めてくる。

　彼女の瞳には涙の膜が張っていた。それは焦らされた生理的なものなのか。それとも、もっと別の意味を持っているのだろうか。

　その目に強い意思を宿していることだけは確かだった。

「キスが、したい」

　いうなり、唇を重ねられる。

　唇の輪郭を舌がなぞると、そのまま口内に侵入してくる。

　歯列をなぞり、犬歯の尖ったところにまで舌が這わされる。それはまるで一方的な確認作業のようだった。──もう二度とかわすことのないキスを、忘れないための。

　呆然としていたランドルフは、セシリアの頭を抑えると、負けじと舌をねじ込む。

　確かめるように。刻み込むように。

　お互いの唾液が混じって、ぽたぽたと下に落ちる。

　激しいキスを交わしても、心は寂しかった。

　──いやだ、離れたくない。ずっと側にいてくれ。

　言葉を発する隙があればそんな情けないことを言ってしまいそうで、夢中になって唇を合わせた。

「んっ、ふぅ……っ！」

　細い腰を持ち上げて、壊れそうなくらいに突き上げる。がくがくと揺さぶられたセシリアは必死に背中にしがみついている。

　今なら、押し倒して、無理矢理中に出すこともできる。

　だが──。

（もう、なにも知らないガキじゃない。力で縛り付けることがどれだけ愚かでむなしいことか、わかっているつもりだ）

　ずっと側にいたい。セシリアが好きだ。

　好きだから──選択を受け入れるしかない。

「っ、く」

「あぁぁ────っ!!」

　セシリアを上に乗せたまま、欲望を中ではじけさせた。

　同時に達した彼女の中はまだびくびくと痙攣している。セシリア本人は張り詰めていた糸が切れたようにぐったりとしなだれかかり、気を失っていた。

　腰に絡みついた腿は、白くて、本当に染み一つないくらい真っ白で──もちろんそこに泳ぐ魚はいなくなっていた。








七章　セシリアの本当の気持ち









　セシリアが目を覚ますと、そこは自室のベッドだった。

　ぼんやりしたまま身体を起こすと、衣擦れの音とともに、掛けられていたものが床へ落ちた。真っ黒なウールの外套だ。見覚えのないデザインに首を傾げる。

　隣の執務室から足音がした。見習い魔導士が挨拶する声とともに、その足音は部屋を出て行こうとする。

「ランド……」

　思わず呼び止めようとして、やめた。

　扉の閉まる音がする。足音が遠のき、部屋は静寂に包まれる。

（どんな顔で会うっていうの……）

　昨夜なにがあったか、思い出した。

　彼から離れると決めた。ランドルフもきっとわかっている。

　セシリアは拾い上げた外套をぎゅっと抱きしめた。これはきっと、ランドルフからの最後の餞別だろう。




　約束通り、ラトローズ王国の紋章が入った馬車でしばし待っていると、弾んだ声とともにロジェが乗り込んで来る。

「やあ、待たせたね」

　ゆうべは遅くまでパーティーに参加していたはずなのに、疲れを感じさせない爽やかな笑みだった。

　セシリアも笑い返すが、どうしても口元が引きつってしまう。とても心から笑える気分ではなかった。

　馬車はゆっくりと動き始める。

「出発の準備をする時間もなかっただろう。ごめんね、向こうに着いたら住む場所も必要なものも手配するから」

「そんな……私は仕事を与えてくれればそれで……」

「僕と一緒に来てくれるんだ。不自由させるわけにはいかないよ」

　研究所ではロジェと関わらず、末端の研究員としてひっそりと働かせてもらえればと思っていた。だからその申し出には面食らった。

　けれどここで強く否定して揉めるのも気が引けた。とにかく早く国境を越えたい。今考えるのはそれだけだ。ハイランズ王国を出れば、少しは気持ちが切り替えられるだろうから。

「しかし立派な屋敷だったね。歴代聖魔導士しか住めないというだけあって、歴史的な価値もある建物だ。セシリアは最後に見ておかなくていいの？」

　後ろの覗き窓を見ていたロジェに言われるが、遠のく屋敷を見ようとは思わなかった。

「でも、本当に夢みたいだ。大人になったセシリアが僕の隣にいるなんて。今度は同じ場所で働けるなんてさ」

「え、ええ……」

「昔から僕は君の存在に励まされていたんだよ。目を閉じればまるで隣にいるみたいに、小さいセシリアの笑顔を思い出せた」

「そんな……」

「本当さ。幼い時、お互い頑張ろうって言い合ったよね。僕のこと応援してるって言ってくれた。天使のような笑顔で」

　大げさな言い方に苦笑してしまう。

　ロジェはこちらを神聖化しすぎているきらいがある。

　同じ悩みを抱えるもの同士、そんな話をしたかもしれないが、それだけだ。ロジェが言うような、何年も人の心の支えになるようなことはしていない。そう思ってくれるのはありがたいが、今の自分にもそれを重ね合わせられるのは心苦しい。

「私はロジェ様が思うような人間ではありませんよ」

「そんなことない。君だって努力してこの地位にたどり着いた。お互い頑張ろうと言ったことを守っているじゃないか」

「……それはランドルフ様が独断で決めたことですから」

　自分の魔力では普通ならたどり着けない居場所だった。

　ランドルフはそれでも周りの反対を押し切って、自分を召し抱えてくれた。あのままだとクビになっていたメイドの立場から守るために。

　鼻の奥がつんと痛い。

　屋敷でこれまで当たり前のように暮らしてこられたのは、やっぱりランドルフの計らいのおかげだった。彼が与えてくれたたくさんのものの重さが、いまさら胸にこみ上げてくる。

　なにより言葉が、セシリアを支えてくれていた。

　──好きだ。

　そう臆面もなく言われて、やっと安心できた。ここにいていい。彼の隣にいていい。そんなふうに自信を持たせてくれた。

「ひいきだと思われても仕方ありません。だって、だって私……」

「そんなふうに自分を卑下しないで」

　ロジェは誤解している。違うのだと言葉を重ねようとするが、先を言ったのはロジェだった。

「君が好きだ」

「……え？」

「初恋なんだ。いつも心には君がいた。ずっと忘れたことはなかった」

　まっすぐな言葉と同じくらい真剣なまなざしに思わずたじろいだ。

「そんな……私はあなたにふさわしい人間ではありません。きっとがっかりします」

「そんなはずない。セシリアは昔から変わらない。今も僕の天使だ」

「今の私が……？　まさか」

　なぜ成人した自分が幼い子供と同じだなんて言えるのだろう。物心ついて間もないときと、同じなはずがないのに。

　ロジェは一体なにを見ているのだろう。

　綺麗なはずの碧色が、今はまるで違って見える。どこまでも深く底がない。見ていると、深淵に引きずり込まれそうだ。

　目の前の自分を見ているはずなのに、なにも写していないような。そんな印象を受けて、背筋がぞっと粟立った。

「初恋の人とこんなふうに再会するなんて運命に決まってる。僕たちはきっと結ばれるべきなんだよ」

「運命……？」

　つまり、なにもかもはじめから決められていたと言いたいのだろうか。

　ランドルフと離れたあの五年間も、再会するために重ねた努力も。すべて約束された苦しみだったというのか。

（違う。そんなはずない）

　会いたいなら、会おうとしなければいけない。そのために行動しなければ会えるはずがない。

　聖魔導士邸に来たのはたまたまロジェに再会するためじゃない。

　ランドルフに会いたいから。

　彼に再び会うために必死の思いをしたからだ。

　それを運命の一言で片付けられたことにふつふつと怒りが湧いてくる。

「僕を選んで、セシリア。君は僕のお姫さまだ。悪い魔導士に捕らえられた姫を助け出した僕を、君の王子様にしてほしい」

「私は姫なんかじゃありません。ただの女官です」

「セシリアのこと、きっと幸せにするから」

　言葉がまるで届いていないようだ。会話がちっとも噛み合わない。

　隣にいるのに、分厚い壁の向こうにいるような。

（怖い……）

　ロジェが見ているのは自分と似て非なるなにかだ。彼と話していると、まるで本物の自分はどこかに閉じ込められてしまった気分になる。

　ロジェの白い手が伸びてくる。

「いやっ！」

　反射的に後ずさって、硬く目をつぶった。

　──バチバチッ！

「いて……っ」

　まぶたの裏に白い閃光が映って、おそるおそる目を開けた。ロジェは右手を押さえ、顔を歪めてうずくまっている。

「ど、どうされましたか」

「それ……触れた相手に電撃が流れるようになってるのか」

　恨めしげに睨むのは、セシリアがすっぽりくるまっている黒い外套だ。

「なんて高度な魔法だ……。どこまでも僕の邪魔をするつもりだな、ランドルフ」

　彼が餞別にくれた外套には魔法がかかっていた。あんな一方的な別れだったのに、セシリアの身を案じた魔法が。

　どこまでも、守られている。

　学園でも、この屋敷でも。そして、離れても。

　まるでランドルフ自身に包まれている気がして、外套をきつくたぐり寄せた。

「いつまで君を自分のもの扱いするつもりなんだろう。側近に手をつけるなんて」

「ランドルフを悪く言わないで！」

「セシリア？」

「あの人は、私の……大切な人なんです」

　まっすぐにロジェを見据えると、碧色の瞳がたじろいで揺らめいた。人間らしい反応に、今はじめて彼と目が合ったような、そんな気がした。

「で、でも、君は恋人じゃないって……」

「そういうふうに言うことが、あの人のためになると思ってたんです。それが優しさだと……」

　自分は大きな間違いを犯していた。

　五年前から決めていた選択──彼へ魔紋を返して消えるという自分の計画が間違っていたことに今やっと気づいた。

　彼が好きだ。だったら逃げずに向き合うべきだった。ランドルフは気持ちを伝えてくれていたのに。

「ロジェ様、私はやっぱりあなたが思うような人間じゃありません。優しくもないし、たくさん間違えるし」

「え？」

「私は今から自分のわがままを通しに行きます」

　霧が晴れたように心の中の迷いは消えていた。

「ひどいと思われるでしょうが……あなたと再会するまで、私はずっとあなたのことを忘れていたんです」

　昔の記憶をたぐり寄せて、やっと思い出した彼との思い出は、セシリアにとってあまり綺麗なものではなかった。

　ロジェはその出会いを人生の支えにしていたようだが、セシリアは違う。

　彼の存在に、同族を見つけたという安堵はあった。同じような苦しみを抱えていたと知って嬉しかったけれど、単純な子供の思考で、ずっと一緒に苦しんで欲しいとどこかで願っていた。成長するに従ってその考えのおぞましさに感づき、思い出ごと記憶の奥底に封印していたらしい。

「もし私があなたの支えになっていたとしても、それは本当の私じゃない。ロジェ様の心の中にいる、ロジェ様が作り出した偽物の私なんです」

「じゃあセシリアは……セシリアはどうしてこんなふうに頑張れたの……？」

「私を奮い立たせてくれたのは、ランドルフでした。つらいときに思い出すのはいつもあの人のことばかりで……」

　彼のためならどんな無茶だってできると思った。自分をないがしろにしてもつらくなかった。

　大切な人が成功するために自分はなんでもできる。そう思っていた。

　けれど今はランドルフの隣を明け渡してしまったことが悔やまれてならないのだ。

　その場所にいるときには気づかなかったくせに、自分が生きたいのは彼の隣以外ないと痛いほど感じている。

「本当に身勝手で、どうしようもない人間なんです。だからどうか、もっと別のいい人を見つけてください」

「い、いやだ。僕は──」

　ロジェの言葉を遮るように、後方から地を揺らす爆発音がとどろいた。

「なに!?」

　窓から身を乗り出して確認すると、屋敷の塔からはもうもうと黒い煙が立ち上っていた。

「そんなっ」

　あの場所はおそらく執務室か、セシリアの自室のあたりだ。

　ランドルフは朝、あの部屋を出た。だから誰もいないはずだ。──用事があって戻っていなければ。

　嫌な予感に心臓がきりきりと痛む。

　だがあんな爆発、警備の目もあるなかで誰が起こせるというのだろう。

（まさか魔力が暴走した？）

　水門を直したとき、ランドルフほどの魔法の使い手が、一瞬それを制御できなかった。原因は魔法が発動しないと思い込んでいたこと、それから、魔力が大きすぎたこと──。

　今の彼にはすべての魔紋が揃っている。

　最後の一つは、五年間もセシリアに刻まれていた魔紋だ。セシリアの体内で魔力が増幅するというのが本当なら、とんでもない大きさになっているはずだ。

　ここでじっとしていることなんてできない。馬車の扉を勢いよく開けて外へ飛びだした。

「セシリア！」

　追ってきたロジェの腕が伸ばされる。その腕はセシリアのそれを掴もうとして、躊躇した。

「行かせてください」

「……君は幸せなの？　そっちに戻ってもつらいことばかりなんじゃないの」

「そうかもしれません。でも、ランドルフの側にいられないことがなにより不幸なことだとわかったんです」

　セシリアはきっぱりそう告げると、再び走り出した。

　残されたロジェはだらりと下ろしたままだった自分の手を見つめる。

「結局掴めなかったな。電撃を恐れてしまった……僕の気持ちもそんなもの、なのかな」

「ロジェ様、いかがされましょう。このままラトローズへ進めてよろしいですか？」

「いや、馬車を屋敷に戻してくれ」




　屋敷の中は騒然としていた。使用人や大臣達が逃げ惑っている。

　入り口へ向かう人波に逆行し、ぶつかりながらセシリアはまっすぐ塔を目指した。

「げほっ、げほっ」

　がれきに足を取られ、埃を吸い込みそうになりながら、最上階へたどり着く。

　緋毛氈が敷かれた廊下の最奥には、下層と反対に逃げる人はおらず、みな人垣を作って中の様子を窺っていた。

　執務室のあたりは損傷が激しい。三つの続き部屋は壁が崩壊して、もはや元の形状がわからないほどだ。

　野次馬たちの視線を集めているのは、セシリアの寝室部分らしかった。

「どいてっ、どいてください」

　口元を抑えながら、人垣をかき分けていく。砂煙の向こうに人影が見えてきて、セシリアは迷わずその中へ突っ込んでいった。

「ランドルフっ、いるのっ!?」

「……セシリア、か？」

　風が吹いて、煙が晴れていく。

　その中に立つ彼と目が合った。が、その光景の異様さにセシリアは呆然としてしまう。

「な、なにしているの……」

　ランドルフがどこか怪我をしているのでは。その心配は杞憂に終わった。彼の肌には傷一つ見当たらないし、立ち姿もしっかりしている。着ているものは埃で白っぽく汚れているが乱れも感じられない。

　おかしいのはその足元にひとり、そしてランドルフがぶらさげている腕の先にひとり、メイドが苦悶の表情を浮かべていることだ。

「ラ、ランドルフ、その人をおろして……」

　胸ぐらを掴まれているメイドはよく見知った人物だった。

（ミランダ……）

　そして床にうずくまっているのはカーラだ。一体なぜこんなことになったのか、想像もつかない。

「聖魔導士様がご乱心だ!!」

「使用人に手を上げている!!　殺されるぞ!!」

　事態の異様さがあらわになり、見守っていた野次馬達がにわかに騒ぎ始める。

「ランドルフ……！　早くミランダたちを離して」

　そのとき、ごとりと音がしてミランダの手からなにかが落ちる。

　それは大きなルビーがあしらわれた指輪だった。見れば、床にはキラキラと光るものが散乱している。代々聖魔導士の妻に受け継がれていた宝石たちだ。ジュエリーボックスの鍵を預かっていたが、もちろん身につけたことはない。

「屋敷に盗人がいたんでなあ。懲らしめていたところだ。おかしいことはあるまい」

　つまり、この一連の爆発は魔力の暴走ではなく、ランドルフが意図的に起こしたものということか。

「やりすぎよ……。今回は魔が差しただけだと思うからどうか寛大な心で……」

　ランドルフがミランダを床に放ると、空気を一気に吸い込んで苦しそうな咳をする。

「魔が差した、か。初犯ならな」

「え？」

「し、失脚だ。魔法をこんなふうに使うなど……」

　固唾をのんで現場を見ていた大臣の一人が金切り声を上げた。その声をきっかけにざわめきが広がっていく。

　はっとして周りを見回せば、大臣たちの目には恐怖がありありと浮かんでいた。

　無理もない。この状況だけ見れば、盗みに入ったメイドに魔力で制裁を与えたことになる。

　もちろん盗みは裁かれてしかるべきだが、それは正当な手順を踏んでのこと。無抵抗な相手をいたぶるのは間違っている。

（このままじゃランドルフが追放されてしまう……！）

　結局、こうなったのは自分のせいだ。ミランダたちの嫌がらせはずっと前からあったことで、なんとかすると言いながら二人をどうすることもできなかった。

　そんな始末もつけないで、なにがランドルフの前から綺麗に姿を消すだ。魔紋のことばかりに気を取られ、他にやるべきことがなんなのか見失っていた。

「聖魔導士様は悪くありません」

　大臣の疑わしげな目つきからランドルフを遮るように前に立った。

「この者たちの処遇は私に一任されていました。彼女たちの行いに気づきながら、私はそれを放置しました。ですから罰なら私に」

「そ、そうもいくまい……」

　大臣は迷っている。ランドルフから聖魔導士の冠を取り上げたい気持ちはあるが、そうすれば聖魔導士邸での派手なスキャンダルを国民に知らしめることになる。セシリア一人のせいにしてしまえば、穏便には済ませられる。

「お前が全部かぶってどうする！　ラトローズに行くならさっさと行ってしまえ！」

　ランドルフの怒号を背に浴びた。

（罰を受けるとしたら、屋敷からは追放ね）

　さらには投獄されてしまうかもしれない。

　ここに戻ってきたのは、やっと自分が本当に居たい場所を見つけたからなのに、皮肉なものだ。

（でもいいの。最後に自分の気持ちだけ伝えることができれば）

　ゆっくり振り返ると、怒っていると思っていたランドルフはなんだか泣き出しそうな顔をしていた。

「派手にやってますね。まるで大砲でも撃ち込んだみたいだ」

　奇妙な静寂を破るように、部屋には落ち着いた声が響く。がれきが散らばる中を悠然と歩いてくるのはロジェだった。

「ロ、ロジェ様!?　あなた様のお手を煩わせることでは……！」

　必死に行く手を阻もうとする丸い体をひょいとかわしてこちらに近づいてくると、床に転がるミランダとカーラに冷たい視線を向けた。

「彼女たちはこの屋敷のメイドにふさわしくないように思えますね」

「こ、今回の事は魔が差したらしいので、今後厳しく指導を……必要ならばメイドの入れ替えを」

「魔が差した、ねえ。そんな風には思えません。そもそもメイドとして召し上げたこと自体が間違いだったのでは？」

「どういうことですか？」

　思わず口を挟んだセシリアに、ロジェは軽く肩をすくめてみせる。

「たとえば、彼女は誰かの愛人で、その人物がメイドへの登用を決めたとか」

　大臣の顔がさっと青ざめる。

「メイドが盗みを働いたくらいじゃ他国は気にしませんよ。でも、たとえば有力な大臣が、自分の愛人を聖魔導士の側に送って不利益があるようそそのかしていた、なんて噂が国外に漏れるとさすがに……」

「え、衛兵！　メイドを捕らえて連れていけ！」

　大臣がわめくと、ミランダとカーラは部屋の外へと連れて行かれた。

（え、今の話って本当？）

　セシリアがぽかんとしていると、すり寄ってこようとする大臣にロジェが鋭い視線を向ける。

「出て行ってくれないか。しばらく三人で話がしたい」

「お、仰せのままに」

　がれきが散らばり風が吹き込む室内には、セシリアとランドルフ、そしてロジェが残された。

「お前もう馬車に乗ったんじゃ……」

　呆然と口を開いたのはランドルフだ。

「セシリアの様子を見て放っておけなかったんだ」

「あの、さっきの大臣に言ってたことって……」

「様子のおかしなメイドがいると思って少し調べさせてもらったんだ。ミランダはこの屋敷に来る前から、大臣の愛人のようだね。それで口をきいてもらったか、スパイとして潜り込ませたのか……とにかく大臣の息のかかった人間であることは間違いない」

「そう、だったんですか……」

　何度行いを指摘しても態度を改めず、どこか勝ち誇ったようなミランダの様子にもやっと納得がいった。ミランダの後ろには有力大臣がいると知っていたから、カーラもその立場に乗って嫌がらせをやめなかったのだろう。

「君は気づいていなかったの？」

　ロジェはランドルフを睨みつける。

「違うんです、この件は私に任せて欲しいと言ったから」

「気づいていたさ。それ以外にもちょっと掘れば大臣のスキャンダルなんて山ほど出てくる」

　かばおうとしたセシリアを遮って、ランドルフが書類の束を取り出す。ぱらぱらとめくれば、そこにはミランダの件をはじめ、裏金や犯罪者から情報を受け取ったことなどがびっしりと書き連ねてある。

「じゃあなぜすぐにこの切り札を使わなかった」

「使ってどうする。気にくわない奴をどんどんやめさせて解決するとでも？　立場が伴えば反感を買うのは当たり前だと、お前も知っているはずだ。だったら弱みを握ってうまく使った方がいい」

「それがセシリアを苦しめていい理由か!?　セシリアはずっとメイドからの嫌がらせに苦しんでいたのに、守ってやろうという気はないのか」

「だから、俺が邪魔者を排除すればそれでセシリアが守られるのか？　他人にお膳立てされた世界で、お前なら無力さを感じずに生きられるのか、ロジェ」

「そ、れは……」

「さすがに今回は目に余ったがな。もう少し先に手を打つ必要があったかもしれない。悪かったな」

　セシリアはぶんぶんと頭を横に振る。

　自分がこんなに大事にされていたなんて知らなかった。胸に熱いものがこみ上げてくる。

　やっぱり自分はどうしようもなく守られている。

　ランドルフはこの場所でセシリアが生きてゆけるように、プライドを守ろうとしてくれていた。釣り合わない立場に引け目を感じないように、自分でやると言ったことを成し遂げられるように。

「セシリア、その……やっぱり君はランドルフのことを？」

「はい、私はランドルフが好きなんです。この人と一緒でないと、自分らしくいられない。私はこの先もランドルフと一緒にいたいんです」

　まっすぐに告げるとロジェは脱力して笑った。まるで憑き物が落ちたように柔らかな表情で。

「……そう。そうか。かなわないな、そんなストレートに言われちゃ。確かに僕の見ていた君と本当の君は違ったみたいだ。君はもっとお姫さまのように大事に守ってあげないといけない存在だと思っていた。でも違うんだね」

「ロジェ様……」

「ごめんね、気持ちを押しつけて。初恋だったんだ、本当に。だから君に再会できて舞い上がってしまった」

「お気持ちは嬉しかったです。ロジェ様のような高貴なかたが私のことを気遣ってくださって……」

「うん、これからも僕は君を忘れないよ」

「はあ!?」

　二人のやりとりを聞いていたランドルフが頓狂な声を上げる。

「なんだそれは！　お前は振られたんだろうが！　おとなしく忘れろ!!」

「だって仕方ないだろう。今までずっと心の中にいた人なんだ。それがもし、僕が作り上げた虚構のセシリアだとしても、僕にとっては日々を生き抜くためのよりどころなんだから」

「な、なんて未練がましいやつ……」

　ランドルフの顔が引きつっている。お構いなしに、ロジェはセシリアの手をとった。

「セシリア、気が変わったらいつでも僕の国に来て。研究所の席はすぐに用意するから」

　握られた手は温かい。今度は嫌な気持ちはしなかった。

「じゃあ、元気で」

　あっさりとした別れの言葉を残して、ロジェが部屋を出て行く。

「あのなあ、セシリア」

　釈然としない様子のランドルフが口を開いたとき、転がり込むようにして衛兵が入ってきた。

「大臣が暴れています！　このままだと魔法を使ってまわりに危害が及びそうです！」

「……すぐ行く」

　ため息の後、公務にのぞむときの真剣なまなざしに切り替わる。

「危ないからお前はここに──」

「いえ、行きます。聖魔導士様の筆頭女官なので」

　大きな背中をセシリアは小走りで追いかけた。





　◇






　まるで竜巻に飲まれたかのように大穴が開いた塔は、下級魔導士が数人がかりで修復した。

　自分の魔法なら一瞬で直るとランドルフは豪語していたが、歴史的価値のある建物を好き勝手に作り替えられてはたまらないということで、一切手を貸すことは許されなかった。

　しばらくは自室を使うことのできない落ち着かない日々が過ぎ、数ヶ月後、大臣を正式に罷免することが決まった。

　ランドルフがいいように使おうと集めたスキャンダルネタだが、大臣の反対勢力もそれを掴んでいたようで、愛人を潜り込ませていたことを皮切りに他の余罪も追及されたのだ。議会でそれらをばらされては罰を与えないわけにもいかず、追放することが決まったのだった。

　有力な大臣の抜けた穴は大きく、さらに多忙な日々に二人はしばらく仕事に追われた。それでもセシリアは嬉しかった。お飾りとしてではなく、女官として頼られることが増えたからだ。

　やっと慌ただしい毎日が落ち着いてきた頃、ロジェからランドルフへと招待状が届いた。

「見なかったことにして捨てておけ」

「そんなわけにいかないでしょ！」

　その辺に投げ捨てられた書簡を慌てて拾う。サインだけではなく、本文も直筆で書かれている。

「ロジェ様、こっちで嫌な思いもされたでしょうに、国同士の関係は続けるって意思表示ね。良かったじゃない！」

　招待されたのは私的なパーティーだ。親密な付き合いを望むという懐の深さに感激してしまう。

「忙しいからと断りの返事を」

「もう落ち着いてきたでしょう。それに招待状は私にも届いているの。是非一緒にって言ってくださってるわ」

　セシリア宛の方は国書のような形式ばったものではなく、招待状の他に近況を書いた手紙が入っていた。

「お前も一緒に？　だったら余計に行かない」

「あら、私は一人でも行くわよ。だってせっかく婚約者を紹介してくれるんですもの」

「婚約者だと!?」

「そう。だから、もう殺気立った目でこっちを睨むのはやめるよう言ってくれって書いてあるわ」

　ロジェの手紙には、前から急かされていた結婚話を受けようと思っていることが書いてあった。失恋したのはいいきっかけだったとも。

「あいつ、あんなにセシリアに執着していたくせに」

「本当に吹っ切れたってことじゃないかしら。だから招待してくれたんでしょう。大臣のことでもお世話になったし、行きましょうよ」

「そりゃあこっちのは国書だ。本気で断れるとも思っていないが、しかし……」

「しかし？」

「そう単純なものか。お前はどうしてそう思えるんだ。失恋したからさっさと次へ、なんて信用できない。お前とロジェの関係はどうなっている」

「どうって──」

「俺は！」

　ランドルフは居心地が悪そうにがしがしと頭をかきむしる。

「俺はなにも聞いていない。あれから……」

「な、なにを？」

「お前の気持ちだ！　ロジェと二人で話を進めて、俺はなんだ。俺だってその……こっぴどく振られているというのに」

「……誰に？」

「お前だよ、セシリア！」

　予想もしていなかった言葉だった。

「俺から離れたいと痛いほど伝わってきた。あれはどう考えても振られたと思うだろう。お前は結局戻ってきたが、俺にはなにも言わない。またいついなくなるかとひやひやして、でもそこに触れたら余計にお前が離れていきそうで……」

「ごめん……そうだよね。不安にさせたよね……」

　忙しさにかまけてランドルフへの説明を怠っていた。彼にしてみれば、セシリアが戻ってきたことだってわけがわからないだろう。

「最近仕事が楽しくて、それが妙に居心地がよくて」

「待て。楽しかったのか？　無茶させてる自覚があったんだが」

「女官として頼りにされてると思ったから、充実してたよ？　それともそんなに役立ってなかった……？」

「いや、正直いてくれて助かった。だが、それは……お前なら仕事があるうちはいなくならないだろうと思って……」

　魔紋がない今、ランドルフが必死に考えた「関係を縛るもの」が女官の仕事だったらしい。

　そんなに自分を離したくなかったのだと愛おしく思う一方、余計な心配を掛けたことに心苦しくなる。

（ランドルフに気持ちを伝えるために戻ったっていうのに、なにやってるんだろう）

　魔紋がないのに側にいるのは、そうしたいから。きっと真意は伝わると、安易に考えていた。

　言葉にしない気持ちが、わかってもらえるはずがないのに。

　ランドルフはずっと、気持ちを言葉で伝えてくれていた。好きだと臆面もなく言われたことでどれほど救われていたか。

　今度はこちらが伝える番だ。

「ランドルフ、あのね、私はランドルフのことがす……」

　つんと鼻の奥が痛くなって、視界が歪んだ。

「あ、あれ、おかしいな。なんだか……」

　好きだ、と。ただそれだけを口にするだけでどうして泣きたくなるのだろう。

「どうした」

　心配そうに顔をのぞき込んでくるランドルフの姿が、学生時代、ガゼボで寄り添ってくれた彼の姿と重なった。

（ああ、そうか）

　あの頃からずっと押し込めていた気持ちだった。

　何年も見ないふりをして、認めないようにしてその気持ちから逃げ続けていた。

　認めてしまってはランドルフの側を離れられなくなるから、自分に嘘をつき続けていた。

　今なら言える。言ってもいい。

　この気持ちを口にできるというその事実が、とてつもなく嬉しいのだ。

「……好き。大好き」

　か細い声で告げた途端、気持ちがあとから溢れてくる。

　ぼろぼろと涙をこぼしながら、目の前の大きな身体に抱きついた。

「あなたがずっと前から好きよ。愛してるの」

「セシリア……」

　震える声で、そっと抱きしめかえされた。

　鼻腔が大好きな香りでいっぱいになる。

「ずっと答えられなくてごめんなさい」

「本当だ。どれだけ待ったと思っている」

　そっと頬に手が添えられて視線が絡む。

「もう一生離すつもりはない。お前もそのつもりでいいんだな」

「一生離れるつもり、ないわ」

　その言葉を合図にしたように、ソファへ押し倒された。

「欲しい。今すぐに」

　まだ外は明るいけれど、同じ気持ちだった。

　もう立場だとか体質のことだとかなにも考えず、ただランドルフの優しい体温に包まれていたい。もっともっと彼の近くへと行きたい。

　長い指がドレスの胸元をはだけさせていく。

　軽いタッチでなぞられ、指先が谷間を下っていく。そのまま下着を上にずらされ、膨らみがふるりとあらわになる。

「何度見てもお前の身体は綺麗だ」

「や、恥ずかし……」

「恥ずかしがっているお前もいいが、今はそんなこと忘れろ」

「だって……」

「……触れられるのが嫌か？」

　ふと、ランドルフの声が不安げに陰る。

（ずっと、そういう気持ちにさせていたのよね）

　何度も傷つけたに違いない。もう、そんなことはやめると決めたはずだ。

「いやじゃない、よ」

「嘘じゃないな」

　強く頷くと、ランドルフが笑顔を見せる。その嬉しそうな顔に、胸がきゅうっと切なくなった。

　片方の膨らみは優しい力で刺激される。大きな手の中で形を変えるうちに、ランドルフはもう一方の膨らみの中心で、まだ慎ましく桜色をしている飾りをくわえ込んだ。そして舌でじっとり舐めていく。

「こうされるのは嫌か？」

「いや、じゃない……気持ちいい……」

「そうだ。そうやって素直にしていろ」

「ん……っ」

　ランドルフから逃げなくては、なんてもう考えなくていい。そうすれば与えられる刺激にだけ集中することができた。

　身体は快感を素直に受け取って、セシリアの口からは甘い嬌声が漏れる。思わずランドルフの髪をくしゃりと掴んでいた。

「あ、っ、ランドルフ……っ」

　白い肌にはいくつも赤い跡が散らされていく。ちりちりと感じる微細な痛みすら気持ちがいい。

　胸に気を取られているとランドルフの手がスカートの中へするりと入り込む。

　下着の上から秘裂をなぞられると、うっすら濡れたところへシルクの下着が張りついた。

　わざと下着に蜜を吸い込ませるようにぐりぐりと押しつけられると、淫らな水音は大きくなっていく。

「んっ、ふぁ……っ」

　胸への優しい刺激と反対に、布越しに与えられる刺激は荒々しくて、頭の中は真っ白になる。

「下着に染みて、俺の指まで濡れている」

「や、あっ」

　ランドルフは秘裂を上になぞっていくと、ひだの中を探るように指先を動かす。

　ぷくりと肥大した花芽をカリカリと爪で引っかかれて、布越しの刺激に腰が震えた。

「あ、あぁっ」

　使い物にならなくなった下着がまだそこを覆っているのがもどかしい。

「あ、あの……」

「どうした？」

「し、下着を……」

　足をもじもじとすりあわせてランドルフを見つめた。もう、直接そこを触って欲しくてたまらない。

「脱がせて欲しいのか？」

　その言葉に、何度も頷く。

「素直だな」

　焦らされるかと思えば、あっさりと下着は足から抜き取られる。

「さて、ここからはどうしてほしい？」

「さ、……触って欲しいの」

「ここか？」

「あんっ」

　不意に胸の飾りときゅっと摘ままれて、甲高い声が出た。

「も、もうっ。わかってるくせに」

「ああ、今のはちょっと意地悪だったか。──お前が、かわいくて」

　柔らかく細められた瞳で見つめられて、まっすぐな言葉に胸が痛いほど高鳴った。

「意地っ張りなお前も、一人で抱え込んで空回りしているお前も、かわいい。俺に遊ばれてむくれるお前もな」

「なっ」

「だが、素直なお前は特別にかわいい。だからねだらせてみたくなる」

　ランドルフの言葉はとびきり甘くて、まるで強い酒を飲んだように頭がくらくらしてくる。

　セシリアは少しだけ足を開いて、濡れて光る秘所を晒した。

「ここが……切ないの。熱くて、どうしようもない、から……ラ、ランドルフの指で、弄って……」

　ランドルフが望むなら、可愛くねだるくらいのことはしたかったけれど、慣れない言葉に頬が熱を持つ。

　彼の重みを感じ、ランドルフの香りが鼻腔をくすぐると、次の瞬間には蜜口に指が挿入されて中をめちゃくちゃにかき回されていた。

「ああぁっ、んあっ、そんな、しちゃ……っ」

　同時に熟れた花芽を捏ねられなにも考えられなくなる。

「本当にたまらないな、セシリアは。かわいすぎておかしくなりそうだ」

「やぁっ、激し……っ」

「一度楽にしてやろうな」

　耳を食まれ、掠れた声で囁かれる。

「ここが気の毒なくらい膨れている」

「ふぁ、あ、あ、あああ────っ！」

　花芽をぐりっと押しつぶされて、頭の中が真っ白になった。

　身体をランドルフの全身で押しつぶされながら、びくびくと痙攣する。

「っ、はぁ、はぁっ」

「上手にイけたな」

　ぐったりとしながらも大きな背中に手を回すと、柔らかな声音が降ってくる。

「──き」

「うん？」

「あなたが好き」

　自分が泣いていることに気づいた。

　建前とか、照れだとか、そんな感情はどうでもよくなって、素直な気持ちだけが口をついて出る。

「あなたが欲しいよ、ランドルフ」

「セシリア……」

　ランドルフの漆黒の瞳にも薄らと透明な膜が張り、それが震えていた。

（なんて綺麗なの）

　見とれているうちに、唇が重ねられる。

「んぅ、ふ……ぁ」

　互いの存在を確かめ合うように、どちらからともなく舌を絡ませる。

　もっとランドルフに近いところを感じたくて、相手の口内を一生懸命に探った。溢れた透明な雫が顎を伝っていく。

　キスに没頭しているとぐっと足を開かれ、秘裂を熱いものが割入ってくる。

「セシリア、セシリア……っ」

「はぁ、っ、んんっ」

　口づけの合間に名前を呼ばれ、ランドルフが律動を開始する。

　中の存在感を示すように浅く腰を引くと、最奥をゆっくりと押し上げられる。

「ん、ああっ」

　じっくりと快感の火をつけられていく蜜路に油断していると、花芽を弾かれ刺激される。思わずランドルフの怒張を締め付けていた。

「ここを一緒に弄ってやると、中がひどく狭くなるな」

「あ、あっ、だめぇっ」

　抽送も激しさを増し、ぐちゃぐちゃという淫靡な音の合間に花芽を捏ねられる。

　たちまち蜜路は蠕動し、頂点へ上り詰めようとする。

「ランドルフっ」

　思わず彼の腰に、すがるように足を巻き付けていた。

「ああ、一緒にイこうな」

　最奥をがつりと突き上げられると、足先がぴんと伸びて絞り取るように中がうねった。

「ふぁ、ああぁぁっ」

「っ、ぐ」

　ランドルフの腰がぶるりと震え、あの、熱いものが中に広がる感覚が訪れる。

　腿を見ると、黒い魚が一匹、浮かび上がっていた。

（今度はもう、怖くない）

　この紋から逃げようなんて、思わない。

（ランドルフのことと同じように、自分の不思議な体質だってきっと好きになるから）

　彼が、この体質ごと自分を愛してくれたように。

　ランドルフの頭をぐっと引き寄せると、無理矢理唇を重ねた。勢いが良すぎて、少しだけ歯が当たったけれど、気にせず柔らかなところに自分のそれを押しつける。

「愛してるよ、ランドルフ」

「っふ、下手くそ」

　不意を突かれてきょとんとしていたランドルフが微笑み、もう一度優しく唇が重ねられた。







エピローグ







　──一年後。

　晴れ渡った空に、大きな花火の音が響くのを、セシリアは聖魔導士邸の自室から聞いていた。

　支度を終えたそのとき、扉の開く音がした。

「入るぞ」

　白い礼装に身をつつみ、髪を結ったランドルフがそこにいた。

「素敵ね。よく似合ってる」

「そうか」

　声の調子が少し硬い。視線をふいとそらされる。

「少しはずしてくれますか？」

　侍女を退室させ、部屋の中にはふたりきりになる。

「どうしたの？　なにか不満？」

「いや、その……」

「……もしかして緊張してるの？」

「悪いか」

　ばつの悪そうな態度に、つい吹き出してしまう。彼でも緊張することがあるなんて、意外だった。

　今日は、セシリアとランドルフの結婚式だ。

　交流のある周辺諸国から要人を招き、国全体にも大々的なしらせを出した。国中が花で彩られ、国旗がそこかしこに飾られている。ハイランズ王国全体が、温かな祝福の雰囲気に包まれていた。

　セシリアは純白のドレスに身をつつみ、アップヘアに白いヴェールを纏っている。ブーケは庭師が丁寧に育てた白い薔薇。──そして、左手の薬指にはきらりと光るダイヤの指輪がある。

「どんな式典だって緊張したことはなかったでしょうに、まさか今日そんなランドルフを見られるなんてね。安心して。国民も来賓も、みんな私達の味方よ」

「別に人前に出るから緊張してるわけじゃない。……お前が、あんまり綺麗だから」

　ぽかんとしたあと、頬がかっと熱くなる。

「やだ、変なこと言わないでよ。私まで調子狂うわ」

「本当のことだ。とても似合ってる」

　意識すると、どんどん恥ずかしくなってくる。礼服を着こなすランドルフは、威厳があり、まるで王のような高貴な品格を漂わせている。

　このひとと結婚する。急に実感がわいてきて、落ち着かない気持ちになった。

「そ、そろそろ行きましょう。教会へはあなたが先に向かうのよね」

「……後悔、してないよな？」

「急にどうしたの？」

　そそくさと準備を進めるが、唐突な質問に手を止めた。

「ずいぶん時間がかかったからだよ」

　ランドルフの瞳は不安そうに揺れている。

　この一年、とにかくすぐに結婚を、と迫るランドルフをなだめるのに忙しかった。

　大臣の失脚により、議会は荒れた。これを期に議会の風通しをよくすべきという意見と、従来のままで進めたい保守派。この二つが対立し合い、その論調は国民にも伝播していった。

　平民出身であるランドルフをよく思わない国民の一派からは、先代聖魔道士の退任は早かったとの声も多く聞かれた。

　そんななかで結婚を急げば、悪感情をさらに逆撫ですることになる。

　ランドルフが結婚を急ぐ理由も痛いほどわかる。セシリアがまたどこかにいなくなってしまうのでは。その潜在的な恐れが彼の中からなくなっていないことは感じていた。

　結婚という儀式でランドルフが安心するなら、それでもいいか。そんなふうに思ったこともあったけれど、後ろ向きな理由で夫婦になるのはやはり抵抗があった。

　──皆に祝福される結婚をしたい。

　好きだと言えたら。側にいられたら。そんな控えめな希望じゃなくて、絶対に手に入らないと思っていた幸せを掴みたい。

　そんなふうに考えられるようになった。

　少しだけ、自分の本当の願いに向き合えるようになったのだ。

　だから、女官としてランドルフを支えた。

　国中を飛び回って視察し、住民の声を聞いた。外交に力を入れ、協力者たりえる人脈を広げた。魔力至上主義のハイランズでは、二つ紋の貴族が自然と力を持つが、暮らしている人は圧倒的に一つ紋の平民が多い。そんな平民の不満をすくいあげて、平等を掲げた。

　まだ達成できたとは言いがたいが、風向きは変わってきている。そのことは日々、肌で感じている。

　ランドルフには、皆から愛される聖魔導士になってほしい。権力にあぐらをかいているような人だと誤解されたくない。

　幸せな結婚と同時に、それも譲れない気持ちだった。

　ランドルフの評価が国内で高くなるにつれ、それを支えるセシリアも切れ者の女官として知られていった。

　その期を待って、婚約を発表したのだ。

　それからはどの町にいってもおめでとうと温かな声をかけられ、やはり自分の考えは間違っていなかったのだと実感した。

　そして今日、やっと本当の夫婦になる。

「ヴェールを上げて」

　彼に歩み寄り、そうねだる。

　視界が開けると、背伸びをして、そっとランドルフの唇に口づけを落とした。

「後悔なんて、してるはずない。今とても幸せだから。ランドルフは？」

「待ちくたびれた」

　ランドルフがくしゃりと笑顔になる。やっと緊張がほどけたようだった。

「失礼いたします」

　下級魔導士が控えめなノックののち、部屋に入ってくる。

「ラトローズ王国ロジェ王子より、贈り物が届いております」

　持ってきたのは、綺麗に包まれた手のひらほどの小箱だった。

　ロジェも国賓として招待しており、数日前にハイランズへ入っているが、時間がとれなくて、まだ軽い挨拶しかできていない。

「なんだ？」

「私宛だわ」

　リボンにつけられたカードにはセシリアの名前しかない。

　ロジェは先日、婚約者と結婚したが、送り主のほうも連名になってはいなかった。

　つまりロジェからセシリアへの個人的なプレゼントということだ。

　包みを開けると、中に入っていたのは研究所の紋章が入った銀の指輪だった。

　ランドルフがそれを見て、盛大に眉をひそめる。

「花嫁に贈るものが、よりによって指輪ねえ……」

「そ、そんな青筋立てて怒らないでよ。色っぽいプレゼントじゃないわ。ただの研究所の記念品かも」

「そんなものさっさと捨てろ」

　ランドルフが指輪を奪おうと手を伸ばす。指先が触れた瞬間、ランドルフが弾かれたようにあとずさる。

「い……っ⁉」

「ランドルフ⁉」

　右手を抑えてうずくまる彼に駆け寄ると、部屋にロジェの声が響いた。

『やあ、セシリア久しぶり。このメッセージを聞いてるってことは、不埒な輩が君に触れたってことかな。婚前の乙女を汚す悪漢が身近にいること、残念に思うよ。君が誰かと結婚するなんて、ちょっと寂しいな。でも、セシリアのお兄様として心からの祝福を送るよ。ちなみに、これは研究所で開発した魔道具なんだ。男性の魔力に反応して電気が流れるようになっている。一つ紋の女性の防犯道具にどうかな。取引の相談はいつでも待っているよ、不埒な聖魔導士様。──幸せになってね、僕の天使』

　音声の魔法が切れると、床に落ちた指輪は沈黙する。

「あの野郎……」

「じょ、ジョークグッズじゃない」

　研究の成果の売り込みと、セシリアへの祝辞。そしてほんのちょっとランドルフをからかう気持ちが伝わってくる。

　ランドルフとロジェは仲が良くなった──とは素直に言いがたいけれど、こんないたずらをしかけるくらいには打ち解けているのだ。多分。

　急に腕をひかれて、体勢が崩れる。気づいたときには、頭を固定され、唇を押し当てられていた。

「んっ……！」

「口、開けろ。セシリア」

「なっ、なんで興奮してるのよっ」

「ロジェの思うようにさせるか。式の前にお前を乱したい」

「や……っ」

　首筋をきつく吸われる。ちり、とかすかな痛みを感じて、慌ててランドルフを突き飛ばした。

「やめて！　……そんな張り合うみたいな気持ちで、触られたくない」

「悪い……」

「もう……おしろいで隠さないと」

　赤い跡が残ってしまったのは、鏡を見なくてもわかる。

　しゅんとしょげるランドルフの髪を優しく撫でた。

「今日は皆に祝福される式にしたいの。国民の人々に挨拶だってするんだから。だらしない身なりじゃ前に出られないわ」

「……そうだな、どうかしていた。あいつの挑発に乗るなんて」

「それに、こんな跡残さなくても──」

　ランドルフの手を取り、スカートの上からそっと右の腿に触れさせる。

「私達にはこれがあるじゃない」

　そこに泳ぐ魚は一匹、いや二匹だったか。もう数え切れないほど何度も互いの身体を行き来した魔紋がそこにある。

　セシリアが乱れ、ランドルフが中に精をはなったことはまぎれもない事実だ。

　二人だけの秘密。二人だけのしるし。

　それが身体に刻まれていることが、たまらなく嬉しい。

「セシリア様、今一度お支度の確認をいたします」

　侍女が部屋に戻ってくる。

「続きは夜、ね」

「覚悟しておけよ」

　ランドルフの耳元で囁くと、額に軽く口づけを落とされた。

　楽しみだった結婚式よりも、ランドルフのぬくもりを今から期待していることに、セシリアは小さく笑った。








聖魔導士様の甘美な求愛


特異体質な没落令嬢の波乱な生活が始まります!?
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